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（１）足利工業大学 

 

地域資源の活用を視座としたまちづくりに関する 

足利工業大学福島研究室の活動および研究成果について 

 

福島 二朗 

 

１．主たる活動成果 

 

（１）近代化遺産を活用した観光まちづくりに向けた取組みの企画・開催とその定着 

 前節『Ⅱ．１研究課題と活動趣意』で記述したとおり、足利工業大学福島二朗研究室（以降、

当研究室と略記。）の研究課題の一つは、地域のアイデンティティーとしての地域資源を活用した

地域振興に向けた手法・方法論の構築である。そのため、当研究室では、那須烏山市の地域資源

の抽出・把握を目的として現地調査および文献調査を継続して実施してきた（後述のⅡ．２．２

活動概要参照）。その成果を踏まえ、那須烏山市の地域資源の一つとして近代化遺産を抽出し、近

代化遺産を観光ツールとして地域交流を創出し促進していくことを活動の一テーマとして掲げ、

市研究会事務局に提案した。 

 この近代化遺産の活用に向けた取組みは、『那須烏山市まちづくり研究会』が発足した 2006 年

に企画提案を行い具体化した。『全国近代化遺産活用連絡協議会』が主催する「近代化遺産全国一

斉公開」の事業に那須烏山市も参加するとしたこの取組みは、9 年目となる現在も事業名に那須

烏山市を冠して継続して開催されている（この「近代化遺産全国一斉公開」事業については、Ⅲ．

１研究会事業の報告の中で詳述する）。 

 近代化遺産を観光まちづくりに活用する取組みは、この「近代化遺産全国一斉公開」事業の開

催に関連して、さらにいくつかの成果に結実している。一つは、「近代化遺産全国一斉公開」の関

連事業として企画した「近代化遺産バスツアー」の開催である。このツアーは、那須烏山市に現

存する近代化遺産の公開をとおして、市外からの観光客を誘発するとともに地域住民との交流機

会の創出と増進を図ることを目的としている。2013 年度は JR 宇都宮駅を集合場所として行程を

組み公募したところ、東京からの参加者を含め 46 名の参加者があった。また、2014 年度は集合

場所を JR 那須塩原駅に代えて実施し 36 名が参加している。 

二つ目は、那須烏山市の近代化遺産を代表する施設の一つ『東京動力機械製造株式会社地下工

場跡（通称、どうくつ酒蔵）』を活用したコンサートの企画開催である。この『どうくつ酒蔵』は、

第二次世界大戦に際し戦車の製造を目的として建造された巨大な地下空間施設であり、現在、市

内に 3 件認定されている「土木学会選奨土木遺産」の一つでもある。「近代化遺産全国一斉公開」

の目玉となる企画事業としてこれまでに 6 回開催されており、特にここ 5 年間は継続して実施さ

れ恒例行事として定着してきた。 

また、近代化遺産を核とした市内外からの交流の便を図るツールとして、近代化遺産の評価や

特徴等を分かりやすくまとめた解説板の設置を企画し、市研究会事務局との検討を踏まえ、市内

の主要な近代化遺産 6 件に当研究室がデザインした石材解説板が設置された。栃木県を代表する

地場産石材である芦野石を利用したこの解説板の設置は、近代化遺産活用による観光まちづくり
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の取組みを示すモニュメントでもある。 

以下に、近代化遺産を活用した観光まちづくりに関する資料を示す。 

 

≪資料 1≫ 「近代化遺産バスツアー」の内容が記載された「近代化遺産全国一斉公開 2013・

2014 in なすからすやま」のポスター 

≪資料 2≫ 2013 年度開催のバスツアーの概要をまとめた解説文が掲載された情報紙（『キャ

ンパスネット第 32 号』） 

≪資料 3≫ 『どうくつ酒蔵』を会場に開催されたコンサートの模様 

≪資料 4≫ 石材解説板の制作までの過程をまとめた『土木史フォーラム No37』 

≪資料 5≫ 石材解説板の新聞記事と現地写真 

≪資料 6≫ 石材解説板 6 基のデザイン（①～⑥） 

 

 

≪資料 1≫ 「近代化遺産バスツアー」が盛り込まれたポスター 
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≪資料 2≫ 2013 年度バスツアーの解説（『キャンパスネット第 32 号』から抜粋） 
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≪資料 3≫ 『どうくつ酒蔵』を会場として開催されたコンサートの模様 

  
コンサート会場として活用した『どうくつ酒蔵』   研究会を構成する各大学のスタッフ紹介（2013.11.10） 

 

シンガーソングライターせきぐちゆきライブ（2013.11.10） 

 

     本間貴士現代筝曲コンサート（2014.11.16） 
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≪資料 4≫ 石材解説板の制作までの過程をまとめた解説文（『土木史フォーラム No37』から抜粋） 
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≪資料 5≫ 石材解説板の新聞記事と現地写真 

         

 

               石材解説板が設置された JR 烏山駅前 
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≪資料 6-①≫ 石材解説板 6基のデザイン①境橋 
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≪資料 6-②≫ 石材解説板 6基のデザイン②東京動力機械製造㈱地下工場跡 
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≪資料 6-③≫ 石材解説板 6基のデザイン③旧烏山病院 
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≪資料 6-④≫ 石材解説板 6基のデザイン④烏山防空監視哨 
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≪資料 6-⑤≫ 石材解説板 6基のデザイン⑤烏山通運㈱石造り倉庫群 
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≪資料 6-⑥≫ 石材解説板 6基のデザイン⑥国鉄烏山駅舎 
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（２）烏山和紙と国見の棚田を活用した地域交流機会の創出に向けた取組みとその定着 

 当研究室の研究課題である地域資源の活用手法・方法論の構築に取組むことを目的として、那

須烏山市の地域資源調査を継続して実施していることは既に述べた。現地調査および文献調査を

踏まえ、先述の近代化遺産とともに当市の地域資源として“烏山和紙”と“国見の棚田”を抽出

し、その活用に向けた取組みを開始した。 

 栃木県（下野国）の和紙は、760 年の『奉書一切経料紙墨納帳』に写経料紙の産地 20 か国の

一つとして記載されたのがその始まりで、烏山和紙の一つ“程村紙”は 1590 年から江戸期にか

けて漉かれるようになったとされる。この程村紙は 1970 年に旧烏山町の「重要無形文化財」に、

1977 年には「国指定重要無形文化財」に選定される等、当市の文化と技術を代表する伝統工芸品

として継承されている。因みに、2016 年に“山車の祭”として世界無形遺産への登録申請が進め

られている構成文化財の一つ『山あげ祭』の重要な舞台装置・舞台装飾として支えているのもこ

の烏山和紙である。一方、“国見の棚田”は、当市の南東部に広がる大字小木須地区に位置する国

見集落の急峻傾斜地に形成された 2.2ha の耕地であり、1999 年に農林水産省の「日本の棚田百

選」、さらに 2002 年に「とちぎの残したい棚田 21」にも選定された郷愁を誘う田園景観である。 

 当研究室では、当市の文化および自然の豊かさを醸し出す地域資源として“烏山和紙”と“国

見の棚田”を抽出し、両資源の持つ良さと特徴を生かした事業の創出を検討した。その結果、“烏

山和紙で制作した鯉のぼりを国見の棚田に掲げる”ことを提案し、市研究会事務局と検討を重ね、

『棚田を泳ぐ鯉のぼりまつり』として開催されることになった。この鯉のぼりまつりは 2007 年

から開催され、時局に応じて幾度か会場を変更しながら、『那須烏山市まちづくり研究会』が主催

する恒例行事として定着している（『鯉のぼりまつり』に関するこれまでの内容については、Ⅲ．

１研究会事業の中で、さらに詳しく述べる）。 

この鯉のぼりまつりは、伝統文化および自然景観という当市の地域資源を活用した地域交流機

会の創出であり、次代を担う子供達や地元 NPO のみなさんの参加と協力によるコラボレーショ

ンが実現し形成される中で、市民の市に寄せる愛着心の醸成に向けた取組みとして位置付けるこ

とができる。 

 また、国見の棚田が有する豊かな自然景観の美しさに接する機会を提供することを目的として、

ホームページ『国見の棚田シンフォニー～里山彩景・いつか聞いた風の調べ～』を開設した。こ

の取組みは、国見の棚田を中心にその四季の移ろいを写真で紹介するもので、当研究室が作成し、

市および市商工会のホームページにリンクさせた。概ね 2～3 週間を目途に更新し、2006 年から

2009 年の 4 年間にわたり制作した。現在は休止しているが、故郷を離れた当市出身者から感謝

の連絡を頂いたこともあり、今後の検討課題と考えている。なお、当ホームページは、現在も那

須烏山市 HP にアップされている。 

 以下に、烏山和紙および国見の棚田を活用した地域交流機会の創出に向けた取組みに関する資

料を示す。 

 

≪資料 7≫ 第 1 回鯉のぼりまつり開催のポスター（2007 年）と新聞記事 

≪資料 8≫ 鯉のぼりまつり会場とレセプション 

≪資料 9≫ 第 7 回鯉のぼりまつり（2014 年）に配布した作成資料「烏山和紙の歴史と文化」 

≪資料 10≫ 第 7 回鯉のぼりまつり（2014 年）に配布した作成資料「烏山和紙のできるまで」 
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≪資料 11≫ 烏山和紙で鯉のぼりを製作中の市内児童たち 

≪資料 12≫ HP『国見の棚田シンフォニー～里山彩景・いつか聞いた風の調べ～』 

 

 

≪資料 7≫ 第 1回鯉のぼりまつり（2007 年）のポスターと新聞記事 

『棚田を泳ぐ鯉のぼりまつり』のご案内
市民の皆様からお寄せ頂いたたくさんの鯉のぼりと、烏山和紙で製作した鯉のぼりを活用して、地域
に残された美しい自然と山間の棚田を泳ぐ、１５０匹の壮観な「鯉のぼりまつり」を実施します。

◇期間 平成１９年５月１日～５月３１日

◇場所 国見地内

◇期間中のイベント案内

（オープニングセレモニー）

・期日 ５月５日（土） 午前１０時～午後２時

・会場 国見第２駐車場（わらび荘入口手前駐車場）

・内容 ①野外演奏会（１０時～１１時）

足利工業大学附属高等学校吹奏楽部と足利短期大学附属高等学校吹奏楽部の総

勢５５名による野外演奏会をお楽しみ下さい。（雨天の場合は中止となります。）

②無料休憩所（湯茶接待）

③おにぎり販売

◇主催 那須烏山市まちづくり研究会

■問い合わせ 経済環境部商工観光課商工係 ☎ ０２８７－８３－１１１５

 

    

下野新聞（2007.4.15） 
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≪資料 8≫ 鯉のぼりまつり会場とレセプションでの足利工業大学附属高等学校の演奏会 
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≪資料 9-①≫ 第 7回鯉のぼりまつり（2014 年）に配布した作成資料「烏山和紙の歴史と文化」（その 1） 
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≪資料 9-②≫ 第 7回鯉のぼりまつり（2014 年）に配布した作成資料「烏山和紙の歴史と文化」（その 2） 

 

 



Ⅱ-2 主な活動成果の報告 （1）足利工業大学 福島 二朗  40 

 

≪資料 10-①≫ 第 7回鯉のぼりまつり（2014 年）に配布した作成資料「烏山和紙のできるまで」（その 1） 

 

 



Ⅱ-2 主な活動成果の報告 （1）足利工業大学 福島 二朗  41 

 

≪資料 10-②≫ 第 7回鯉のぼりまつり（2014 年）に配布した作成資料「烏山和紙のできるまで」（その 2） 
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≪資料 11≫ 烏山和紙で鯉のぼり製作中の市内児童たち 

 

     

鯉のぼりまつり会場での「親子で参加する和紙鯉のぼり製作体験」の様子（2007 年） 

 

  
 

  
市内児童による製作体験（2012 年・2013 年） 
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≪資料 12≫ HP『国見の棚田シンフォニー～里山彩景・いつか聞いた風の調べ～』 

 

 

 

（３）市民団体・地元高等学校との連携による活動成果 

 那須烏山市をフィールドとして活動するにあたり、市民および市民団体との交流・コラボレー

ションを重視することを活動の趣意とした。このことは、研究活動の進展やその密度に拘わると

ともに、学生たちの学びの深化と人間としての成長にも結びつくものである。さらに、大学およ

び学生たちの知識と活動が、市民および市民団体にとって幾許かの啓発や活力として感受して頂

けるのなら、市民のみならず当市に対する恩返しにもなると考える。2006 年に当市に入り研究活

動を行う中で、幸いにして多くの市民・市民団体さらに地元高等学校との交流機会や共同研究の

機会を得ることができた。いくつかの成果について整理しておく。 

 一つは、『NPO 法人野うさぎくらぶ』とのコラボによる地元児童たちを対象に実施した「近代

化遺産を活用した学習会」および「市内近代化遺産ツアー」への取組みである。地域固有の文化

を物語るモニュメントとしての近代化遺産を題材にした学習会とその後の現地見学会を行ったこ

の取組みは、地域の次代を担う地元児童たちにとって、地域の歴史文化を身近なものとして捉え

愛郷心を醸成する一つの契機になったものと考えている。この学習会には地元児童延べ 366 名、

近代化遺産ツアーには延べ 226 名が参加した。 

 また、当市の近代化遺産の一つで『土木学会選奨土木遺産』に認定されている“境橋”の活用
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として、市民団体『なすから教育支援ネットワーク』と当研究室の共催により「橋! 歩いちゃお

う～」を企画した。この企画は、橋の構造形式から普段歩いて渡ることがない境橋を参加者全員

で歩き、境橋の設計者・成瀬勝武の“環境”と“景観”に配慮したその思いに触れることを主た

る目的としたものである。さらに、栃木県烏山土木事務所の協力を得て“橋の長寿命化”につい

て学び、環境教育の実践として橋の清掃活動も組み合わせた。当日は、市内外から個人および市

民グループ の賛助が得られる中、59 名が参加した（この取組みについては、『広報那須烏山

No.87(2012.12)』にも掲載されている）。 

 栃木県立烏山高等学校は、『那須烏山市まちづくり研究会』に 2013 年から参加している地元の

高等学校で、地域に根差した若い眼差しで地域活性化に向けたまちづくり活動を展開している。

当市の公共交通の動脈である JR 烏山線に関する昭和初期の資料を基に、当研究室との共同研究

が実現し、月 1 回の合同勉強会と夏期フィールド調査の成果として論文を纏めることができた。

「『烏寶線鉄道唱歌』の解明と近代後期以降の烏山線沿線地域の変容過程」と題して取り纏めたこ

の論文は、『烏寶線鉄道唱歌』という未公開発掘資料の解明をとおして、当唱歌が制作されたとさ

れる昭和 5 年から現在までの沿線地域の変容過程を分析する中で、これからの当市の観光まちづ

くりに向けた基礎資料として活用することを目的としている。2014 年 12月 6 日に開催された「第

11 回学生＆企業研究発表会」（主催：大学コンソーシアムとちぎ）において、特別賞『鹿沼相互

信用金庫理事長賞』を受賞した。 

 上記以外においても、多くの市民および市民団体との協働による取組みをはじめ、折に触れ種々

公私にわたりご指導を頂戴している。2006 年の『那須烏山市まちづくり研究会』が発足したその

年“国見の棚田”の活用に際して（前述Ⅱ.2.（２）参照。）、同集落のみなさんと取組んだ“景観

と環境”を考える検討会とその実践は、当研究室の当市における研究活動の出発点となった。ま

た、当市の夏の祭礼『山あげ祭』を支える運営スタッフ（若衆）の減尐下に苦慮する中で、同年

の『山あげ祭』に当研究室の学生たちが特別参加させて頂いたことは、若年労働者層の流出とい

う地方都市が抱える現今の課題を直視する契機ともなった。地域を支え未来を見つめる地域住民

のみなさんの思いを肌でひしひしと感じながら、当市で開始したまちづくりに拘わる実践活動に、

震えにも似た身の引き締まる昂ぶりを覚えたことを今も忘れない。 

 なお、当研究室の那須烏山市における研究活動について、宇都宮文星芸術大学の大澤慶子先生

が下野新聞の『日曜論壇』にて言及されている。一つの外部評価として掲載しておく。 

 以下に、市民団体・地元高等学校等との連携による活動成果に関する資料を示す。 

 

≪資料 13≫ 地元児童たちを対象に実施した学習会の様子 

≪資料 14≫ 学習会を踏まえて開催した市内近代化遺産ツアーのプログラムとツアーの様子 

≪資料 15≫ 「橋! 歩いちゃおう～」の企画を報じる新聞記事と企画プログラム 

≪資料 16≫ 講演資料「境橋環境教育プログラム」と活動の様子 

≪資料 17≫ 『烏寶線鉄道唱歌』の論文概要の原稿 

≪資料 18≫ 特別賞受賞の新聞記事（下野新聞・読売新聞） 

≪資料 19≫ 授賞式の様子と特別賞の賞状 

≪資料 20≫ 夏期フィールド調査の様子 

≪資料 21≫ 国見地区の景観整備を考える講演会のポスターとその様子 
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≪資料 22≫ 大谷範雄市長の「日曜論壇」記事（下野新聞 2006.11.19） 

≪資料 23≫ 景観整備および『山あげ祭』に参加した 2006 年の活動 

 ≪資料 24≫ 宇都宮文星芸術大学･大澤慶子先生の『日曜論壇』記事（下野新聞 2014.8.17） 

 

≪資料 13≫ 地元児童たちを対象とした学習会の様子（2012.8.7/8.24） 
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≪資料 14≫ 学習会を踏まえて開催した市内近代化遺産ツアーのプログラムとツアーの様子 

         

 

  
烏山和紙会館（旧烏山病院）の見学        境橋を臨む清流･那珂川に憩う児童たち 
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≪資料 15≫ 「橋! 歩いちゃおう～」の企画を報じる新聞記事と講演 ppt 資料の表紙 
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≪資料 16≫ 講演資料（一部）と活動の様子 

 

  

境橋の半円アーチのバルコニー 

鋼製の欄干の清掃をする参加者 
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≪資料 17-①≫ 『烏寶線鉄道唱歌』の論文概要（その１） 
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≪資料 17-②≫ 『烏寶線鉄道唱歌』の論文概要（その２） 
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≪資料 18-①≫ 特別賞受賞の新聞記事①（下野新聞 2004.12.27） 
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≪資料 18-②≫ 特別賞受賞の新聞記事②（読売新聞 2014.12.27） 
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≪資料 19≫ 授賞式の様子と賞状 

          

                前列左から 2人目が当研究室の布施和也君 
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≪資料 20≫ 夏期フィールド調査の様子（2014.8.20-22） 
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≪資料 21≫ 国見地区の景観整備を考える講演会のポスターとその様子 

 

フォトコンテストのレセプションとして活動の中間報告と景観について考える講演会を開催した 

 

  

挨拶する大谷範雄市長          国見地区の景観形成への取組みについての説明 
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≪資料 22≫ 大谷範雄市長の『日曜論壇』記事（下野新聞 2006.11.19） 
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≪資料 23≫ 景観整備を考える活動の様子 

     

地元のみなさんと“国見の棚田”周辺の景観整備 

  

        商工祭に参加して                地域資源調査の一コマ 

  

                     山あげ祭への参加 
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≪資料 24≫ 大澤慶子先生の『日曜論壇』記事（下野新聞 2014.8.17.） 
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２．当市におけるまちづくり活動を基にした主たる研究等の成果 

 

（１）学会発表、等 

 当市における研究活動を基に発表した研究論文等の発表件数は 10 件である（後述の『Ⅱ.２.

３ 研究＆活動等の成果一覧』参照）。その内、日本都市計画学会（国際都市計画）査読論文（2010）、

土木学会地下空間シンポジウム（2013）の Abstract を示す（≪資料 25・26≫。どちらも著者は、

福島二朗・簗瀬範彦の連名）。 

 

≪資料 25≫ 『Case Study of Nasu-Karasuyama City, Tochigi Prefecture: A Pioneering Example of the Use 

of the Modernization Heritage Properties in Small and Medium-sized Regional Cities』 

This study analyzes the preservation status of the modernization heritage properties in small and middle-sized 

regional cities that have been fortunate enough to survive the ravages of war and were not renovated during 

Japan's period of high-level economic growth. The study also proposes conditions for preserving this heritage. 

During four years of fieldwork in Nasu-Karasuyama, an analysis was conducted of the process by which 

government entities come to recognize the value of modernization heritage properties and employ them in 

activities to promote regional stimulation. Through an analysis of the status of reuse by local companies for 

business purposes and the conditions for participation in the "Project to Simultaneously Open Modernization 

Heritage Properties Nationwide," six elements were defined: Design, Functionality, Openness, Accessibility, 

Neutrality, and Safety. An evaluation of these six elements will enable modernization heritage properties 

including civil engineering structures to be opened to the general public, and the resulting recognition on the 

part of the local community and the authorities of the value of modernization heritage properties will enable 

such properties to be preserved. The elements identified in this study will serve as a reference for the 

preservation of modernization heritage properties in other regional cities as well. 

≪資料26≫ 『放置地下空間の再利用に際しての可否判断基準に関する研究』 

Currently there are about 12,000 abandoned underground spaces in Japan. Some of these abandoned 

underground spaces are already used as tourism resources, and there some that are being reused as 

facilities for industrial activities. However, uniform decision criteria have not been established for 

whether to reuse underground spaces or not. The situation is that check items may be set for each 

individual facility, or they may not. If it is possible to indicate some kind of guidelines for decisions on 

whether to reuse abandoned underground spaces, it will become possible to actively and effectively 

utilize many abandoned underground spaces that exist throughout the whole country. 

Therefore, in this paper, we performed an analysis of accident events in underground spaces, and an 

analysis of the details of a survey performed on facilities that are already being reused. Based on the 

results and knowledge obtained, we verified the decision of whether to reuse or not by taking the remains 

of an old military vehicle factory in Nasukarasuyama City, Tochigi Prefecture as an example. As a result, 

opinions on the possibility of occurrence of collapse and rockfall accidents in underground spaces with 

the passage of time, and the details of inspection for which the inspection specifications is judged by 

former tunnel workers to be highly valid and necessary are presented. Also one decision is indicated for 

the example of reuse of the old military vehicle factory. 
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（２）卒業研究 

 『那須烏山市まちづくり研究会』における当研究室の活動は、卒業研究と連動して実施した。

当研究室に集う多くの学生達が参加する中で、2006 年度～2014 年度の 9 年間にわたり当市をフ

ィールドとして卒業研究 18 編、修士論文 1 編を上梓した（Ⅱ.２.３参照）。その内、卒業研究概

要として 1 テーマを 1 枚のパネルにまとめた 2007 年度から 2013 年度について示す（≪資料 27

①～⑭≫）。これらの成果を基に、前述した学会等への論文として昇華させるとともに、後述する

『那須烏山市まちづくり研究会』事業の『Ⅲ.１．（３）成果報告会』において発表した。 

 

≪資料 27-①≫ 2007 年度卒業研究概要パネル① 
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≪資料 27-②≫ 2007 年度卒業研究概要パネル② 
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≪資料 27-③≫ 2007 年度卒業研究概要パネル③ 
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≪資料 27-④≫ 2008 年度卒業研究概要パネル① 
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≪資料 27-⑤≫ 2008 年度卒業研究概要パネル② 
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≪資料 27-⑥≫ 2008 年度卒業研究概要パネル③ 
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≪資料 27-⑦≫ 2009 年度卒業研究概要パネル① 
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≪資料 27-⑧≫ 2009 年度卒業研究概要パネル② 
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≪資料 27-⑨≫ 2010 年度卒業研究概要パネル 
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≪資料 27-⑩≫ 2011 年度卒業研究概要パネル 
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≪資料 27-⑪≫ 2012 年度卒業研究概要パネル① 
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≪資料 27-⑫≫ 2012 年度卒業研究概要パネル② 
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≪資料 27-⑬≫ 2013 年度卒業研究概要パネル① 
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≪資料 27-⑭≫ 2013 年度卒業研究概要パネル② 
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（３）制作、等 

 当市における研究活動をとおして、近代化遺産個々の解説パネル 7 基、前述した近代化遺産石

造り解説板 6 基を制作するとともに、2012 年度の児童向け学習会の実施に際して『学習テキス

ト』を制作した（前述の『Ⅱ．２．２（３）参照』）。このテキストは、全 54 頁・カラー印刷で

制作し、市内小学生児童全員に配布した。以下に、テキストの一部を示す。 

 

≪資料 28≫ 近代化遺産･境橋を活用した学習テキスト 
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（４）解説記事、新聞掲載記事、等 

 解説および解説記事は 21 件あり、その内、近代化遺産ツアー解説 8 件、『広報那須烏山』に寄

稿した当市近代化遺産個々の解説 8 件のほか、『全国近代化遺産活用連絡協議会』への活動報告

等がある。また、新聞に掲載された記事は主なものを挙げると 15 件である（Ⅱ.２.３参照）。 

 ここでは、これらのうち、当研究室の近代化遺産活用の基本姿勢について述べた『広報那須烏

山 2012 年 12 月号』、また、大谷範雄市長・島崎利雄氏・福田弘平氏とのパネルディスカッショ

ンでコーディネーターを務めた時の新聞掲載記事を示す。 

 

≪資料 29≫ 近代化遺産活用についての解説記事（『広報那須烏山 2012 年 12 月号』） 
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≪資料 30≫ パネルディスカッションの模様が報じられた下野新聞（2012.11.24） 
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３．研究＆活動等の成果一覧 

 

（１）学会発表、等 

 ①栃木県那須烏山市の近代化遺産を活用したまちづくりに関する研究～地場産石材・芦野石を

使った解説板の制作～，加藤祐伴，第 5 回学生＆企業研究発表会，大学コンソーシアムとち

ぎ，とちぎ産業創造プラザ（栃木県宇都宮市），2008.12 

  ＊論文作成から発表まで福島が指導した。 

 ②栃木県那須烏山市の地域資源を活用したまちづくりに関する一考察，加藤祐伴・佐川友斗・

福島二朗，平成 20 年度土木学会関東支部栃木会研究発表会，栃木県総合文化センターサブ

ホール（栃木県宇都宮市），2009.2 

 ③系譜評価を主眼とした栃木県那須烏山市の近代化遺産調査，加藤祐伴・福島二朗，第 29 回

土木史研究発表会，北海道教育大学函館校（北海道函館市），2009.7 

 ④複数の大学と官民との協働による地方小都市のまちづくりへの取組み～「栃木県那須烏山市

まちづくり研究会」の活動経緯と成果および課題～，福島二朗・蟹江好弘，2009 年度日本建

築学会大会（東北），東北学院大学泉キャンパス（宮城県仙台市），2009.8 

 ⑤近世に開削された用水路「耕便門」の史的評価とその活用に関する一考察，加藤祐伴・福島

二朗，平成 21 年度土木学会全国大会，福岡大学七隈キャンパス（福岡県福岡市），2009.9 

 ⑥地方中小都市の地域振興に向けた近代化遺産活用に関する研究～栃木県那須烏山市の取組み

の成果と今後の課題および提言～，加藤祐伴，第 6 回学生＆企業研究発表会，大学コンソー

シアムとちぎ，とちぎ産業創造プラザ（栃木県宇都宮市），2009.12 

  ＊論文作成から発表まで福島が指導した。 

 ⑦Case Study of Nasu-Karasuyama City, Tochigi Prefecture (located 120 km northeast of 

Tokyo): A Pioneering Example of the Use of the Modernization Period Monuments in 

Small and Medium-sized Regional Cities，Jiro Fukushima・ Norihiko Yanase，Journal 

of International City Planning，2010.8 

 ⑧放置された地下空間の再利用に関する研究，福島二朗・篠泉・簗瀬範彦，第 16 回地下空間

シンポジウム，早稲田大学（東京都），2011.1 

 ⑨放置地下空間の再利用に際しての可否判断基準に関する研究，福島二朗・簗瀬範彦，第 18

回地下空間シンポジウム，早稲田大学（東京都），2013.1 

 ⑩『烏寶線鉄道唱歌』の解明と近代後期以降の烏山線沿線地域の変容過程，布施和也，第 11

回学生＆企業研究発表会，大学コンソーシアムとちぎ，とちぎ産業創造プラザ（栃木県宇都

宮市），2014.12 

  ＊論文作成から発表まで福島が指導した。 

 

（２）依頼講演、等 

 ①安蘇美・Renaissance～地域の魅力の醸成と情報発信に向けて～，福島二朗，平成 19 年度栃

木県中山間地域農村環境保全事業 第 1 回ワークショップ，佐野市田沼庁舎（栃木県佐野市），

2007.10 

  ＊基調講演の中で、那須烏山市での本研究室の取組みを述べた。 
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 ②これからのまちづくりにおける芦野石活用のあり方，福島二朗，地域ブランド形成支援事業

委員会（栃木県中小企業団体中央会），STONE PLAZA 那須芦野･石の美術館（栃木県那須

町），2007.10 

  ＊講演の中で、那須烏山市での芦野石活用による解説板制作についての本研究室の取組みを

述べた。 

 ③平成 19 年度土木学会選奨土木遺産認定について（境橋：栃木県那須烏山市），福島二朗，平

成 19 年度土木の日の集い，土木学会関東支部栃木会，ホテルニューイタヤ（栃木県宇都宮

市），2007.11 

 ④まちづくりにおける地場産石材利用の意義，福島二朗，地域ブランド形成支援事業委員会（栃

木県中小企業団体中央会），STONE PLAZA 那須芦野･石の美術館（栃木県那須町），2008.1 

  ＊講演の中で、那須烏山市での芦野石活用による解説板制作についての本研究室の取組みを 

述べた。 

 ⑤栃木県那須烏山市の観光振興に向けた市民・行政との協働による取組み，福島二朗，NPO 法

人足利まちづくりセンターVAN-NOOGA『まちづくりサロン』，VAN-NOOGA 事務所（栃木

県足利市），2008.7 

 ⑥まちづくりへの地域資源活用の試み～栃木県那須烏山市の取組み～，福島二朗，産学振興交

流会 in 足利工業大学，足利工業大学総合研究センター（栃木県足利市），2009.3 

 ⑦近代化遺産って何だろう?，福島二朗，那須烏山市まちづくり研究会，山あげ会館（栃木県那

須烏山市），2009.10 

 ⑧The あしかが学～新たな発見を求めて V～，福島二朗，平成 22 年度足利工業大学･上智大学

連携講座（足利市生涯学習課），足利市生涯学習センター（栃木県足利市），2010.7 

  ＊講演の中で、近代化遺産を活用した那須烏山市での本研究室の取組みを述べた。 

 ⑨近代化遺産と歴史まちづくり，福島二朗，那須烏山市まちづくり研究会，東京動力機械製造

㈱地下工場跡（栃木県那須烏山市），2010.10 

 ⑩土木遺産と歴史文化まちづくり，福島二朗，とちぎ観光資源活用研究会，宇都宮大学（栃木

県宇都宮市），2010.11 

 ⑪那須烏山市の近代化遺産活用を考える，福島二朗，那須烏山市まちづくり研究会，東京動力

機械製造㈱地下工場跡（栃木県那須烏山市），2011.10 

 ⑫土木遺産の今日的意義とまちづくりへの活用，福島二朗，「ちば･ワクワク県土づくり担当者

会議」特別講演，千葉県県土整備部，ホテルプラザ菜の花（千葉県千葉市），2012.11 

 ⑬平成 24年度土木学会選奨土木遺産の認定について，福島二朗，平成 24年度土木の日の集い，

土木学会関東支部栃木会，ホテルニューイタヤ（栃木県宇都宮市），2012.11 

  ＊那須烏山市の戦争遺産 2 件を含む 6 件の認定について解説した。 

 ⑭近代化遺産･境橋を活用した環境教育プログラム～近代化遺産と私たちの暮らし～，福島二

朗・掛川朊子，なすから教育支援ネットワーク，ひのきや（栃木県那須烏山市），2012.11 

 ⑮近代化遺産を活用したまちづくりを考える，福島二朗，那須烏山市まちづくり研究会，東京

動力機械製造㈱地下工場跡（栃木県那須烏山市），2012.11 

 ⑯パネルディスカッション「近代化遺産活用トークショー」（コーディネーター），福島二朗，

那須烏山市まちづくり研究会，東京動力機械製造㈱地下工場跡（栃木県那須烏山市），2012.11 
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 ⑰近代化遺産を観光資源として活用した地域交流の現状と今後の方向性，福島二朗，とちぎ観光資源 

活用研究会（第52回定例会），宇都宮大学UUプラザ（栃木県宇都宮市），2014.8 

＊講演の中で、近代化遺産を活用した那須烏山市での本研究室の取組みを述べた。 

 ⑱研究発表受賞報告～『烏寶線鉄道唱歌』の解明･公表とまちづくり展望～，福島二朗，那須烏山市ま 

ちづくり研究会，烏山庁舎第2会議室（栃木県那須烏山市），2014.12 

 

（３）制作、等 

 ①那須烏山市の近代化遺産解説パネル①境橋，福島研究室，2006.10 

 ②那須烏山市の近代化遺産解説パネル東京動力機械製造株式会社地下工場跡②，福島研究室， 

2006.10 

 ③那須烏山市の近代化遺産解説パネル③旧国鉄烏山駅舎と森田トンネル～近代化を支えた鉄道 

施設～，福島研究室，2006.10 

 ④那須烏山市の近代化遺産解説パネル④旧烏山病院，福島研究室，2006.10 

 ⑤那須烏山市の近代化遺産解説パネル⑤烏山防空監視哨，福島研究室，2006.10 

 ⑥那須烏山市の近代化遺産解説パネル⑥烏山通運㈱石造り倉庫群，福島研究室，2006.10 

 ⑦那須烏山市の近代化遺産解説パネル⑦旧烏山学館･旧烏山実践女学校講堂，福島研究室， 

2006.10 

 ⑧那須烏山市近代化遺産解説板（石材解説板のデザイン制作）①境橋，福島二朗・加藤祐伴・ 

橋本和貴，2008.3 

 ⑨那須烏山市近代化遺産解説板（石材解説板のデザイン制作）②東京動力機械製造株式会社地 

下工場跡，福島二朗・加藤祐伴・橋本和貴，2008.3 

 ⑩那須烏山市近代化遺産解説板（石材解説板のデザイン制作）③旧国鉄烏山駅舎，福島二朗・ 

加藤祐伴・橋本和貴，2008.3 

 ⑪那須烏山市近代化遺産解説板（石材解説板のデザイン制作）④旧烏山病院（烏山和紙会館）， 

福島二朗・加藤祐伴・橋本和貴，2008.3 

 ⑫那須烏山市近代化遺産解説板（石材解説板のデザイン制作）⑤烏山防空監視哨，福島二朗・ 

加藤祐伴・橋本和貴，2009.3 

 ⑬那須烏山市近代化遺産解説板（石材解説板のデザイン制作）烏山通運㈱石造り倉庫群，福島 

二朗・加藤祐伴・橋本和貴，2009.3 

 ⑭いろいろな形をした橋～那須烏山市の橋を調べてみよう～，福島二朗・掛川朊子，2012.7 

  ＊小学生向け教材本として制作し、市内全児童に配布した（A4 版、全カラー刷り 57 頁）。 

 

（４）解説および解説記事≫ 

 ①なすからすやま近代化遺産探訪①旧国鉄烏山駅舎，福島二朗，広報那須烏山，2008.6 

 ②なすからすやま近代化遺産探訪②境橋，福島二朗，広報那須烏山，2008.7 

 ③なすからすやま近代化遺産探訪③旧烏山病院，福島二朗，広報那須烏山，2008.8 

 ④なすからすやま近代化遺産探訪④東京動力機械製造㈱地下工場跡，福島二朗，広報那須烏山， 

2008.9 

 ⑤なすからすやま近代化遺産探訪⑤烏山通運㈱石造り倉庫群，福島二朗，広報那須烏山， 
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2008.10 

 ⑥なすからすやま近代化遺産探訪⑥烏山防空監視哨，福島二朗，広報那須烏山，2008.11 

 ⑦なすからすやま近代化遺産探訪⑦旧町立烏山実践女学校講堂，福島二朗，広報那須烏山， 

2008.12 

 ⑧なすからすやま近代化遺産探訪⑧森田トンネル，福島二朗，広報那須烏山，2009.1 

 ⑨地場産石材『芦野石』を用いた近代化遺産解説板の制作～栃木県那須烏山市の近代化遺産を 

活用したまちづくりへの取り組み～，福島二朗，土木史フォーラム第 37 号，土木学会， 

2009.6 

 ⑩研究室の活動紹介（全国の近代化遺産×活動 近代化の夢をたどって），福島二朗，全国近代 

  化遺産活用連絡協議会，2010.3 

 ⑪まちなか観光ツアー『歩いてみよう近代化遺産』，福島二朗・福島研究室，『近代化遺産全国 

  一斉公開 2010in なすからすやま』企画事業，那須烏山市まちづくり研究会・那須烏山市商 

  工観光課，2010.10 

＊一般公募により、市内の近代化遺産について現地を巡りながら解説した（参加者 23 名）。 

 ⑫まちなか観光ツアー『歩いてみよう近代化遺産』，福島二朗・福島研究室，『近代化遺産全国 

一斉公開 2011in なすからすやま』企画事業，那須烏山市まちづくり研究会・那須烏山市商 

工観光課，2011.10 

＊一般公募により、市内の近代化遺産について現地を巡りながら解説した（参加者 25 名）。 

 ⑬近代化遺産ツアー，福島二朗・福島研究室，NPO 法人野うさぎくらぶ，2012.3 

＊市内の近代化遺産について、現地を巡りながら解説した。 

 ⑭橋を題材とした学習会，掛川朊子・福島二朗，NPO 法人野うさぎくらぶ・那須烏山市放課 

後児童クラブ，2012.8（2 日間開催） 

＊市内児童を対象に、近代化遺産･境橋を中心に授業を行った（参加延べ人数 366 名）。 

 ⑮近代化遺産ツアー，福島二朗・福島研究室，NPO 法人野うさぎくらぶ・那須烏山市放課後 

児童クラブ，2012.8（5 日間開催。内 3 回は那須烏山市職員が担当） 

＊市内の近代化遺産について、現地を巡りながら解説した（参加延べ人数 226 名）。 

 ⑯近代化遺産･境橋を活用した環境教育プログラム『橋!! 歩いちゃおう～』，福島二朗・福島研 

究室，なすから教育支援ネットワーク，2012.11 

＊一般公募により、近代化遺産･境橋を歩きながら清掃等を行った（参加者 59 名）。 

 ⑰まちなか観光ツアー『歩いてみよう近代化遺産』，福島二朗・福島研究室，『近代化遺産全国 

一斉公開 2012in なすからすやま』企画事業，那須烏山市まちづくり研究会・那須烏山市商 

工観光課，2012.11 

＊一般公募により、市内の近代化遺産について現地を巡りながら解説した（参加者 20 名）。 

 ⑱活用プログラムの研鑽、これからも，福島二朗，広報那須烏山，2012.12 

 ⑲近代化遺産バスツアー：近代化の記念碑･土木学会選奨土木遺産を巡る旅，福島二朗・福島研 

究室，『近代化遺産全国一斉公開 2013in なすからすやま』企画事業，那須烏山市まちづく 

り研究会，2013.11 

＊一般公募により、市内および宇都宮市の近代化遺産について現地を巡りながら解説した（参 

加者 46 名）。 



Ⅱ-2 主な活動成果の報告 （1）足利工業大学 福島 二朗  81 

 ⑳近代化の記念碑･選奨土木遺産を訪ねるツアーの企画とその成果，福島二朗，キャンパス 

net 第 32 号，大学コンソーシアムとちぎ，2014.7 

 ㉑近代化遺産バスツアー：錦秋にきらめく那須野が原から那須烏山へ～近代土木技術の精華と 

特異な時代の足跡を訪ねる～，福島二朗・福島研究室，『近代化遺産全国一斉公開 2014in 

なすからすやま』企画事業，那須烏山市まちづくり研究会，2014.11 

＊一般公募により、市内および那須塩原市の近代化遺産について現地を巡りながら解説した 

（参加者 36 名）。 

 

（５）修士論文 

 地方中小都市における地域資源を活用した地域振興に関する基礎的研究～栃木県那須烏山市の 

近代化遺産の活用を事例として～，加藤祐伴，2010.2 

 ＊論文作成から発表まで福島が指導した。 

 

（６）卒業研究 

＊2006（平成 18）年度 

①那須烏山市の地域資源の抽出と活用についての一考察 須藤顕太郎・高橋政博・萩原康成 

②栃木県那須烏山市に存する近代化遺産の現状調査と評価 土屋憂季・星野雄彦 

③景観整備の計画立案における CG の活用について 佐野桂太 清水文一 

＊2007（平成 19）年度 

  ①那須烏山市における歴史的建造物を活用した地域づくりについての一考察 

 加藤祐伴・橋本和貴 

  ②地域資源を活用した中山間地域の地域振興に関する基礎研究 青木真一・小平貴司 

  ③耕便門の史的評価とまちづくりへの活用に関する一考察 荒井恭士・福田裕一 

＊2008（平成 20）年度 

  ①系譜評価に主眼をおいた那須烏山市の近代化遺産の再評価 関根慶・高橋雅之 

  ②那須烏山市を事例とした近代化遺産の教材化に関する一考察 佐川友斗 

  ③那須烏山市の観光案内板のリニューアル化についての検討 草間泰彦・増田朊也 

＊2009（平成 21）年度 

  ①地域資源を活用した那須烏山市中山間地域の活性化方策の検討 田島義也・若林薫 

  ②那須烏山市の近代化遺産を活用した学習プログラム案の作成 和田明大・緑川裕貴 

＊2010（平成 22）年度 

  ①「土木学会選奨土木遺産」制度の現状と課題についての一考察 宇賀神輝高・高田詳 

 ②近代化遺産の保護の現状と活用の方向性に関する一考察 吉田博貴・松井理恵 

＊2011（平成 23）年度 

 ①放置地下空間の再利用に向けた安全性に関する一考察 塚越健一・橋本渉 

＊2012（平成 24）年度 

  ①近代化遺産の保護に向けた仕組みづくりに関する一考察 野中信吾・伏木明宏 

 ②近代化遺産を活用した地域学習活動プランに関する一考察 掛川朊子 

＊2013（平成 25）年度 
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 ①地下空間に存する戦争遺産の活用に向けた検討 

～栃木県那須烏山市の旧戦車工場を事例として～ 尾澤祐樹・時崎陽介 

  ②土木遺産の啓発に向けた技術者情報の活用について 

～成瀬勝武と「境橋」を事例として～ 中澤球道・渡邊涼 

 

（７）新聞に掲載された主な記事 

 ①まちづくり 共同で研究 専門生かし魅力発見，下野新聞，2006.6.21 

 ②市内の近代化遺産公開 新たな観光資源に期待，下野新聞，2007.10.18 

 ③足工大など 6 校が提言 まちづくり研究で報告会，下野新聞，2008.3.3 

 ④石板で近代化遺産 PR 那須烏山･まちづくり研の足工大生，下野新聞，2008.3.25 

 ⑤足工大生と児童が協力 烏山和紙でこいのぼり，下野新聞，2008.4.15 

 ⑥「境橋」の設計者など判明 那須烏山･選奨土木遺産 足利工業大が調査，下野新聞，2009.4.9 

 ⑦烏山和紙でこいのぼり 放課後児童ク 77 人挑戦，下野新聞，2012.4.24 

 ⑧土木遺産に県内 6 施設 戦時中の工場や防空施設，下野新聞，2012.10.31 

 ⑨戦時の地下工場 土木遺産に，読売新聞，2012.11.7 

 ⑩那須烏山の『教育支援ネット』 人、まちづくりに地域資源を活用，2012.11.16 

 ⑪近代化遺産活用考えよう きょうトークと演奏会，下野新聞，2012.11.23 

⑫どうくつ酒蔵でトークや演奏会 近代化遺産テーマ，下野新聞，2012.11.24 

 ⑬近代化遺産の魅力知って，朝日新聞，2014.10.24 

 ⑭烏山線唱歌を研究、特別賞 学生＆企業発表会で足工大と烏山高生，下野新聞，2014.12.27 

 ⑮「烏山線唱歌」に光 烏山高と足工大研究チーム，読売新聞，2014.12.27 

 

（８）那須烏山市まちづくり研究会成果報告会での発表 

 ＊各年度において卒業研究として取組んできた研究成果を、テーマ毎に B1 パネル 1 枚に整理 

して展示および発表を行った。 

 ＊各年度の研究テーマを踏まえ、まちづくりにおける地域資源の活用について解説した。 

 

（９）その他、まちづくり研究会における活動、等 

＊「近代化遺産全国一斉公開」の事業提案＆企画・運営，2006 年度から現在まで毎年開催 

 ＊「棚田を泳ぐ鯉のぼりまつり」の事業提案＆企画・運営，2007 年度から現在まで、2011 年 

度を除き毎年開催（2007 年度からは「まちなか鯉のぼりまつり」として拡充開催） 

＊「山あげ祭」への学生の参加，卒業研究生 7 名参加，2006.7 

＊「残したい風景～からすやまフォトコンテスト～」：提案＆審査員，3 回開催（2006・2007・ 

2008 年度） 

＊「残したい風景～からすやまフォトコンテスト～」レセプション『からすやまの魅力を考え

る』：活動成果の中間発表＆トークディスカッション，長峰ビジターセンター（栃木県那須烏

山市），2006.10 
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（２）国際医療福祉大学 

 

国際医療福祉大学 中田健吾ゼミナールの活動成果の報告 

 

中田 健吾 

 

１．はじめに 

 

国際医療福祉大学医療福祉学部の中田健吾ゼミナールは、平成 20 年度より本研究会に参加し

ている。 

本ゼミナールに所属する 3 年生、4 年生が、大学で学んだ専門的な学術的知識を本研究会で実

践することに加えて、研究会活動を通じて地域資源に対する関心や敬意をもち、将来、地域社会

におけるリーダーとしての役割や責任を養う基礎を学術以外の成長も副次的に期待している。さ

らに、研究会で多様な主体と関係することで、社会性やコミュニケーション能力といった社会人

として不可欠の素養を身に着けることも望まれている。 

本研究会ならびに本ゼミナールの活動は、那須烏山市の地域活性化に本質的に寄与することが

「地域活性化モデル」によって理論的に評価できる。実体的な評価としても、活動を通じて多く

の市民や関係者からゼミナール学生の取り組む姿勢、対人能力の高さについて称賛の声をいただ

いた。特に、学生として地域活動に主体的、積極的にかかわっていることについて、栃木県知事、

那須烏山市長、本学学長、所属学科長から数々の表彰や感謝状の贈呈をうけた。こうした外部か

らの評価の高さから、本研究会参加を通じて学術以外に学生に期待された知見について十分に習

得できたと評価できる。 

本節では、これまでの本ゼミナールの各年度の活動成果やメンバーを時系列に提示しながら、

本ゼミナール学生の本研究会での具体的な成果を示す。 

まず、次項では本ゼミナールの活動成果の概要を提示し、以下の項では、これまでの活動のう

ち卒業研究論文として報告された成果を具体的に収載する。ただし、紙幅の制限があるため全文

掲載できるのは卒業研究論文の概要書とし、最新の卒業研究論文 1篇のみ本文のみの掲載をする

ものとする。 
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２．本ゼミナールの活動成果の概要 

 

本ゼミナールの年度ごとの研究会メンバー、成果報告会テーマ、卒業研究論文（タイトル、執

筆者）について一覧化した結果は以下の表の通り。 

 

 

なお、前述の通り、本研究会での本ゼミナールの活動に対して、栃木県知事（平成 26 年度）、

那須烏山市長（平成 24年度）、本学学長（平成 24年度、平成 26年度）からそれぞれ表彰や感謝

状の贈呈を受けている。 

 

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

（2008年度） （2009年度） （2010年度） （2011年度）

研究会メンバー
（ゼミナール学生）

大島拓、木津川和哉、
佐藤有里、下重　司、
鈴木千恵、鈴木教宙、

田口真美、中村伊知朗、
細岡　学、増子愛美、

松枝俊伸

小沢真奈美、小林康陸、
佐々木かおり、佐々木史秀、

関屋佑実、沼倉歩美、
野崎慎介、長慶明

加藤彩乃、石澤沙織、
内山佳与、太田弘志、
鈴木成佳、関根康幸、
髙橋怜奈、髙原明宏、
飛田美香絵、沼田暢浩

青柳成美、忍田喜芳、
工藤尚美、小室由香里、
関谷将真、高橋智美、
高橋直樹、増渕　瞳、

谷田部秀夫、養田友香

成果報告会テーマ

シティーマーケティング・プラン
「那須烏山に行こう！」

～那須烏山市の観光誘致・活
性化に向けた基礎調査

および具体的プランの立案～

『協働』による那須烏山市の
活性化を検討する

～市民・市民団体・市職員へ
のアンケート結果～

那須烏山市特産を生かした若
者向け 商品の検討～地域活

性化について～

和紙を用いた那須烏山市まち
づくり研究計画に関する報告

『行政と地域住民の協働によ
る地域活性化の検討』、

小沢真奈美

『那須烏山市特産を生かした
若者向け 商品の検討～地域

活性化について～』、
内山佳与

『地域活性化に結びつく
那須烏山市における花火大

会についての一考察』、
関屋佑実

平成25年度 平成26年度

（2013年度） （2014年度）

研究会メンバー
（ゼミナール学生）

阿久津悠、江連樹利野、
大澤卓哉、髙田智彰、
高柳英明、高松智香、
瀧澤千明、平野良子、

松本莉佳

三須みゆき、早山夏未、
大森美樹、明石真実、
菅野絢加、高根沢萌

成果報告会テーマ
郷土への誇りと愛着を深め誰
もが訪れたくなるまちづくり

（未定）

『烏山和紙を用いた若者向け
商品開発の一考察

～那須烏山市の地域活性化
に向けて～』、

小張千尋

『那須烏山市における医療福
祉へのアクセス確保に関する

一考察』、
石井瑞輝

『那須烏山市の小学生を対象
とした心のバリアフリー教育プ

ログラムの開発』、
高松智香

『地域の伝統文化の継承と活
性化の関係

～那須烏山市、鯉のぼりまつ
りの事例をもとに～』、

菅野絢加

『那須烏山市の特産品である
和紙を使った医療福祉に関す

る商品開発
～那須烏山市の地域活性化

に向けて～』、
星美咲

『那須烏山市活性化プロジェク
ト(カラコン)の実証結果と考

察』、
佐瀬　慧太

卒業研究論文

表：那須烏山市まちづくり研究会における中田健吾ゼミナールの活動成果一覧

卒業研究論文

平成24年度

（2012年度）

小張千尋、佐瀬慧太、
石井瑞輝、岩﨑衣里、
上野智美、田中緒人、

星美咲、徐偉舜

『マーケティングを応用したまちづくり活動3題』
～デマンド交通、烏山和紙、街コンとしての「カラコン」～
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３．本ゼミナールの主な活動成果 

 

本ゼミナールが平成 20 年度から本研究会で行ってきたこれまでの活動のうち卒業研究論文と

して報告された成果を「主な活動成果」として収載する。以下、まず、年度ごとに卒業研究論文

の概要書を掲載する。次節では、順次、卒業研究論文の本文を掲載する。ただし、紙面の制限が

あるため、最新の卒業研究論文 1編のみを資料として掲載する。 

 

 

(1) 平成 21年度 

①『地域活性化に結びつく那須烏山市における花火大会についての一考察』 

0621066 関屋佑実（中田健吾ゼミナール） 

 

Key Word：過疎化、地域活性化、花火大会、那須烏山市、栃木県 

 

Ⅰ．はじめに：近年、地方の人口減尐が進む中で、地域活性化に取り組んでいる地域として、

那須烏山市が挙げられる。学生を対象に、那須烏山市の観光客誘致のためのアンケート調査

を行ったところ、学生は地域のイベントとして「花火大会」に関心が高いことが分かった。

そこで、花火大会は地域活性化へと結びつく可能性があるのではないかと考え、本研究のテ

ーマとして取り上げた。 

 

Ⅱ．目的：栃木県内や関東近辺において人が集まり、話題となる花火大会を調べ、学生にア

ンケート調査を行うことにより、地域活性化へと結びつく花火大会の特性とはどんなものか

を明らかにすることを目的とする。そして、那須烏山市を地域活性化へと導けるような花火

大会を実行できるよう、具体的な提案を考察することを目的としている。 

 

Ⅲ．方法：インターネットや文献を用いて、人が多く集まり、話題になる栃木県内の花火大

会をピックアップし、良い点や工夫している点などを明らかにする。また、那須烏山市にお

いて、県内だけでなく県外からも見物客を獲得するために、国際医療福祉大学の学生にアン

ケート調査を行い、訪れたいと思う花火大会とその理由を明らかにする。 

 

Ⅳ．結果：人が多く集まる花火大会では、ただ花火大会だけを行うのではなく、その地域に

しかないイベントを行ったり、花火の打ち上げ数が豊富であることなどが話題の要因となっ

ていると考えられる。また、アンケートの結果により、学生は特に家から近く、規模の大き

い花火大会に足を運んでいることが分かった。 

 

Ⅴ．考察：地域活性化へと結びつく花火大会とは、その地域を生かした、誰にでも楽しんで

もらえるイベントにすることがポイントであると考える。 
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②『行政と地域住民の協働による地域活性化の検討』 

0621019  小沢真奈美（中田健吾ゼミナール） 

 

Key Word：地域活性化、協働 

 

Ⅰ．はじめに：多くの農村で、社会的変化による集落機能の衰退が見られる中であっても独

自の取り組みにより地域経済の発展、人口増加、税収の増加などといった点で地域活性化に

成功している事例がある。そうした事例が有する地域の特性はさまざまであるが、有能なリ

ーダーの存在と地域住民が共同で考え自ら行動しているという共通点がある。地域活性化に

おいて、住民のまちに対する愛着、人々のつながりが地域活性化の成功要因であるという考

えのもと行政と住民とが力を合わせ共にまちを作り上げていく協働という考え方を用いるこ

とでより実効性が高く有効的な地域活性化の取り組みが可能になるのではないかと考える。 

 

Ⅱ．目的：協働が活性化をもたらす行政手法であるという理由、根拠について調べ、成功の

背景について把握し、協働における成功の雛形を作成する。そして、那須烏山市での協働の

現状・課題を把握したのち成功の雛形と市の取り組みを検証し、那須烏山市での協働の必要

条件について明らかにする。 

 

Ⅲ．方法：協働が地域活性化につながるという根拠について理論的に考察し、先行研究から

協働の要件を抽出し協働の成功の雛形を作成する。市民（177 名）・市民団体（9 団体）・市

職員（190名）に対するアンケート調査等で那須烏山市での協働の現状について調査を行う。 

 

Ⅳ．結果・考察：今回の市民に対するアンケート調査によって、市民の町内会や市民活動と

いった地域活動に対する関心や積極性がある傾向にあり、また、行政と一緒にまちを盛り立

てたいという意思が明らかとなった。協働することにより、協働の要素が地域に発生するな

らば、同時に多くの共通点をもつ地域活性化の成功要因も存在することになり地域活性化に

つながることが考えられる。このことから協働のしくみは間接的ではあるが地域活性化の要

因をつくり出す手法であるといえる。 

 

 

 

(2) 平成 22年度 

①『那須烏山市特産を生かした若者向け商品の検討～地域活性化について～』 

0721016 内山佳与（中田健吾ゼミナール） 

 

Ⅰ．はじめに：近年、地方の人口減尐が進む中で、地域の特性を生かした活性化に取り組ん

でいる自治体が増えている。国際医療福祉大学中田ゼミナールでは「那須烏山市まちづくり

研究会」の一員として、那須烏山市の地域活性化案の検討に向けて域内の観光・イベント・
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食を調査したところ、若者向け商品に関しての成功事例がないことが分かった。ターゲット

を若者とした地域活性化では、地元住民の学校卒業後の地元定着率の向上、外部地域からの

世帯の移住率の向上、人口・交流人口の増加といった効果が期待できる。また、食によるま

ちおこしには先行事例も多く、全国的な注目を集めることに成功した地域も多く存在するこ

とが分かっている。  

 

Ⅱ．目的：本研究では、那須烏山地域の特性を生かしつつ、若者が求めるような新食品を開

発することを目的とする。本学学生を対象としたアンケート調査や地元の住民のヒアリング

調査を行うことで、より具体的で那須烏山市の地域活性化に効果的な食品の開発の提案を行

う。 

 

Ⅲ．方法：インターネットや文献を用いて、食によるまちおこしの成功事例を分析する。ま

た、那須烏山市職員へのヒアリング調査、国際医療福祉大学の学生にアンケート調査により、

売り手である那須烏山市民・買い手である若者の両方の求める食品像を明らかにする。  

 

Ⅳ．結果：売り手である那須烏山市民、買い手である若者は、ともに B級グルメに大きな興

味関心を持っていることが分かった。また、B 級グルメの食材候補として、いちご、鮎、栃

木和牛、そばといった那須烏山市の特産品が挙げられた。「那須烏山市の特性を生かした B

級グルメ」を若者向け新商品としてメニュー開発を行うこととした。次に、具体的に、「Ⅰ．

味噌煮込み鮎豆腐ハンバーグライスバーガー」、「Ⅱ．味噌ソース栃木和牛ライスバーガー」

を提案食品とし、学生へ第 2回アンケートで、購入意向・商品価格・宣伝手段・販売チャネ

ルのマーケティング戦略について検証した。その結果から、価格はⅠのメニュー450 円、Ⅱ

のメニュー500 円に設定した。また、宣伝手段については様々な方法を使い、販売場所は那

須烏山市近隣で若者の集まる可能性の高い道の駅・那須ガーデンアウトレット等で販売する

こととした。 

 

 

 

(3) 平成 24年度 

①『烏山和紙を用いた若者向け商品開発の一考察～那須烏山市の地域活性化に向けて～』 

0923089 小張千尋（中田健吾ゼミナール） 

 

Key Word：那須烏山市、烏山和紙、マーケティング、地域活性化 

 

Ⅰ．はじめに：那須烏山市の伝統工芸品である和紙を若者に受け入れられるように商品化す

ることは地域の活性化にとって有効な方策と考えられる。地域活性化における先行研究から、

若者の定住や流入が活性化に大きな効果をもたらすことがわかっている。那須烏山市の伝統

工芸品が見直されることで住民の地域に対する愛着や誇りを醸成することが期待できる。ま

た、特に若者に烏山和紙製品に魅力を感じてもらうことで、那須烏山市への定住意向の高ま
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りが期待できる。加えて、市外の若者に烏山和紙に関心を持ってもらうことで、和紙以外の

魅力的な特産品や観光地への関心の喚起が期待できる。 

 

Ⅱ．目的：本研究では、マーケティングの手法を用いて、那須烏山市の地域活性化について

考察する。具体的には、若者をターゲットとして伝統工芸品である烏山和紙を使用した商品

開発を行う。 

 

Ⅲ．方法：事前にアイディアを出し、その商品開発が可能であるのかを相談し、案を固める

ために、那須烏山市の福田製紙所の福田長広氏にインタビュー調査を行う。また、具体化し

た商品案について、若者である医療福祉・マネジメント学科の 1年生から 3年生にマーケテ

ィングの視点を用いたアンケートを実施する。 

 

Ⅳ．結果：インタビュー結果から、和紙に香り付けをすることは、技術的に可能であるとわ

かった。アンケート結果から、若者はランプシェードや芳香剤を購入する時に、何を重点に

置いているのかという質問をしたところ、Price（価格）よりも、Product（製品）に目を向

けていることがわかった。 

 

Ⅴ．考察：烏山和紙のランプシェードと香りを融合した商品は、好みの香りを選ぶ環境を提

供してあげること、香りの持続性を保てるようにすることで、価値を創造することができる

と考えた。那須烏山市の伝統工芸品を用いた若者向けの商品開発は可能であると考える。そ

して、烏山和紙に興味を持ってもらうことで、那須烏山市の関心の喚起が期待でき、地域活

性化に繋がると考えられる。 

 

 

②『那須烏山市の特産品である和紙を使った医療福祉に関する商品開発』 

0923143 星美咲（中田健吾ゼミナール） 

 

Ⅰ．はじめに：那須烏山市でも数ある地域資源の魅力を多くの人に知ってもらうことで地域

全体への注目や人気を高めることができるのではないかと考えられる。烏山和紙は伝統と機

能性を兼ね備えた那須烏山市の特産品である。現在、自然やオーガニックなどの健康志向が

社会的なトレンドとなっている。オーガニック製品を志向する傾向は年々強くなっており、

和紙の持つ自然の風合いや機能が受け入れられる可能性が高まっているといえる。加えて、

今後は、高齢化が進むにつれて、医療福祉関連製品の需要の高まりが予想でき、医療福祉分

野においても、自然やオーガニックを訴求する製品が必要とされる可能性も期待できる。 

 

Ⅱ．研究目的：本研究では、マーケティングの手法を用いて那須烏山市の特産品である和紙

を使った医療福祉に関する商品開発を行う。 
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Ⅲ．研究方法：事前にアイディアを出し、その商品開発が可能であるのかを相談し、案を固

めるために、那須烏山市の福田製紙所の福田長広氏にインタビュー調査を行う。また、具体

化した商品案について、若者である医療福祉・マネジメント学科の 1年生から 3年生にマー

ケティングの視点を用いたアンケートを実施する。 

 

Ⅳ．研究結果：インタビュー調査から烏山和紙には歴史があり、烏山和紙の起源は、奈良時

代にまで遡ることができる。また、烏山和紙の代表は「程（ほど）村紙（むらし）」であり、

那須烏山市で産する楮を原料として漉いたもので、現在は、県内外の卒業証書に使われてい

るとのことであった。考案した商品が商品化されていないため実際に作らないとわからない。

また、医療福祉現場である栃木県那須赤十字病院の壁紙に烏山和紙を使用しているが医療品

は製作していない。さらに、和紙で衣服を作るとなると時間と手間が掛り、価格が高くなる。

しかし、実際に製作したことがないので商品化する価値はあるとのことで、商品開発に繋げ

られると考えた。アンケート調査から学生は那須烏山市について、和紙についての認知が低

いという結果が得られた。マーケティングの視点から考えて、4Pのうち 2つの P（Product、

Promotion）が深く関わってくることがわかった。学生は健康志向が社会的なトレンドとな

っている自然や、オーガニックを好む傾向にあると考え、流行に敏感である。そのため、若

者向けの商品を作る際は、流行を取り入れた商品を考案する必要がある。学生に欲しいと思

ってもらうため開発された製品について、名前を知ってもらい、買いたいと思ってもらうた

め販売、広告を行う必要がある。マーケティングによって和紙製品だけでなく、那須烏山市

の知名度の向上に繋がり、若者の興味、関心が増えると考えられる。 

 

 

③『那須烏山市における医療福祉へのアクセス確保に関する一考察』 

0923036 石井瑞輝（中田健吾ゼミナール） 

 

Key Word：デマンド交通、買い物弱者、那須烏山市、高齢者 

 

Ⅰ．はじめに：近年、過疎地域における買い物や医療機関・福祉施設へのアクセスは、自家

用車なしでは成り立たない状況になってきている。那須烏山市においては、高齢者の人口割

合の増加に伴い、自家用車での移動が困難となる高齢者が増加している。そのため、自家用

車の利用に制限のある人々、特に高齢者の足を継続的に確保していく必要があると考える。 

 

Ⅱ．目的：通院や買い物に不自由をきたしている住民のため、平成 24年 10月 1日から実証

実験運行が開始されている「デマンド交通」についてアクセス確保の観点から調査する。そ

の結果を踏まえ、那須烏山市における交通弱者の医療福祉へのアクセスを継続的に確保して

いくため、「デマンド交通」のあり方を考察する。 

 

Ⅲ．方法：文献を収集・分析する。次にデマンド交通の利用者を対象にヒアリング調査を行

い、課題や問題点の抽出し、その対応策の方向性を検討する。 
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Ⅳ．結果：各主体がデマンド交通の必要性を挙げていた。一方で、運営主体である市は那須

烏山地区の運行は国の補助金を受けることができないこと、運行主体である大金タクシーは

利用者の希望通りの目的地に送迎したい、利用者は那須烏山地区も運行してほしいといった

課題を指摘した。 

 

Ⅴ．考察：本研究の結果より、デマンド交通は高齢者からの需要が高いことがわかった。そ

こで、デマンド交通のよりよい運行によって、自家用車の利用に制限のある人々の足を継続

的な確保につながると考える。ヒアリング調査より、継続的な医療福祉へのアクセス確保に

つなげていくには、運行便の増加、受付終了時間の延長が有効であると考える。また、地域

住民同士のつながり、助け合い、社会福祉支援、安心安全な移動手段の形成などに配慮し、

デマンド交通が存続していくようにさらなる支援施策を実施する必要があると考える。 

 

 

④「那須烏山市活性化プロジェクト(カラコン)の実証結果と考察」 

0923097 佐瀬慧太（中田健吾ゼミナール） 

 

Key Word：那須烏山市まちづくり研究会、地域課題解決モデル、セクター 

 

Ⅰ. はじめに：全国的に問題視されている商店街の閉塞感や商業を取り巻く厳しさは、那須

烏山市においても例外ではない。またメジャーな地域資源の尐ない那須烏山市は、特に若年

層への知名度が高くないと推測できる。那須烏山市まちづくり研究会の一員として、これら

の諸問題に対抗策を打つべく、地域課題解決モデルを用いてカラコンを実施することとなっ

た。 

 

Ⅱ. 目的：本論文では地域活性化事業の成功要因 3つ（①プロジェクトに取り組むにあたり、

各セクター間が対等な立場で進行しなければならない。②セクター間で垣根を超えた協力関

係が築ける。③セクターそれぞれの課題解決を図る。）を設定し、それを連携による地域課題

解決モデルとして設定した。今回行ったカラコンが 3つの成功要因を満たし、連携による地

域課題解決モデルを担っているのかを検証する。 

 

Ⅲ. 方法：地方都市が抱える問題について調査し、地域課題解決のための要因を踏まえてカ

ラコン原案を作成。各セクターとの会議を重ね、詳細を決定した。その後、カラコンを実施

し結果と評価を各セクターにヒアリングし、成功要因との照らし合わせを行う。 

 

Ⅳ. 結果：2012日 9月 8日、那須烏山市洞窟酒蔵（島崎酒造）及び、那須烏山市内飲食店に

てカラコンを実施。当日の参加人数は 100名（那須烏山市公式発表による）で、当日は当初

の予定通り企画の全てを実行した。各セクターともカラコンが成功だったという評価を出し

ている。 
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Ⅴ. 考察：本研究目的にて定義した 3 つの成功要因（プロセス）を満たしているのかをこれ

までの研究を元に 1 つ 1 つ考察した結果、カラコンは、プロジェクトに取り組むにあたり、

各セクター間が対等な立場で進行し、セクター間で垣根を超えた協力関係が築けていて、セ

クターそれぞれの課題解決を図ることができていた。 

 

Ⅵ. 結論：カラコンは 3 つの成功要因を満たし、連携による地域課題解決モデルとして成り

立つ事が判明できた。しかし、今回のカラコンを実施して新たに出てきた課題にも触れるこ

とができた。その課題を解決することで、今以上の連携による地域課題解決モデルが導き出

せると思う。 

 

 

 

(4) 平成 25年度 

①『那須烏山市の小学生を対象とした心のバリアフリー教育プログラムの開発』 

1023114 髙松智香（中田健吾ゼミナール） 

 

Key Word：那須烏山市、小学生、心のバリアフリー、物のバリアフリー 

 

Ⅰ．はじめに：那須烏山市の課題として、中でも教育・福祉・医療は、市民の生活の要とし

て最優先で取り組むべき課題としている。小学生が物心両面のバリアフリーを知ることで、

物のバリアフリーを整えるだけではなく、高齢者や障害者への心のバリアフリーが重要であ

ると知ることが必要である。物心両面のバリアフリー教育に取り組み、行政と市民が協力し、

地域住民同士が支え合うことで、思いやりのあるまちづくりが期待できる。小学生がまちづ

くりに参加することで、那須烏山市への関心の喚起が期待できる。また、街を好きになるこ

とで地域への愛着が深まり、那須烏山市民の定住化にも繋がるのではないかと考える。 

 

Ⅱ．目的：本研究では、心のバリアフリーの向上により、那須烏山市民に誇り・愛着を持っ

てもらう取り組みを行う。具体的には、その足掛かりとして、那須烏山市内の小学生に物心

両面のバリアフリーを知ってもらうための教育プログラム開発を目指すこととする。 

 

Ⅲ．方法：小学生に、物心両面のバリアフリーを知ってもらうための教育プログラム開発と

して、事前学習、体験学習、事後学習①、事後学習②を取り入れた原案を作成し、検証する。 

 

Ⅳ．結果：事後学習②では、物のバリアフリーを整えるだけではなく、心のバリアフリーが

重要であるということに繋げた内容の紙芝居を作成して説明し、紙芝居の復習として、プリ

ント学習に取り組んでもらった。説明したことがわかったかを尋ねたところ、約 90%の小学

生が手を挙げた。 
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Ⅴ．考察：事後学習②では、那須烏山市のバリアフリー構造物だけではなく、バリアフリー

構造物は不完全であること、心のバリアフリーが重要かつ便利であることを知ってもらえた

と考える。事前学習、体験学習、事後学習①、事後学習②をそれぞれ評価した結果を見ると、

那須烏山市内の小学生に物心両面のバリアフリーを知ってもらうことができたと考える。 

 

 

 

(5) 平成 26年度 

 ①『地域の伝統文化の継承と活性化の関係～那須烏山市，鯉のぼりまつりの事例をもとに～』 

 1123086 菅野絢加（中田健吾・金野充博ゼミナール） 

 

Key Word：まちづくり、伝統文化、地域協同、烏山和紙 

 

Ⅰ．はじめに：日本では尐子高齢化が進み、人口は減尐傾向となっており、コミュニティの

維持が困難になっている状況がある。また、地域の伝統文化の継承等が困難になり、地域独

自の歴史や文化そのものが消失の危機ともいわれている。これらに対処するために、地域資

源や伝統文化を活かしたまちづくりイベントが全国各地で開催されている。私が所属するゼ

ミナールでは、那須烏山市まちづくり研究会に毎年参加している。那須烏山市では様々なイ

ベントが開催されており、国の選択無形文化財に指定されている烏山和紙を活かしたまちづ

くりイベントも行われている。 

 

Ⅱ．研究目的：2014年 5月 17日および 18日の 2日間、那須烏山市で開催された鯉のぼり

まつりの来場者に対してアンケート調査を行い、地域における伝統文化の継承により地域の

活性化が図られるのか調査する。その結果に基づいて、伝統文化を活かしたまちづくりの現

状、課題について考察を行う。 

 

Ⅲ．方法：全国で行われている、地域資源や伝統文化を活かしたまちづくりイベントの成功

事例から、成功要因を検証する。それをもとにアンケート調査を実施し、検証していく。 

 

Ⅳ．結果：先行研究より、地域協働のまちづくり効果を高める要員 4つを考えた。アンケー

ト調査の結果から、那須烏山市には様々な地域資源があり、市民のまちの活性化に対する関

心も高いことが分かった。今後、まちづくりを継続すていくためには、住民が主体となり、

それを行政がしっかりサポートする体制が必要であることが分かった。 

 

Ⅴ．考察：伝統文化や地域資源を活かしたまちづくりイベントは、地域の魅力を高め、外部

からの移住や観光客を集めるだけではなく、地域協働のまちづくりのきっかけとしての役割

も果たしているのではないだろうか。烏山和紙は那須烏山市民にとって誇れるものであり、

歴史ある重要な資源となっていると考えられる。さらに、住民のまちに対する愛着も感じら

れる場面が多かった。そのため、住民と行政が協働する仕組みづくりを行うことでこれから、



Ⅱ-2 主な活動成果の報告 （2）国際医療福祉大学 中田 健吾  93 

伝統文化が次の世代に継承され、まちの活性化につながるのではないか。 
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４．資料 

平成 25年度卒業論文 

『那須烏山市の小学生を対象とした心のバリアフリー教育プログラムの開発』 

1023114 髙松智香（中田健吾ゼミナール） 

 

Ⅰ．はじめに 

現在、尐子高齢化が急速に進み、全国的に人口減尐傾向となっている。また、核家族化や地域

意識の希薄化により、地域コミュニティは衰退している。那須烏山市においても人口は減尐し、

世帯の小規模化、核家族化が進行するという傾向が続いている。 

 

≪図 1．那須烏山市の人口推移≫ 

那須烏山市ホームページ「人口の推移」の表から作成 
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≪図 2．那須烏山市の 3区分年齢別の推移≫ 

那須烏山市ホームページ「3区分年齢別人口の推移」の表から作成 

 

さらに、今までの地域の連帯感や助け合いの活動が薄れてきている。那須烏山市の課題として、

中でも教育・福祉・医療は、市民の生活の要として最優先で取り組むべき課題としている。 

所属するゼミナールでは、那須烏山市の「那須烏山市まちづくり研究会」に毎年参加している。

「那須烏山市まちづくり研究会」は、地域住民との交流や那須烏山市の自然・文化などの資源を

活かし、市の活性化に向けた研究に取り組む。 

今年度の「那須烏山市まちづくり研究会」の研究対象として、那須烏山市の医療福祉に着目し、

バリアフリーを取り上げることとした。バリアフリーには、ハード面とソフト面がある。ハード

面は、段差の解消やスロープを設けるなど物理的なことを指す。ソフト面は、人の意識の働きか

けといった心理的なことを指す。国土交通省によると、高齢者、障害者等が安心に日常生活や社

会生活が出来るようにするためには、施設整備（ハード面）だけではなく、高齢者、障害者等の

困難を自らの問題として認識し、心のバリアを取り除き、その社会参加に積極的に協力する「心

のバリアフリー」が重要である 1)としている。 

那須烏山市の活性化を目指すには、まず、那須烏山市民が地域活動に積極的に参加し、誇りや

愛着を持てるようにするような取り組みが重要であると考える。そこで、小学生が街を好きにな

ることが活性化に繋がるのではないかと考えた。実際に、小学生を対象としたまちづくりに関わ

る学習に取り組む地域も増えている。小学生がまちづくりに参加することで、那須烏山市への関

心の喚起が期待できる。また、街を好きになることで地域への愛着が深まり、那須烏山市民の定

住化にも繋がるのではないかと考える。 

これらのことから、小学生が物心両面のバリアフリーを知ることで、物のバリアフリーを整え

るだけではなく、高齢者や障害者への心のバリアフリーが重要であると知ることが必要である。

物心両面のバリアフリー教育に取り組み、行政と市民が協力し、地域住民同士が支え合うことで、
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思いやりのあるまちづくりが期待できる。 

 

Ⅱ．研究目的 

本研究では、心のバリアフリーの向上により、那須烏山市民に誇り・愛着を持ってもらう取り

組みを行う。具体的には、その足掛かりとして、那須烏山市内の小学生に物心両面のバリアフリ

ーを知ってもらうための教育プログラム開発を目指すこととする。 

 

Ⅲ．研究方法 

本研究は、那須烏山市の放課後児童クラブ 5ヶ所に通う合計 192名の小学生を対象として、以

下の手順で進めた。 

 

3-1．那須烏山市の現状分析 

・那須烏山市についてウェブサイトなどから現状を把握する。 

・那須烏山市の放課後児童クラブ 5ヶ所について、特定非営利活動法人野うさぎくらぶから情

報収集を行う。 

 

3-2．心のバリアフリー教育プログラムの原案作成 

小学生に、物心両面のバリアフリーを知ってもらうための教育プログラム開発として、事前学

習、体験学習、事後学習①、事後学習②を取り入れた原案を作成する。 

(1) 事前学習：病気やけがの人は自分たちと何が違うのかを学習する。 

(2) 体験学習：車いす・目（いす・筆箱・折り紙）・手の 5項目で福祉用具体験に取り組む。 

(3) 事後学習①：物のバリアフリーについて学習する。 

(4) 事後学習②：心のバリアフリーについて学習する。 

 

3-3．心のバリアフリー教育プログラムの検証 

(1) 事前学習の実施 

目的：病気やけがが身近であることを知る。 

方法：3枚の絵（車いす・目・手）を見せて、身体のどこを病気やけがしているのか尋ねる。

また、病気やけがによって普段できることができないと説明する。 

評価：説明したことが理解できたかを尋ねる。 

 

(2) 体験学習の実施 

目的：福祉用具体験を通じて、病気やけがによる身体の不自由さを知る。 

 

【車いす】 

方法：車いすで平らな道と段ボールを置いた道（段差）を走る。 

評価：不便だったか、それは段差を越えられなかったからかを尋ねる。 

【目：いす・筆箱・折り紙】 

方法：タオルで目を隠し、いすに座る・筆箱に鉛筆等をしまう・折り紙を折る。 
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評価：不便だったか、それは簡単にいすに座る・筆箱に鉛筆等をしまう・折り紙を折ること

ができなかったからかを尋ねる。 

 

【手】 

方法：親指と人差し指をテーピングで固定し、財布を開ける・小銭を取る。 

評価：不便だったか、それは財布が開けにくかった・小銭が取りにくかったからかを尋ねる。 

 

(3) 事後学習①の実施 

目的：身体が不自由になった時に、バリアフリー構造は便利であることを知る。また、那須

烏山市にバリアフリー構造物があることを知る。 

方法：那須烏山市のバリアフリー構造物の写真、那須烏山市のバリアフリーマップを作成す

る。 

評価：バリアフリー構造物を見て、どうして必要なのか、誰が使うのかということを理解で

きたか尋ねる。 

 

(4) 事後学習②の実施 

目的：那須烏山市のバリアフリー構造物だけではなく、バリアフリー構造物は不完全である

ことを知る。また、心のバリアフリーが重要かつ便利であると知る。 

方法：事前学習、体験学習、事後学習①を振り返り、物のバリアフリーを整えるだけではな

く、心のバリアフリーが重要であるということに繋げた内容の資料を作成し、説明す

る。 

評価：説明したことが理解できたかを尋ねる。 

 

(5) アンケート調査の実施 

目的：事前学習、体験学習、事後学習①、事後学習②の実施中に、適宜、小学生の認識や態

度がどう変化したかを評価するアンケート調査を実施する。 

方法：各プログラム案を実施した際に、対象者（小学生）に事前に用意したアンケートを行

う。その際、自記入が困難な児童には調査員が助成し、回答を得る。 
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Ⅳ．研究結果 

4-1．那須烏山市の現状分析 

(1) 那須烏山市 

 

≪図 3．栃木県から見た那須烏山市の位置≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 

 

平成 17年 10月 1日に那須郡南那須町と同郡烏山町が合併し、那須烏山市が誕生した。総面積

は 174.42 km2で、県全体の 2.7%である。 

那須烏山市は栃木県の東部に位置し、県都宇都宮市から概ね 30～35 kmの距離にある。西部は

高根沢町、北部はさくら市、那珂川町、南部は市貝町、茂木町、東部は茨城県常陸大宮市に接し

ている。 

地勢は、八溝山系に属し、那珂川が平野部を貫流し、那珂川右岸には丘陵地帯が形成され、丘

陵を縫うように荒川や江川などの大小河川が貫流している。この地帯に南那須市街地、烏山市街

地が形成されている。那珂川左岸は、東部山間地帯となっており、那珂川県立自然公園に属する

山間地と小河川で形成されている。 

道路は、国道 2本と主要地方道 7本があり、国道 293号は市の北部を東西に、国道 294号は市

の中心部を南北に走っている。特に、国道 294号と県道宇都宮烏山線が交差する市内の中心部は、

栃木県東部の交通の要所となっている。高速自動車道路では、東北自動車道、北関東自動車道路

及び常磐自動車道路までのアクセスも良く最寄のインターチェンジから 50 分程度で来ることが

できる。 

鉄道は、JR 烏山線が市内を東西に走り、市内に 5 つの駅がある。宇都宮駅まで約 1 時間で接

続し、この地方の足としての役割を果たしている。 

那須烏山市の産業は、農業、林業、工業、商業・サービス業、観光関連業である。 

農業は、稲作と養豚、乳用牛、肉用牛などの畜産が主となっているが、全体の産出額は減尐傾

向にある。近年は、首都圏農業が推進され、トマト、いちご、なし等の園芸、観光農園や直売所

等が盛んになってきている。一方では、担い手の減尐、従事者の高齢化等、農業生産を取り巻く

環境は厳しさを増している。 

林業は、烏山地区を中心としてスギやヒノキの植林地が多く、八溝材生産の拠点であるととも
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に、シイタケやワサビなどの特用林産物の生産も盛んな地域となっている。近年、木材価格の低

迷や林業従事者の高齢化など、林業を取り巻く環境は一層厳しさを増している。 

工業は、元来、烏山和紙など伝統的工業が存し、高度経済成長や工業化の進展に併せて、昭和

50年以降、富士見台工業団地や烏山東工業団地が開発・分譲され、県内外からの企業誘致に成功

し、地域産業に占める機械や電気工業等の割合が高まった。 

しかし、最近では、経済状況による産業の空洞化等により、事業所数や製造品出荷額の減尐、

企業立地の低迷など工業を取り巻く環境は厳しい状況に置かれている。 

近年では、近接する宇都宮テクノポリスセンター地区に「とちぎ産業創造プラザ」が整備され

産学官連携による新事業創出に向けた動きが芽生えている。 

商業・サービス業では、那須烏山市の小売店舗数や商品販売額は近年減尐傾向にある。これは、

個人消費の低迷に加え、周辺都市に大型商業施設の立地・モータリゼーションの進展による生活

圏の広域化などにより、宇都宮市やさくら市・高根沢町（塩谷地区）へ購買が流出しているため

である。 

この結果、中心市街地の集客力は衰退し、空き店舗が目立つなど、かつての「まち」の賑わい

は減尐しており、商店街の活性化が大きな課題となっている。 

観光関連は、那珂川県立自然公園をはじめ、日本の原風景といえる豊かな自然景観や那珂川、

荒川、温泉、歴史伝承施設、都市農村交流施設（農業体験施設、農産物直売所等）及び、国指定

の重要無形民俗文化財である「山あげ行事」など豊富な観光資源を有しており、これらの活用に

よって今後はさらなる発展の可能性を秘めている 3) 。 

 

(2) 那須烏山市放課後児童クラブ 

市内の小学校に就学している児童であって、その保護者が労働や疾病、親族の介護その他やむ

得ない事情により、昼間家庭にいない児童に対し、授業の終了後及び学校の長期休業中などに適

切な遊びや生活の場を提供し、児童の健全育成を図る。 

那須烏山市放課後児童クラブの運営主体は「特定非営利活動法人野うさぎくらぶ」である。対

象児童は、小学 1 年生から小学 6 年生までの児童である。実施場所は、烏山放課後児童クラブ、

堺放課後児童クラブ、七合放課後児童クラブ、荒川放課後児童クラブ、江川放課後児童クラブの

5ヶ所である。原則として、児童の登校する学校の学童クラブを利用していただく。4） 

 

4-2．心のバリアフリー教育プログラムの原案作成 

特定非営利活動法人野うさぎくらぶ、那須烏山市社会福祉協議会との会議を重ね、心のバリ

アフリー教育プログラムの原案を作成した。 
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(1) 会議記録 

日  付 内    容 
参加者 

【1】 【2】 【3】 

平成 25年 5月 24日（金） ・教育プログラムの詳細検討 ○ ○  

平成 25年 6月 11日（火） 
・教育プログラムの詳細検討 

・事前学習、体験学習の実施日決定 
○ ○  

平成 25年 7月 9日（火） 
・教育プログラムの詳細検討 

・事前学習、体験学習の詳細決定 
○ ○ ○ 

平成 25年 10月 4日（金） ・事後学習①、事後学習②の詳細検討 ○ ○  

平成25年11月14日（木） ・事後学習①、事後学習②の詳細決定 ○ ○  

※関係各機関一覧 

【1】国際医療福祉大学 中田健吾ゼミナール 

【2】特定非営利活動法人野うさぎくらぶ 

【3】那須烏山市社会福祉協議会 

 

(2) 原案 

≪原案 1≫ 

目的 那須烏山市の小学生に、地域の医療福祉について関心を持たせる。具体的には、

福祉用具体験を通じて那須烏山市のバリアフリーの状況を把握し、物のバリアフ

リーから心のバリアフリーを考えさせる。 

対象 那須烏山市の放課後児童クラブ 5ヶ所に通う合計 192名の小学生 

・七合放課後児童クラブ 37名   ・江川放課後児童クラブ 20名 

・烏山放課後児童クラブ 65名   ・境放課後児童クラブ  20名 

・荒川放課後児童クラブ 50名 

方法 (1) 事前学習 

【小学生】 

・医療福祉とは？バリアフリーとは？ 

  →身体の不自由な方はバリアフリーがなければ困るということを知って 

もらう。 

【中田ゼミナール】 

・医療福祉、バリアフリーについての情報提供（ビデオ、本など） 

 

(2) 体験学習 

【日程】 

日付 時間・放課後児童クラブ 

8月 20日（火）  13：00～ 七合 14：30～ 江川 

8月 22日（木） 10：00～ 烏山 13：00～ 境 14：30～ 荒川 
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 【備品】 

 ・福祉車両、車いす、アイマスク、おもり、白杖、妊婦体験ジャケットなど 

 

(3) 事後学習 

【小学生】 

 低学年：物のバリアフリー 

 中学年：物と心のバリアフリー 

 高学年：心の実践               についてそれぞれ考える。 

① 福祉用具体験を通じて感じたことを簡単に書いてもらう。 

② 街のバリアフリーマップを作成する。 

  （駅、市役所、公園、図書館、身障者用の駐車場、多機能トイレなど） 

③ 街のバリアフリーを見て何が必要だと感じたか子供たちの意見をまとめ、

バリアフリーマップと合わせて市長に手紙を送る。 

④ 子供たちがバリアフリーを必要とする人々がいると知った上で、その人々

に何ができるかを考えて実施する。 

 例：絵手紙を送る、ビデオレターを送る、歌を歌うなど 

【中田ゼミナール】 

・①、②を踏まえてアンケート調査を実施 

役割 【特定非営利活動法人野うさぎくらぶ】   【那須烏山市社会福祉協議会】 

・本企画に対する助言指導          ・備品貸し出し 

【中田ゼミナール】 

・本企画に向けての準備 

・当日のスタッフ 
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≪原案 2≫ 

取り組み内容 学習・活動のねらい 教材・備品 スタッフ 留意点（リスク）
事
前
学
習

○医療福祉とは？バリアフリーとは？
身体の不自由な方は、バリアフリーがな
ければ困るということを知ってもらう。

・映像
・写真

体
験
学
習

○福祉用具体験
①数グループに分けて体験する。
②福祉用具体験で感じたことを簡単に書
いてもらう。

福祉用具を必要とする方が、どういう状況
にあるのかを感じてもらう。

・福祉車両、車いす、アイ
マスク、おもり、白杖など
・記録用紙

・福祉車両→車いす、車いす→ア
イマスクなど、グループごとに体
験する順番を決めておく。

事
後
学
習

○街のバリアフリーマップ作成
①駅、市役所、公園、図書館、身障者用
の駐車場、多機能トイレなどを見てバリア
フリーを発見する。
②記録用紙に、どの場所に何があったか、
気づいたことなどを書く（写真も撮ってお
く）。
③記録用紙・写真をもとに、街のバリアフ
リーマップを作成する。
④完成したバリアフリーマップを見て、気づ
いたことを話し合いまとめる。
⑤④でまとめたものを手紙にして、バリア
フリーマップと合わせて市長に送る。

○バリアフリーを必要とする人々に自分た
ちができることを実践
→絵手紙・ビデオレターを送る、歌を歌うな
ど

・身近なところにバリアフリーがあるという
ことを知ってもらう。
・みんなが暮らしやすい街にするために
は、何が必要かを感じてもらう。
・物理的なバリアフリーがなくても、心の
バリアフリーが大切である。

・記録用紙
・手紙

ふ
り
返
り

○本時の学習をふり返る
（保護者を介してアンケート）

本学習を通して、子供たちがどう変わった
か。

アンケート用紙

 

 

 平成 25年 7月 9日の会議では、原案 1・原案 2を持ち込み、以下のような意見が得られた。 

・事前学習では、身体が不自由になることをより分かりやすく理解してもらえるように、「け

がをすると身体はどう変化するのか」という点で考えてみる。 

・1時間で多くを体験するのは難しい。子供たちが興味のあるものから体験する。 

・バリアフリー構造物を見たときに、「誰が使うのか」、「どうして必要なのか」を知ってもら

う。 

・バリアフリー構造物がなかったときに、障害者や高齢者に対して自分はどうすればよいの

かを考えてもらう。 

 

 以上の点を踏まえて、原案 2を修正し原案 3を作成した。また、原案 3を基に心のバリアフリ

ー教育プログラムの検証に入ることとした。 

 

≪原案 3≫ 
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取り組み内容 学習・活動のねらい 教材・備品 スタッフ

事
前
学
習

○ケガ、病気、妊婦の人が家で暮らすに
は？

・人の身体がどう変化するのか、暮らしの中で自分たちと何が違うのかを
感じてもらう。

・資料
・野うさぎくらぶ
・中田ゼミ

体
験
学
習

○福祉用具体験
①数グループに分けて体験する。
②福祉用具体験で感じたことを簡単に書い
てもらう。

【車いす】
ゴール：歩いて越えられる段差が越えられないことに気付く
方法：車いすで平らな道と段ボールを置いた道を走る（廊下）
評価：必ず学生担当者が児童に「不便だったか？それは越えられなかっ
たからか？」と尋ねる

【目：いす・筆箱・折り紙】
ゴール：いすに座る・筆箱に鉛筆をしまう・折り紙を折ることが、目が見え
ないと簡単にできないことに気付く
方法：タオルで目を隠す（いすに関しては介助者は体験者の半歩前に立
ち介助）
評価：必ず学生担当者が児童に「不便だったか？それは簡単にいすに座
る・筆箱に鉛筆をしまう・折り紙を折ることができなかったからか？」と尋ね
る

【手】
ゴール：普段使う財布が開けにくい、小銭が取りにくいことに気付く
方法：親指と人差し指をテーピングで固定し、財布を開ける・小銭を取る
評価：必ず学生担当者が児童に「不便だったか？それは開けにくかった・
取りにくかったからか？」と尋ねる

・体験マニュアル
・車いす7台
・目→タオル、いす、筆箱、折り紙
・手→テーピング、小銭
・段ボール
・感想用紙

・社協
・ボランティア
・野うさぎくらぶ
・中田ゼミ

事
後
学
習
①

○体験学習でできなかったことに対してどう
すれば？

・バリアフリーがある時とない時を考える。
ある時：物を使う→実物、写真、絵を見せる
ない時：気持ちがある（手を貸す、助ける）

・物理的なバリアフリーがなくても、心のバリアフリーがあるということを
知ってもらう。

・実物
・写真
・絵

・野うさぎくらぶ
・中田ゼミ

事
後
学
習
②

○街のバリアフリーマップ作成
①駅、市役所、公園、図書館、身障者用の
駐車場、多機能トイレなどを見てバリアフ
リーを発見する。
②付箋に、どの場所に何があったか、気づ
いたことなどを書く（写真も撮っておく）。
③メモ・写真をもとに、町のバリアフリーマッ
プを作成する。
④完成したバリアフリーマップを見て、気づ
いたことを話し合いまとめる。
⑤④でまとめたものを手紙にして、バリアフ
リーマップと合わせて市長に送る。

○バリアフリーを必要とする人々に自分たち
ができることを実践
→絵手紙・ビデオレターを送る、歌を歌うな
ど

・身近なところにバリアフリーがあるということを知ってもらう。
（なぜあるのか？どうして必要なのか？誰が使うのか？）

・みんなが暮らしやすい街にするためには、何が必要かを感じてもらう。

・付箋
・マップ用紙
・カメラ
・手紙

・野うさぎくらぶ
・中田ゼミ

ふり
返り

○本時の学習をふり返る（アンケート調査） 本学習を通して、子供たちがどう変わったか。 アンケート用紙
・野うさぎくらぶ
・中田ゼミ

4-3．心のバリアフリー教育プログラムの検証 

特定非営利活動法人野うさぎくらぶの皆様、那須烏山市社会福祉協議会の皆様、中田ゼミナー
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ル生のご協力の下、平成 25年 8月 20日及び 22日に那須烏山市の放課後児童クラブ 5ヶ所にて、

「福祉用具体験」として事前学習・体験学習を実施した。当日の流れは、事前学習 15 分、体験

学習 45分、アンケート調査 15分で行った。事前学習・体験学習実施概要は以下の通りである。 

【日時・場所】 

日付 時間・放課後児童クラブ 

8月 20日（火）  13：00～ 七合 14：30～ 江川 

8月 22日（木） 10：00～ 烏山 13：00～ 境 14：30～ 荒川 

【対象】 

那須烏山市の放課後児童クラブ 5ヶ所に通う合計 192名の小学生 

放課後児童クラブ 七合 江川 烏山 境 荒川 

対象者 37名 20名 65名 20名 50名 

 

 

(1) 事前学習                    ≪事前学習の様子≫ 

 事前学習では、病気やけがが身近で

あることを知ってもらうために、車い

す・目・手の 3枚の絵を見せ、身体の

どこを病気やけがをしているのか尋ね

た。また、病気やけがによって普段で

きることができないと説明した。 

 車いすの絵を見せたところ、「足をけ

がしている」と回答した。足の病気や

けがをすると、「歩きづらい、走ること

ができない、スポーツができない」と

いうことを説明した。 

 目については、顔の絵を見せたとこ

ろ、「眼帯をしているため目をけがしている」と回答した。目の病気やけがをすると、「黒板が見

づらい、テレビが見られない」ということを説明した。 

 手については、全身の絵を見せたところ、「腕に包帯が巻かれているため、腕をけがしている」

と回答した。手の病気やけがをすると、「鉛筆を持って文字を書くことができない、お箸が使えな

い」ということを説明した。 

 

(2) 体験学習 

 体験学習では、福祉用具体験を通じて病気やけがによる身体の不自由さを知ってもらうために、

車いす・目（いす・筆箱・折り紙）・手を体験してもらった。 

【車いす】 

 車いすの体験では、車いすに乗る体験者と車いすを押す介助者の二人一組になり、平らな道

と段ボールを置いた道（段差）を走ってもらった。 
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【目（いす）】 

 いすの体験ではタオルで目を隠し約 5 m離れたところまで歩き、いすに座ってもらった。1

回目は学生担当者が介助者となっていすのところまで誘導し、いすに手を触れさせて一人で座

ってもらった。2回目は介助者なしで一人で体験してもらった。 

 

【目（筆箱）】 

 筆箱の体験ではタオルで目を隠し、鉛筆・消しゴム・定規を筆箱の元にあった位置にしまっ

てもらった。 

 

【目（折り紙）】 

 折り紙の体験では、始めに目を隠さずに折り紙で紙ヒコーキを折ってもらった。次にタオル

で目を隠し、同じように紙ヒコーキを折ってもらった。ただし、低学年は目を隠すと折り紙を

折ることが困難であると考え、一度折った折り紙を広げてそのまま使用し、高学年は新しい折

り紙を使用して紙ヒコーキを折ってもらった。 

 

【手】 

手の体験では、親指と人差し指をテーピングで固定し、財布を開けて小銭を取ってもらった。

1 回目は利き手で体験し、2 回目は利き手と逆の手で体験してもらった。小銭は 100 円玉・10

円玉を用意し、小銭を取ってもらう際に学生担当者が指示した小銭を取ってもらった。 

 

≪体験学習の様子≫ 
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(3) アンケート調査 

 体験学習後、那須烏山市放課後児童クラブ 5ヶ所の小学生を対象に、≪アンケート調査用紙≫

に示す自由回答を主とした聞き取りの調査を行った。ここではアンケート調査とする。 

 

≪アンケート調査用紙≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート記入の際、車いす・目（いす・筆箱・折り紙）・手の 5 項目のうち、最初に体験し

た項目について記入してもらった。項目ごとに表したグラフを以下に示す。なお、結果で用いた

表中の nはアンケート調査に回答した小学生の人数を表す。以下MAは複数回答と定義する。 

 

≪表 1．本調査の回答者数≫ 

 七  合 江  川 烏  山 境 荒  川 合  計 

対象者 37人（19.3%） 20人（10.4%） 65人（33.9%） 20人（10.4%） 50人（26.0%） 192人（100.0%） 

回答者 35人（18.2%） 20人（10.4%） 63人（32.8%） 16人 （8.3%） 41人（21.4%） 175人 （91.1%） 

 

本調査の対象者数については、表 1．に示すように、那須烏山市の放課後児童クラブ 5 ヶ所に

通う小学生 192人である。そのうち回答者数は、七合が 35人（18.2%）、江川が 20人（10.4%）、

烏山が 63 人（32.8%）、境が 16 人（8.3%）、荒川が 41 人（21.4%）で、合計 175 人（91.1%）

であった。 
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≪図 4．項目別体験人数の割合 n = 192 ≫ 

 

 

項目別体験人数については、図 4．に示すように、車いすが 58人（30.2%）、目（いす）が 28

人（14.6%）、目（筆箱）が 28人（14.6%）、目（折り紙）が 30人（15.6%）、手が 48人（25.0%）

であった。 

  

車いす

58人

（30.2%）

いす

28人

（14.6%）
筆箱

28人

（14.6%）

折り紙

30人

（15.6%）

手

48人

（25.0%）
車いす

目（いす）

目（筆箱）

目（折り紙）

手

n=192
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≪図 5．車いすを体験した感想 n = 58 (MA) ≫ 

5人（8.6%）

23人（39.7%）

2人（3.4%）

2人（3.4%）

2人（3.4%）

4人（6.9%）

4人（6.9%）

4人（6.9%）

7人（12.1%）

11人（19.0%）

0 5 10 15 20 25

無回答

その他

また乗りたい

身体の不自由な人は大変

段差が心配・不安

手伝ってあげたい・手助けしたい

段差が怖い・持ち上げられることが怖い

押す方が大変

楽しかった・おもしろかった

段差が難しい・大変

回答者数n=58
 

 

 車いすを体験した感想について、「段差が難しい・大変」と回答した小学生が 11人（19.0％）、

次いで、「楽しかった・おもしろかった」と回答した小学生が 7 人（12.1%）、「押す方が大変」、

「段差が怖い・持ち上げられることが怖い」、「手伝ってあげたい・手助けしたい」の回答が 4人

（6.9%）、「段差が心配・不安」、「身体の不自由な人は大変」、「また乗りたい」の回答が 2人（3.4%）

という結果であった。「その他」が 23人（39.7%）であり、「前が見えず段差がわからなかった」、

「手伝ってもらわないと一人では段差が上れない」、「足が動くことはありがたい」、「人の役に立

つことがしたい」という回答であった。また、「無回答」が 5人（8.6%）であった。 
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≪図 6．目（いす）を体験した感想 n = 28 (MA) ≫ 

 

   

目（いす）を体験した感想について、「暗くて怖かった」と回答した小学生が 8 人（28.6%）、

次いで、「難しかった」の回答が 5人（17.9%）、「一人でやってみると怖かった」、「いすがどこに

あるのかわからない」の回答が 4 人（14.3%）、「緊張した」の回答が 3 人（10.7%）、「一人だと

不安だった」、「どこに何があるのかわからない」、「楽しかった」の回答が 2人（7.1%）という結

果であった。「その他」が 8 人（28.6%）であり、「短い距離が長く感じた」、「目の不自由な人の

辛さ・苦労がわかった」、「目の不自由な人を見かけたら手伝いたい」という回答であった。また、

「無回答」が 4人（14.3%）であった。 

  

4人（14.3%）

8人（28.6%）

2人（7.1%）

2人（7.1%）

2人（7.1%）

3人（10.7%）

4人（14.3%）

4人（14.3%）

5人（17.9%）

8人（28.6%）

0 2 4 6 8 10

無回答

その他

楽しかった

どこに何があるのかわからない

一人だと不安だった

緊張した

いすがどこにあるのかわからない

一人でやってみると怖かった

難しかった

暗くて怖かった

回答者数n=28
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≪図 7．目（筆箱）を体験した感想 n = 28 (MA) ≫ 

4人（14.3%）

7人（25.0%）

2人（7.1%）

2人（7.1%）

3人（10.7%）

5人（17.9%）

8人（28.6%）

14人（50.0%）

0 5 10 15

無回答

その他

簡単だった

どこに何があるのかわからない

暗くて怖かった

楽しかった

目の不自由な人は不便・大変

難しかった・大変だった

回答者数

n=28
 

   

目（筆箱）を体験した感想について、「難しかった・大変だった」と回答した小学生が 14人

（50.0%）、次いで、「目の不自由な人は不便・大変」の回答が 8 人（28.6％）、「楽しかった」

の回答が 5 人（17.9%）、「暗くて怖かった」の回答が 3 人（10.7％）、「どこに何があるのかわ

からない」、「簡単だった」の回答が 2人（7.1%）という結果であった。「その他」が 7人（25.0%）

であり、「目が不自由な人は怖い思いをしている」、「時間がかかった」、「これからは人の役

に立ちたい」という回答であった。また、「無回答」が 4人（14.3%）であった。 
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≪図 8．目（折り紙）を体験した感想 n = 30 (MA) ≫ 

0人（0%）

4人（13.3%）

2人（6.7%）

2人（6.7%）

2人（6.7%）

2人（6.7%）

3人（10.0%）

3人（10.0%）

10人（33.3%）

16人（53.3%）

0 5 10 15 20

無回答

その他

時間がかかった

どこに何があるのかわからない

教えてもらわないとわからない

折りづらかった・折れなかった

楽しかった

暗くて怖かった

目の不自由な人は大変

難しかった

回答者数
n=30

 

   

目（折り紙）を体験した感想について、「難しかった」と回答した小学生が 16人（53.3%）、次

いで、「目の不自由な人は大変」の回答が 10 人（33.3%）、「暗くて怖かった」、「楽しかった」の

回答が 3人（10.0%）、「折りづらかった・折れなかった」、「教えてもらわないとわからない」、「ど

こに何があるのかわからない」、「時間がかかった」の回答が 2 人（6.7%）という結果であった。

「その他」が 4人（13.3%）であり、「目が見えないとできないことが色々あるとわかった」、「目

の不自由な人を見かけたら手助けしたい」という回答であった。 

  



Ⅱ-2 主な活動成果の報告 （2）国際医療福祉大学 中田 健吾  112 

≪図 9．手を体験した感想 n = 48 (MA) ≫ 

 

   

手を体験した感想について、「難しかった・大変だった」と回答した小学生が 24 人（50.0%）、

次いで、「取りづらかった」の回答が 9人（18.8%）、「楽しかった」の回答が 7人（14.6%）、「不

便だった」、「手の不自由な人は大変」の回答が 5人（10.4%）、「簡単だった」の回答が 4人（8.3%）、

「利き手でない方が難しかった」、「手の不自由な人を見かけたら手伝いたい」、「手（身体）の不

自由な人はかわいそう」の回答が 3 人（6.3%）、「時間がかかった」の回答が 2 人（4.2%）とい

う結果であった。「その他」が 4人（8.3%）であり、「手が自由に使える自分たちは幸せ」、「けが

をしないよう気をつけたい」という回答であった。また、「無回答」が 4人（8.3%）であった。 

  

4人（8.3%）

4人（8.3%）

2人（4.2%）

3人（6.3%）

3人（6.3%）

3人（6.3%）

4人（8.3%）

5人（10.4%）

5人（10.4%）

7人（14.6%）

9人（18.8%）

24人（50.0%）

0 5 10 15 20 25 30

無回答

その他

時間がかかった

手（身体）の不自由な人はかわいそう

手の不自由な人を見かけたら手伝いたい

利き手でない方が難しかった

簡単だった

手の不自由な人は大変

不便だった

楽しかった

取りづらかった

難しかった・大変だった

回答者数
n=48
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特定非営利活動法人野うさぎくらぶ理事長矢口和美様、中田ゼミナール生のご協力の下、平成

25 年 11 月 26 日に那須烏山市の放課後児童クラブ 4 ヶ所にて、事後学習①・事後学習②を実施

した。当日の流れは、紙芝居 15分、プリント学習 20分で行った。事後学習①・事後学習②実施

概要は以下の通りである。 

 

【日時】 

  平成 25年 11月 26日 午後 15時～ 

 

【対象】 

  那須烏山市の放課後児童クラブ 4ヶ所に通う合計 110名の小学生 

放課後児童クラブ 七合 江川 烏山 境 

対象者 18名 30名 46名 16名 

 

(4) 事後学習① 

平成 25年 9月 18日に那須烏山市の烏山地区・大金地区の現地調査を行い、事後学習①に至っ

た。 

 事後学習①では、身体が不自由になった時に、バリアフリー構造は便利であること、那須烏山

市にバリアフリー構造物があることを知ってもらうために、那須烏山市のバリアフリー構造物の

写真、那須烏山市のバリアフリーマップを作成した。なお、作成した那須烏山市のバリアフリー

マップは巻末資料に付す。 

 

(5) 事後学習② 

 事後学習②では、那須烏山市のバリアフリー構造物だけではなく、バリアフリー構造物は不完

全であること、心のバリアフリーが重要かつ便利であることを知ってもらうために、事前学習、

体験学習、事後学習①を振り返り、物のバリアフリーを整えるだけではなく、心のバリアフリー

が重要であるということに繋げた内容の紙芝居を作成し、説明した。また、紙芝居の復習として、

プリント学習に取り組んでもらった。 
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≪プリント≫ 

 

  

 紙芝居では、始めに、事前学習・体験学習を振り返る絵を見せながら、「夏休みに事前学習・体

験学習をやったことを覚えているか」と尋ねたところ、約 90%の小学生が手を挙げた。次に、≪

プリント≫に示す那須烏山市のバリアフリー構造物（スロープ・多目的トイレ・点字ブロック）

の写真を見せながら、「誰が使うのか、どうして必要なのか」を説明した。 

 スロープは、「手足の不自由な人（車いすに乗っている人）が使う」、「車いすに乗っている人は

段差・階段があると上れないためスロープがあると便利」ということを説明した。多目的トイレ

は、手の不自由な人に視点を置いて、多目的トイレ内の水道の写真を見せて説明した。「多目的ト

イレは身体の不自由な人が使う」、「手の不自由な人は蛇口を回すことが難しいため、左右に動く

蛇口であると力をあまり入れずに使うことができる」ということを説明した。点字ブロックは、

「目の不自由な人が使う」、「目の不自由な人は暗くて周りがわからないため、白杖を持ち、点字

ブロック上を歩くことで道がわかる」ということを説明した。 

 次に、「街にスロープ・多目的トイレ・点字ブロックがなく、困っている人を見かけたらどうす

るか」を尋ねた。スロープがない場合は、「車いすを押してあげる・持ち上げてあげる」と回答し

た。多目的トイレがない場合は、「トイレのドアを開けてあげる・水道の蛇口を回してあげる」と

回答した。点字ブロックがない場合は、「案内してあげる」と回答した。最後に、「街で困ってい

る人を見かけたら、声をかけて手を貸してあげる」、「思いやりの心や優しい気持ちが大切」とい

う、心のバリアフリーが重要であることを説明した。 

＜バリアフリー＞                                          ＜心のバリアフリー＞ 

（１）～（３）の写真
しゃしん

を説明
せつめい

している文
ぶん

を（ア）～（ウ）からえらび線
せん

でつなげてみよう。       （１）～（３）がなく、困
こま

っている人
ひと

を見
み

かけたら 

                                                      どうすればよいのかかいてみよう。 

 

 

               ・       ・（ア）体
からだ

の不自由
ふ じ ゆ う

な人
ひと

（たとえば手
て

） 

                                →水道
すいどう

がうまく使
つか

えない 

 

 

 

 

 

 

               ・       ・（イ）目
め

の不自由
ふ じ ゆ う

な人
ひと

 

                                →暗
くら

くて周
まわ

りがわからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

               ・       ・（ウ）手足
て あ し

の不自由
ふ じ ゆ う

な人
ひと

（車
くるま

いすに乗って
の っ て

いる人
ひと

） 

                                →段差
だ ん さ

・階段
かいだん

があると上
のぼ

れない 

 

 

 

 

 

 

（１）スロープ 

 

場所
ば し ょ

：烏山郵便局
ゆうびんきょく

 

 

 

 

 

 

 

（２）多目的
たもくてき

トイレ 

   

場所
ば し ょ

：烏山郵便局
ゆうびんきょく

 

 

 

 

 

 

 

（３）点字
て ん じ

ブロック 

 

場所
ば し ょ

：烏山健康
けんこう

福祉
ふ く し

センター 

 

 

（１）スロープ 

（２）多目的
たもくてき

トイレ 

（３）点字
てんじ

ブロック 
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 プリント学習では紙芝居で説明した、バリアフリー構造物と心のバリアフリーについて復習し

てもらった。≪プリント≫に示す「バリアフリー」の回答は、正答率 100%であった。「心のバリ

アフリー」の回答は、項目ごとに表したグラフを以下に示す。なお、結果で用いた表中の nは「心

のバリアフリー」に回答した小学生の人数を表す。以下MAは複数回答と定義する。 

 

≪表 2．「心のバリアフリー」の回答者数≫ 

  七  合 江  川 烏  山 境 合  計 

対象者 18人（16.4%） 30人（27.3%） 46人（41.8%） 16人（14.5%） 110人（100.0%） 

回答者 18人（16.4%） 30人（27.3%） 46人（41.8%） 16人（14.5%） 110人（100.0%） 

   

プリント学習の対象者数については、表 2．に示すように、那須烏山市の放課後児童クラブ 4

ヶ所に通う小学生 110人である。そのうち、≪プリント≫に示す「心のバリアフリー」の回答者

数は、七合が 18人（16.4%）、江川が 30人（27.3%）、烏山が 46人（41.8%）、境が 16人（14.5%）

であり、回答率は 100%であった。 
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≪図 10．スロープがなく、困っている人を見かけたらどうすればよいのか書いてみよう。 

n = 110 (MA) ≫ 

1人（0.9%）

4人（3.6%）

2人（1.8%）

3人（2.7%）

4人（3.6%）

4人（3.6%）

7人（6.4%）

9人（8.2%）

10人（9.1%）

12人（10.9%）

22人（20.0%）

34人（30.9%）

0 5 10 15 20 25 30 35 40

無回答

その他

周りの人に助けを求める

スロープがあるところに連れて行く

スロープがある場所を教えてあげる

車いすに乗っている人に親切にする

近くにいる人と協力して車いすを持ち上げる

声をかけて手伝う

声をかける

車いすを持ち上げる

手を貸す・助ける

車いすを押してあげる

回答者数n=110
 

   

「心のバリアフリー」に回答した小学生 110人を対象に、スロープがなく、困っている人を見

かけたらどうすればよいかを質問したところ、「車いすを押してあげる」の回答が 34人（30.9%）、

次いで、「手を貸す・助ける」の回答が 22人（20.0%）、「車いすを持ち上げる」の回答が 12人（10.9%）、

「声をかける」の回答が 10 人（9.1%）、「近くにいる人と協力して車いすを持ち上げる」の回答

が 7 人（6.4%）、「車いすに乗っている人に親切にする」、「スロープがある場所を教えてあげる」

の回答が 4 人（3.6%）、「スロープがあるところに連れて行く」の回答が 3 人（2.7%）、「周りの

人に助けを求める」の回答が 2人（1.8%）という結果であった。「その他」が 4人（3.6%）であ

り、「無回答」が 1人（0.9%）であった。 
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≪図 11．多目的トイレがなく、困っている人を見かけたらどうすればよいのか書いてみよう。 

n = 110 (MA) ≫ 

6人（5.5%）

4人（3.6%）

5人（4.5%）

6人（5.5%）

12人（10.9%）

13人（11.8%）

18人（16.4%）

58人（52.7%）

0 10 20 30 40 50 60 70

無回答

その他

トイレの場所を教えてあげる

トイレまで連れて行く

声をかける

ドアを開けてあげる

手を貸す・助ける

蛇口を回してあげる・水を出してあげる

回答者数n=110
 

 

多目的トイレがなく、困っている人を見かけたらどうすればよいかを質問したところ、「蛇口を

回してあげる・水を出してあげる」の回答が 58人（52.7%）、次いで、「手を貸す・助ける」の回

答が 18 人（16.4%）、「ドアを開けてあげる」の回答が 13 人（11.8%）、「声をかける」の回答が

12人（10.9%）、「トイレまで連れて行く」の回答が 6人（5.5%）、「トイレの場所を教えてあげる」

の回答が 5 人（4.5%）という結果であった。「その他」が 4 人（3.6%）であり、「無回答」が 6

人（5.5%）であった。 
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≪図 12．点字ブロックがなく、困っている人を見かけたらどうすればよいのか書いてみよう。 

n = 110 (MA) ≫ 

8人（7.3%）

6人（5.5%）

2人（1.8%）

3人（2.7%）

13人（11.8%）

14人（12.7%）

21人（19.1%）

22人（20.0%）

31人（28.2%）

0 5 10 15 20 25 30 35

無回答

その他

点字ブロックまで案内する

物がある・止まるところを教える

手（肩）を貸す・助ける

声をかける

手をつないで連れて行く

道・場所を教えてあげる

案内する

回答者数
n=110

 

   

点字ブロックがなく、困っている人を見かけたらどうすればよいかを質問したところ、「案内す

る」の回答が 31人（28.2%）、次いで、「道・場所を教えてあげる」の回答が 22人（20.0%）、「手

をつないで連れて行く」の回答が 21 人（19.1%）、「声をかける」の回答が 14 人（12.7%）、「手

（肩）を貸す・助ける」の回答が 13人（11.8%）、「物がある・止まるところを教えてあげる」の

回答が 3人（2.7%）、「点字ブロックまで案内する」の回答が 2人（1.8%）という結果であった。

「その他」が 6人（5.5%）であり、「無回答」が 8人（7.3%）であった。 

 

≪事後学習②の様子≫ 
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Ⅴ．考察 

本研究では、那須烏山市内の小学生に物心両面のバリアフリーを知ってもらうための教育プロ

グラム開発を目指すこととした。 

まず、心のバリアフリー教育プログラムの検証結果を踏まえ、事前学習、体験学習、事後学習

①、事後学習②をそれぞれ評価する。 

 事前学習では、車いす・目・手の 3枚の絵を見せ、身体のどこを病気やけがをしているのか尋

ねた。また、病気やけがによって普段できることができないと説明した。事前学習の最後に説明

したことがわかったかを尋ねると、約 95%の小学生が手を挙げた。このことから、小学生に病気

やけがが身近であることを知ってもらえたと考える。 

体験学習では、車いす・目（いす・筆箱・折り紙）・手を体験してもらった。車いすの体験後に

「不便だったか」と尋ねると、約 90%の小学生が「はい」と回答した。「不便」だと感じた理由

は、「段差を越えられなかったからか」と尋ねると、約 80%の小学生が「はい」と回答した。 

いすの体験後に「不便だったか」と尋ねると、約 95%の小学生が「はい」と回答した。「不便」

だと感じた理由は、「簡単にいすに座ることができなかったからか」と尋ねると、約 90%の小学

生が「はい」と回答した。 

筆箱の体験後に「不便だったか」と尋ねると、約 90%の小学生が「はい」と回答した。「不便」

だと感じた理由は、「簡単に筆箱に鉛筆等をしまうことができなかったからか」と尋ねると、約

95%の小学生が「はい」と回答した。 

折り紙の体験後に「不便だったか」と尋ねると、約 95%の小学生が「はい」と回答した。「不

便」だと感じた理由は、「簡単に折り紙を折ることができなかったからか」と尋ねると、約 85%

の小学生が「はい」と回答した。 

手の体験後に「不便だったか」と尋ねると、約 90%の小学生が「はい」と回答した。「不便」

だと感じた理由は、「財布が開けにくかった・小銭が取りにくかったからか」と尋ねると、約 80%

の小学生が「はい」と回答した。 

体験学習後のアンケート調査では、各項目を体験した感想について、「簡単だった」という回答

もあったが、反対に、「難しかった・大変だった」の回答や「手足の不自由な人・目の不自由な人

は大変」の回答が多かった。このことから、小学生に福祉用具体験を通じて病気やけがによる身

体の不自由さを知ってもらえたと考える。 

事後学習①では、那須烏山市のバリアフリー構造物の写真、那須烏山市のバリアフリーマップ

を作成した。事後学習②では、物のバリアフリーを整えるだけではなく、心のバリアフリーが重

要であるということに繋げた内容の紙芝居を作成して説明し、紙芝居の復習として、プリント学

習に取り組んでもらった。 

事後学習②の最後に、バリアフリー構造物を見て誰が使うのか、どうして必要なのかがわかっ

たかを尋ねたところ、約 80%の小学生が手を挙げた。また、説明したことがわかったかを尋ねた

ところ、約 90%の小学生が手を挙げた。このことから、身体が不自由になった時に、バリアフリ

ー構造は便利であること、那須烏山市にバリアフリー構造物があることを知ってもらえたと考え

られる。さらに、那須烏山市のバリアフリー構造物だけではなく、バリアフリー構造物は不完全

であること、心のバリアフリーが重要かつ便利であることを知ってもらえたと考える。 

次に、心のバリアフリー教育プログラムの検証結果を踏まえ、プログラムの改善すべき点を考
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察する。 

今回の事前学習、体験学習、事後学習①、事後学習②では、全て中田ゼミナール生が主体とな

り実施した。学習中は興味を持ってくれた子が多く見られたが、中には、話を聞いてない子や途

中で飽きてしまう子も見られた。そのため、小学生に対しての説明の仕方、学習の参加の仕方に

工夫する必要があった。小学生に対しての説明は、学生側が一方的に話しがちであったため、対

話形式で小学生に呼びかけを増やす。また、手を挙げて指名で発表してもらい、返事をさせるな

どの方法で参加を促すことで、より興味を持ってもらうことができると考える。 

 事前学習・体験学習では約 1 時間 30 分で行った。小学生の人数にはばらつきがあり、特に人

数が多い放課後児童クラブは、体験学習の全項目を体験することができなかった小学生がいた。

そのため、限られた時間の中で学習できる工夫が必要であった。学生側が、学習の進行や小学生

の対応に戸惑う場面が見られたため、事前の打ち合わせ・リハーサルを重ね、学生側が放課後児

童クラブの先生方に小学生の対応の仕方を指導していただくことで、より学習がスムーズに進行

できると考える。 

 事後学習①・事後学習②では資料を使って説明した。「写真が見づらい」、「紙芝居が小さい」、

「プリントも漢字が多く、読み仮名があっても低学年には難しい」という意見があった。そのた

め、小学生に向けた資料作成に工夫が必要であった。紙芝居はサイズを大きくし、一枚に一つの

写真を載せる。プリントは文字を大きくし、ひらがなを多く、言葉をわかりやすく書くよう改善

する。 

 事後学習②では、スロープ・多目的トイレ・点字ブロックを説明した。スロープは、「車いす乗

っている人は段差・階段があると上れないためスロープがあると便利」と説明したが、スロープ

の心のバリアフリーなのか、段差の心のバリアフリーなのかの両方で捉えてしまう結果になった。

多目的トイレは、「身体の不自由な人が使う」、「手の不自由な人は蛇口を回すことが難しい」と説

明したが、多目的トイレの心のバリアフリーなのか、蛇口の心のバリアフリーなのかの両方で捉

えられた。点字ブロックも、「目の不自由な人は暗くて周りがわからないため、白杖を持ち、点字

ブロック上を歩くことで道がわかる」と説明したが、点字ブロックの心のバリアフリーなのか、

白杖の心のバリアフリーなのかの両方で捉えられた。そのため、バリアフリー構造物は「誰が使

うのか、どうして必要なのか」をより明確にし、スロープ・多目的トイレ・点字ブロックの内容

を改善するべきと考える。 

 以上のことから、心のバリアフリー教育プログラムの開発には改善すべき点が多く見つかった。

しかし、心のバリアフリー教育プログラムの検証結果を踏まえ、事前学習、体験学習、事後学習

①、事後学習②をそれぞれ評価した結果を見ると、那須烏山市内の小学生に物心両面のバリアフ

リーを知ってもらうことができたと考える。 

 そして、那須烏山市内の小学生が物心両面のバリアフリー教育に取り組み、那須烏山市民に誇

り・愛着を持ってもらうことで、思いやりのあるまちづくりが期待でき、那須烏山市の活性化に

繋がると考えられる。 
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（３）宇都宮共和大学 

 

主な活動成果の報告 

 

大久保 忠旦 

 

３－１．夢のあるまちづくりワークショップ 

（女性団体連絡協議会有志、および大学コンソーシアムとちぎ との共同研究） 

 市民の視点からのまちづくりを目指そうと、宇都宮大学サテライトオフィス（当時）の大野邦

雄氏（産官学コーディネーター、故人）とともに、2007年、市商工観光課の木村課長補佐（当時）

ほかのお世話で、女性団体連絡協議会（当時）の萩原会長、小堀副会長ほかの方々にワークショ

ップ設立の趣旨を説明する機会を持った。「市民の集い」の場を借りた公募も経て、2008 年から

ワ－クショップが発足した。 

 発足時の参加者は、大野、大久保を含めて１７名（氏名、下記のとおり）、このメンバーに加え

て市役所商工観光課の職員もオブザーバーの立場で交代参加していただいた。ほぼ毎月１回（第

３水曜日）、夜の集まりを続け、まちづくりの夢を出し合ってきた。 

 この際、とくに留意したことは、いわゆる「フィールドワーク手法（もしくは野外調査法）」；「ブ

レインストーミングを含む K J法」の採用であった。すなわち、最初に、 

イ） 毎回、予め大きな枞のみのテーマを決めておき、その大枞の範囲で、頭に浮かんだどん

なこと（夢の提案）でも良いから発言しあう。 

ロ） 提案があった際は、互いに提案の良否の評価は一切しない。 

ハ） その提案をすべて記録する。 

ニ） いくつかのカテゴリーごとに提案を束ねる（取捨選択ではなく） 

というルールを申し合わせた。そのうえで毎回、夢の提案を出し合った。 

 このようなルールによる夢の提案を数回行なったのち、当面、旧烏山町に属する３地区を対象

として、 

a) 遊休施設の活用や市民が楽しめる施設の設置などの提案を視覚化（模型作り）してみる. 

b) その模型を市民の皆さんに見てもらってアンケートにより感想を求める. 

c) できれば、市長に宛てて実現の要請文をだす. 

という意見がまとまった。 

そこで、メンバーの希望も加味して地区別の３グループをつくり、地区ごと（グループごと）

の施設設置模型をメンバー全員の協力で作製した。材料は、土台はベニヤ板と発泡スチロール、

建築物は段ボールと発泡スチロールでの手工作、その他各種のプラスチック・ミニチュアの植物

ほか自然物の貼り付けなどである。 （写真） 

 

各地区の提案テーマと模型づくりメンバーは次のとおりである。 

Ａグループ 

中山地区（七合中学校周辺、塩那団地）に観光農園とクラインガルテンをつくる． 

萩原宣子、片柳洋子、荒井文夫、大久保忠旦 
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Ｂグループ 

「清水川せせらぎ公園」を子どもわくわく広場に改善、積翆荘の活用． 

小堀弘子、西原和子、野木国子、内藤正敏、森トク、徳田サチ子、荻野目カツ子 

Ｃグループ 

烏山駅前～わいわい広場～旧烏山女子高までのにぎわいづくり、女子高校舎のホテル活用．  

柳田京子、山田恵子、塩野目和子、山田高広 

 

グループごとの提案を盛り込んだ模型が完成したのち、2009年 3月 1日のまちづくり研究会成

果発表会に模型を展示するとともに、大野邦雄が「夢のあるまちづくり模型化」の全体構想を説

明し、A,B,C 各グループの代表（萩原宣子、野木国子、山田恵子）が夢づくり提案の内容の発表

を行なった。 

このあと、さらに山あげ会館にて模型の１週間の展示、清水川せせらぎ公園での鯉のぼりまつ

り（５月２日）での展示をつうじて、市民の皆さんにお願いのチラシを配り、模型に盛り込まれ

た個別のアイデアに番号のマークづけをしておいて、夢づくり個別提案の人気投票（アンケート）

をしてもらった。 

模型の作成とその後の市民への広報・展示そしてアンケート調査にさいしては、ワークショッ

プグループのオブザーバーとして参加をお願いした市役所商工観光課の、当時の木村課長補佐、

雫課長補佐、長谷川係長、星主査には、さまざまな機会を捉えて便宜を図っていただいた。また

上記のアンケート結果の回収と、集計とりまとめも、市役所の星主査に担当していただいた。ア

ンケート回収件数は２０６枚であった。 

同年、５月２２日には、後述のような「那須烏山市長への要望書」を那須烏山市まちづくり研

究会ワークショップグループ名で市長に手渡したが、そのさいに、夢づくり提案に対する市民の

アンケート回答の集計結果を、下記のような別紙のかたちで、市民からの強い要望として添付し

た。 

 

（別紙） 

 

「夢のあるまちづくり」模型に関するアンケート結果 ～ 

那須烏山まちづくり研究会 夢づくりワークショップ 

平成２１年４月２４日から５月２日まで実施したアンケートの結果、「こんな施設があった方

がよい」という要望が多かったものは以下のとおりです。（A から C までの３つの模型を展示。

以下は各模型の展示内容。各施設名にある囲み数字は要望の多かった順位である）。 

Ａグループ模型テーマ「中山地区（七合中学校）周辺 観光農園とクラインガルテン」 

１． 七合中学校宿泊・研修施設． ⑥  ２．クラインガルテン（２０区画） ④ 

３．お花畑（四季をとおして・・・）  ４．果樹園（オーナー制度） 

５．炭焼き・そば打ち体験場 

Ｂグループ模型テーマ  「清水川せせらぎ公園（わくわく広場）」からホテル積翆」 

１．積翆荘（健康の駅）        ２．芝スライダー     

３．足湯     ①         ４．健康ロード（足裏ツボロード）    
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５．スベリ台             ６．スロープロード（乳母車・車椅子用） 

７．休み処              ８．ターザンロープ 

９．ブランコ             10. シーソー 

11. そば粉ひき水車           12．ひよけ 

13. 屋外ステージ 

Ｃグループ模型テーマ  「烏山駅前～わいわい広場～烏山女子高」 

１．駅前広場（朝市）   ③      ２．おしゃべりドーム（市民の憩いの場） 

３．けやきの宿（合宿・研修・宿泊、講堂で演奏会など）      ② 

４．わいわい広場（ちびっこ遊び場・フリーマーケット）      ⑦ 

５．蔵の美術館（滝田項一氏作品、美術愛好会作品展示）      ④ 

 

以上 

以上のアンケート結果で、提案の小項目ごとに、マルで囲んだ数字が書かれているものが、市

民による実現希望の人気投票の順位である。 

市長宛ての要請書として手渡した「要望書」は以下のとおりである。 

 

那須烏山市 大谷範雄市長 殿 

                      平成２１年５月２２日 

                    那須烏山市まちづくり研究会  

ワークショップグループ 

                    代表 大久保 忠旦（研究会委員長） 

                       萩原 宣子（女性団体連合会長）  

                       大野 邦雄（大学コンソーシアムとちぎ） 

 

ワークショップ報告ならびに施設設置ご検討願い書 

 

日頃、那須烏山市まちづくり研究会・ワークショップグループの活動にご支援を頂きまして誠

にありがとうございます。 

さて、当ワークショップグループでは、那須烏山市まちづくり研究会の分科会的な活動として、

2008 年３月から月一回のペースで夜の集まりを持ちながら、＜市民にとり今まで以上に住み良

いまちづくり＞を目指す様々な提案を出しあいました。そこで出された十数項目から３つのまち

づくり提案を選んだ上、それを視覚化するための３地区の立体模型作りに励んできました。 

大谷市長ご列席の先般３月１日の活動報告会での完成模型の発表、並びに、５月２日の鯉のぼ

りまつりにての展示と、その提案のなかの施設に関する人気投票（設置希望アンケート）を実施

させて頂いたことはご承知の通りです。その時の市民の皆様からの反響は私どもの想像以上のも

のがありまして、大方は是非実現してほしという声でした。 

元より、グループ内では模型づくりは単なる夢としてではなく、“こんなものがあったら住ん

でいて毎日が楽しいし、他のまちの人も住んでみたいと思うだろうな”という夢実現の希望を支

える嬉しい反響であったというのが偽らざる気持ちであります。 
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大谷市長におかれましては、是非共、私ども住民の願いをご賢察していただきまして、実現化

へ向けてよろしくご検討の程をお願い申し上げます。      以上。 

 

【意見欄への回答集（イ）烏山の町並みづくり関連】 

・駄菓子店等、昔の店の通りが欲しい 

・廃校になるのはさびしいが、有効利用をしてもらいたい。新しい宿舎ができたらまた来たい 

・清水川公園に足湯があったらすごい 

・那須烏山は素晴らしい自然が残されている唯一の都市ではないかと思います。 

特に川に囲まれた水の神様に守られている町でもあるといわれていますので、自然を活かした

新しい街づくりをして欲しい。 

・七合中を利用する考えがいいと思う。 

・空き校舎、空き店舗など寂しい空間が増えていくであろうことは想像に難くないですが、この

ように具体的に利用方法を考え活動されている様子、素晴らしいと思う。 

・画期的なアイデアがたくさんで興味深い。街が一体となってまちづくりをしているのが伝わっ

た。 

・町並みが古い良いところをのこされていてとても落ち着いています。廃校を利用することはと

ても良い考え。 

・空間をもっと広く（地震等非難場所） 

 

【意見欄への回答集（ロ）散策コース・自然・遊歩道】 

・烏山線 烏山駅を活かして欲しいので決めました 

・地方からのとまるところがあればもっと活かせると思う 

・お金を使わないで町の活性化ができればよい。烏山の周りの山々の活性化、山菜ときのこと落

ち葉が人々の生活につながる様、森が生き返り川が美しくなればすばらしい。 

・クライングガルテンが楽しそうですね 

・お年寄りや足の不自由な方が安心して生活できる場所が身近にあるといいと思う。私は子供で

すが、皆で遊べる広場があったらいいなあと思いました。けやきの宿や安く入れる温泉なども

あったり心が落ち着くようなお花畑もあるといいと思います。 

・お年寄りの方への配慮も見受けられて良かった。 

・足湯に行きたい 

・七合中利用クラインガルテン、果樹園等は実現可能な企画。広い敷地を利用すれば市の観光の

一大拠点ともなれる。市水川公園の企画は楽しい企画で、駅前から烏山女子高の企画と合併し

て蔵の美術館、女子高ホテル等々、大歓迎です。  

・那珂川をもっと有効利用希望 

・道の駅があるとにぎわってよいと思う。 

 

【意見欄への回答集（ハ）道の駅・観光・ホテル・宿泊施設】 

・烏山女子高の後、公共施設、ホテル等はいかがでしょうか 

・Ｂの警察裏はよいのですが運動場がなくならないように。ホテル積翠の使い道を考えて。 
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・道の駅が欲しい。烏山の物産を買えるところ せせらぎのところに 

・体験宿泊等ができるためにはファミリー向けだと思うので、宿泊費が安いと気軽に泊まって楽

しめるのがとても良いと思う。 

・他市からはじめてきました。宿泊施設があるとありがたい。年金生活者なので安くしてくれれ

ば、リピーターになれると思います。 

 

【意見欄への回答集（ニ）文化的・保養的施設・事業】 

・烏山を文化発信の地にしたい。協力をしたい。 

・学校等の使用はとても良いことだと思う 

・素敵な発想がたくさんありました。 

・どの案も取り入れたらすばらしいまちづくりになると思う。烏山和紙を存続させたいので「こ

うぞ」等の増産を進めて欲しい。 

・清水川公園を利用しているが、模型のようになれたら嬉しい。駅前を利用した蔵は観光物産店・

美術館（芸術家が多い）などにレイアウトすると市を訪れる人々にも喜んでもらえるのでは。 

・東小学校の跡は都会の子供たちや若者たちの林間学校やスポーツ施設（テニス、プール）もあ

るので水泳など、近くにゴルフ（大学生等）チームなどの訓練場のような施設を考えてみては

いかがか。大学のゼミ。都会にはない静かな環境の中で。 

・b5、b12は空間を残して欲しい。運動もするところがないと・・・。 

 

【意見欄への回答集（ホ）市政に望む】 

・夜道が暗い、街灯を全町に設置して欲しい。 

・月に１回の会合で各グループともよく製作したと感心した。若年者が定住するためには働く所

が問題。大型企業が（例えば松下電器等）撤退するなかでの？ 那須烏山市の観光のみでは？ 

那須烏山市行政がもっと力を入れなくては？ 

・今後の地域の発展を充分検討して実施できるようお願いします。特に山の活用に、林産物を利

用した手法を検討して欲しい。 

・那須烏山市の駅をよくしてもらいたい 

 

【意見欄への回答集（ヘ）研究会まちづくり模型展示について】 

・展示模型を作りまちづくりを表現したのがわかりやすくとてもよい。 

・従来言葉、文章だけの PR であったが、具体的に模型で問いかけるこの方法は非常に身近に感

じた。もし実現したら・・・。長続きさせてください。 

・とてもよくできていると思います 実現できること願っています 

・どの模型も夢のあるもので、実現できるとよい。 

・大変素晴らしい模型です 

・とても楽しい企画 実現を求む 

・いろいろなプランがあり良い 

・アイデアがあってよい 

・色とりどりで興味がわきました 
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・細かくできていてすごい。 

・造りが上手い 

・なかなか良かった 

・すてきだと思う 

・きれいです 

・花があってきれい 

・人形があってかわいい 

・すべてが工夫されていて順位をつけるのが難しかった 

・どれもとても素敵で順位をつけるのは難しいです。 

・出来ることから協力し合いたい 

 

【意見欄への回答集（ト）まちづくり研究会の活動について】 

・非常に有意義な試み。自分たちで工夫している様子が伺え好感をもった。まち全体でＰＲ活動

をすべき。全国的にコミュニケーションをとるべきで、東京のテレビ局、新聞社に企画を持ち

込み紹介してもらったらどうか。 

・夢あるまちづくり素晴らしいと思います。子供たちにこの町に住みたい 自慢したい そんな未

来いいですね 

・まちづくりが実際に実現でき、尐しづつでも活性できればよい。 

・サークル募集などの方法を公募（市内チラシ）おりこみチラシなどで記載して欲しい。活動内

容とかも詳しく載せて欲しい。 

・模型のことは全然知らなかったため、連れてきてもらって大変驚いています。市のことを良く

して行くために何か手伝えればと思う。 

・大変に労作でご苦労様です。今後のまちづくり研究会の活躍を祈ります。 

・このようなグループがあることを最近新聞で知った。素晴らしい団体だと思う。私ももう尐し

若ければ・・・。 

・具体的に活動されている方々には敬意を払います。もっと個人レベルで町づくりを考えられた

らいいと思う。 

・まちづくりは夢をかたることからだと思います。またその夢を模型作りで具体化していくこと

が実現への一歩だと思います。是非楽しいまちづくりをみんなでやっていきましょう。楽しく

なりますね。 

・町の発展に応援したい 
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３－２ 環境教育素材としての手漉き紙づくり 

研究の背景 

この研究の目的は前章、Ⅱ～１の（３）、３－２の項に述べたとおりであるが、背景としては、

幼児・児童の環境教育の観点から次のような問題点が指摘できる。一つは環境問題の内容が広範

にわたっているため、環境教育をになう教師・保育士自身が、地球規模なら温暖化問題、身近に

はゴミ問題というように限定してしまう傾向があり、とくに生物多様性保全のような生きものに

関連する環境問題までは理解を広めていない。 

また、日本の農業者の割合も尐なくなって、食品も薬品も加工されたものをスーパーマーケッ

トで購入、他の文具、衣料、家具などの生活用品も工業的に生産・加工されたものであるため、

現代の子どもたちは、ふだん食べたり使ったりしている身の回りの食品や生活資材がどういう生

物から生産されたものかについて、ほとんど知識も関心も持たない傾向が強まっている。子ども

ばかりでなく、大人であってもこの傾向は小さくない（筆者の経験では、国立大学の農学部学生

でも、落花生の実が地上の茎の上部につくとか、乳牛が出産しなくても１年中泋乳するなどと思

いこんでいる者がいた）。 

国際的にはすでに、1992年、地球環境に関する国際連合会議、いわゆる地球サミットの第１回

会議では、温暖化防止問題と並んで生物多様性保全問題が、緊急に国際協力による対策を立てる

べきこととして採りあげられた。それぞれの地球規模環境問題は、２つの国際条約として採択さ

れ、気候変動枞組み条約と生物多様性条約として発効し、多くの国々が参加・締約国となってい

る。 

日本も締約国になっており、後者については、政府が生物多様性保全国家戦略をつくって、保

全のための施策を進めている。地方自治体もそれに呼応して、環境行政担当者が「生物多様性の

保全」について一般市民への啓蒙に努めている。しかし、市民の意識調査をすると、多くの場合、

70～80％の人が知らない、意味が分からないと答えるという。かつては、近い意味で自然保護や

絶滅防止と言っていたが、国際連合では、はるかに広範な生物の役割と保全の意味を含めて生物

多様性（biological diversity）という言葉で表しているので、そこの理解がまだ深まっていない

のであろう。 

私たちの日常の食べ物が、イネという「種」（しゅ）である植物（作物）から収穫されたコメで

あり、ご飯となっている、食パンや麺類がコムギという種の作物から収穫されてつくられている、

副菜には様々な種の野菜類を調理している、などを見れば、いろいろな生物の種が地球上に生存

していることの恩恵、つまり生物の種の多様性（biological diversity of species）の豊かさがいか

に人間にとって大切かは、実生活では理解しているはずである。 

しかし、私たちが雑草だとか害虫だとか名付けて、知識もなく価値も認めていない生物でも、

生物の生息地である生態系の場では“生きものとしてのつながり”という意味で、大きな役割を

担っていて、われわれ人間はそれに気付いていないだけなのである。そのつながりまでを含め生

物世界の多様性を保全することが、現代では人間に求められるようになっている。にもかかわら

ず、日本国内でも世界の各地でも、そういう意味での生態系が年々破壊されつつある。残念なが

ら米国、中国という大国がまだ生物多様性条約に参加していないほどである。 

この現状を改めるためには、次世代を担う子どもたちに、身の回りの小さな生き物に目を向け

てもらい、大人が取るにたらないと見ている草や虫であっても、独自の精妙な生活の姿があるこ
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とを、子ども時代のうちに肌で感じとってもらう必要があるというのが、筆者らの考えである（例

えば、宇都宮市が募集した「環境創造学生提案」に採択された、本学、子ども生活学部（桂木奈

巳講師指導の学生チーム）の「親子で自然に親しむ会」の活動もその一環である）。 

事実、何人もの優れた自然科学研究者たちが、“子どものころに昆虫尐年だったことが成果につ

ながったと思う、自然の世界は思いがけないことが起こり、予想通りにはいかないものだと肌で

知るようになった”と述べている（ノーベル賞受賞者の利根川進、下村脩、白川英樹、田中耕一

の各氏ほか）。 

ところが、近年は子どもたちが自然に触れる機会が年々減っている上（後述）、日本の農業者の

割合も尐なくなったことも加わって、上述したように、私たちの身の回りの多くの資材や食品、

薬品までも生物の生産物であることを、子どもたちが知らない傾向が強まっている。この現状を

いかに改めるか、がこの研究の背景でありねらいでもある。 

Ⅱ章 1節の 研究課題と活動趣意、第 3-2項に述べた研究目的、および上述の背景のもとに、次

の３段階の研究を実施した。研究の方法、結果および考察を以下に要約する。 

 

 3-2-1. 那須野地域における野生種コウゾの分布と栽培の試み 

        ～ 烏山和紙原料の地元生産普及の支援も兼ねて 

                （研究実施者：大久保忠旦・桂木奈巳・市川 舞） 

幼尐時の自然体験のためには、森林や草原に直接入り込む機会が日常的に得られることが望ま

しいが、都市的環境ではその機会は多くはない。そこで、生活の場で常に手にしている生物起源

の資材をとりあげ、その原料の生育の場から、材料採取、処理・加工、そして生活資材になるま

での流れ（生活資材のライフサイクル）をたどる方法によって、＜身の回りの資材に自然を感じ

取るという環境教育＞の可能性を探ろうとする。 

この研究では生活資材としての紙を対象に、容易に採取できる原料の野生コウゾ（ヒメコウゾ）

の生育と分布状況を観察し、さらにその茎を採集して手漉きで和紙をつくる、という環境教育プ

ログラム作成を想定する。 

那須烏山地区には“烏山和紙”として知られる高級品質の手漉き和紙製作の伝統がある。その

原料であるコウゾ（楮、桑科コウゾ属またはカジノキ属、学名 Broussonetia kazinoki または

左と カジノキ B. papyrifera との雑種 ）は、かつては那須地域一帯でも栽培され、ナスコウゾ

（那須楮）として日本でもっとも高品質の和紙の原料植物とされていたが、すでに述べたように、

現在は茨城県北部の特定の農家が栽培しているに過ぎず、那須楮の苗も、収穫・調製後の乾燥貯

蔵材料である「黒皮」も、高級和紙の原料として高価にならざるをえない。 

しかし筆者らの、「コウゾの生育観察から始める環境教育のための手漉き紙づくり」の場合は、

野生のコウゾ、ヒメコウゾを原料として選ぶことで容易に目的が達成できるはずである。そこで

この研究の第１段階では、先ず野生コウゾの生育している生態的環境を、教育対象である学生に

観察させる場と位置付けた上で、コウゾ自生株の地理的な分布を調べた。次いで、それらの自生

株の分枝（挿し穂）と種子を採集して挿し木育苗試験と播種試験をおこない、簡易な増殖方法を

探索した。さらに育てた苗を市民農園借地に移植し、和紙原料木（生茎、生楮）の収穫可能量を

調べる試みをおこなった。 

結果と考察 
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自生株の分布：那須烏山市郊外の一部と那須塩原市郊外の一部でそれぞれ 1辺 8kmの方形の区域

を選び、これに 2kmｘ2km、16区画のメッシュを設定し、車道と歩道をゆっくり通りながら視認

できる範囲でコウゾの自生成木（直径約 7cm以上、高さ約 3m以上）の分布を調べた。那須烏山

地区では 20 株、那須塩原地区では 21 株であった。2 km 四方に 1 株以上は自生していることに

なる。あまり手入れされていない雑木林か赤松林の林縁と那珂川の土手沿いに多くみられた。（図

は省略）。 

挿し木・種子からの育苗：2007 年と 2008年に、それぞれ 3月中旬、6月初旬、9月中旬、11月

下旬に毎回、各地の自生株から分枝（長さ 15cm）30 本と、彦生え（地中横走根からの萌芽、長

さ 20cm）12本をそれぞれ採取し、鹿沼土を用いた市販のプランターと鉢に挿し木した。8 月上・

中旬以外は灌水はしなかった。結果として、6 月初旬の挿し穂が 60%の活着率であり、他の時期

は 20％で、6月以外は実用性は薄い。 

 種子からの育苗では、2007年 6月に黄色キイチゴ状に熟した実を採り、新聞紙で挟んで押しつ

ぶした状態で 1年余保存し、2008年 9月に播種したところ、2009年 5月に発芽、2010年 5月に

は、挿し穂１年生と同程度に成長した。個体数確保には良いが、生育には挿し木より時間がかか

る。 （写真：野生コウゾと那須楮） 

栽培、収穫、調製：2008年に市民農園に移植した彦生え苗 10株が、移植 2年後、2010年 2月に、

1 株ごとの萌芽茎は３本、茎の太さ平均 2.7cm（基部）、茎長 約 1.7m～2.5ｍとなったので株元

を残して伐採、収穫した。茎を平均 65cmに切り、学生実習調理用の大鍋で 20～30分煮沸したの

ち、表皮の収縮を目やすに熱湯から引き上げ、すぐに皮を剥いだ。剥いだ皮は暖房・通気のある

室内で乾燥し、保存可能な「黒皮」とした。 

収量：10 株あたりの生茎重量：13367.8ｇ、10 株当たりの黒皮重量：2307.1g であった。生茎

当たり黒皮の重量比は、平均で 0.172である。これを茎の基部太さ別でみると、 

A（直径 20~30ｍｍ）；13.8% ,  B (10 ～20mm)；16.6%,  C（4～10mm）；21.5%、標準偏差

±4.05%（平均）であった。 

この 10株が占める畑面積は 3.6㎡であったから、10アール当たり換算では、生茎 3713kg、黒

皮 665kgの収量になる。ただしここでの収穫はいわば 2年間の生産量に相当するから、１年あた

りとすれば、黒皮で 333kg となろう。この収量を既往の農家の栽培例と比較すると、大分県の

例では、移植 2年目と 3年目で生茎 675kgと 1200kg、黒皮 112kgと 212kgを肥沃地の標準収量、

10年間平均で黒皮 239kgの収穫が見込まれるとしている（後藤環（1952）「コウゾの栽培につい

て」二豊農業）。筆者らの収量の値は、野生のコウゾの、しかも込み合いの尐ない株数での値であ

り、栽培種の標準収量との比較は無理がある。しかしそれを考慮しても、筆者らの計画する環境

教育のための原材料確保の意味では、本研究の結果は活用できると考えられる。 

 

3-2-2．手漉き紙の製作法と原料生産の変遷 

              （研究実施者：大久保忠旦・桂木奈巳・市川舞） 

 この研究では、主に過去における那須楮の研究と、コウゾの種類（系統）による品質の違い、

烏山和紙の生産の盛衰の歴史と和紙製作法の変遷に関する資料、図書、および江戸末期の大蔵永

常によるコウゾ栽培の勧め（「広益国産考」1844 年）などの文献を参照し、併せて専門家からそ

の経験の聞き取りをおこなった。 
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主に、手漉き紙の製作法と原料生産がどのようにして変わってきたか、をたどるとともに、前

報に述べた筆者らの「子どもたちの環境教育のための手漉き紙づくり」による教育プログラム作

成にさいしての問題点を考えてみた。すなわち、“和紙の原料である植物・コウゾが生育している

姿の観察から出発すること”を前提とした「手漉き紙づくり環境教育プログラム」を作成するさ

いの問題点は、 

１）高級和紙原料として流通している高価な那須楮の黒皮、白皮を使わずに、野生もしくは自家産の

コウゾを使うとすれば、教育面の支障なしにどのようなコウゾの種類（生態型）で代替できそう

か。 

２）那須烏山地方の伝統的な手漉き紙づくりの手順のうち、子どもたち向けに、どの部分を簡略化で

きるか。 

の 2点である。この点に留意しつつ関連資料について調査を試みた。 

研究の表題にかかわる上述の文献類のうち、図書に関しては読者が直接、原書を参照していた

だくことが望ましいので、ここでは内容の再録・引用は省略する。ただし、烏山和紙会館の福田

弘平館長（無形文化財 程村紙 製作技術保持者）から、生前、筆者が直接聞き取りをする機会を

いただいた折の貴重な談話の内容と、旧烏山女子高校の社会部（研究サークル）が調査し、ガリ

版刷で発表した文書（学校祭研究報告、1982 年）、および従来あまり注目されていなかった大蔵

永常の著書の内容（3 つの資料のいずれも、後記の筆者らの論文には引用記載）については、い

わば発掘のような意味で、一部分を抜粋して以下に紹介してみたい。 
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写真１ 野生コウゾの栽培                     

（根からの萌芽を採取、挿し木発根後移植、2年生） 

（南那須藤田、筆者借用の市民農園） 

 

 

写真３ 表皮を剥ぐ 写真４ オクラからネリをとる 

写真５ ネリと紙素を混ぜる 写真６ 紙を漉く 

写真２ 那須楮（和紙の里・福田弘平氏栽培畑）

（株元から 4 本の萌芽を伸長させ、腋芽はすべて

掻き取り、他の枝と擦れあわないように仕立てる） 
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 図２ プログラムを経験した学生の感想 

単位:% 

身近な自然を感じる 

子どもに対して 

自然の大切を感じる 

工程について 

モノを大切にする 

 自然素材で作った物を眺
める事で、自然をより身近
に感じることが出来る 

 身近な材料を使う事で親
近感がわく 

 自然と身近な物の関係は
切っても切れないと思った 

 こういう活動を通して子ど
もに自然の大切さを伝えたい   

 ぬるぬるなどの感触で子ど
もたちと自然を感じて遊べる 

 自然を大切にしようと
思う意識が高まる 

 自然の凄さを感じた 

素材について 

 紙を作る事の大変さを実
感、物を大切にしようと思う 

 自然には限りがあるので、
大切に使おうと思う 

（紙にした時の）木の
皮のかすが良い 

 化学製品を使わずに
作るのがすごい 

 紙は木で出来ていると知っ
てはいたが、体験しないとわか
らないことが多かった 

 毎日使っている物の作り方
を知り、意外に大変だと思った 
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（４）宇都宮共和大学 

 

那須烏山市まちづくり研究会での研究成果 

大型路上広告効果測定と市内循環バスラッピング計画を中心に 

 

内藤 英二 

 

１．大型路上広告による地域産業支援の構想 

 

 2012 年 4 月に現職に着任して以来、宇都宮市及び栃木県の各地方自治体が実践してきている

地域産業支援のための諸施策に対し、勤務先である宇都宮共和大学シティライフ学部が、どのよ

うな支援を展開することができるか、という課題について、検討を重ねてきた。 

 大型路上広告による地域産業支援の構想は、学内外の有識者及び栃木県庁・宇都宮市役所その

他県内地方自治体の政策実務担当者、そして担当科目であるマーケティング論、経営学関連科目、

ゼミ等の履修学生との議論の過程で得たものである。 

 ここにいう大型路上広告とは、宇都宮市大通り 1 丁目 13 番 8 号所在の本学シティライフ学部

本館校舎の南側、大通りに面した 2階メディアセンターと 3階図書館とを結ぶ吹抜け部分の大窓、

縦横約 8 メートル四方の内側に、地域産業振興を目的として各自治体が実施するイベントの広

告・宣伝を掲示することにより、そのイベントの周知と観客動員数の増加を促すことを目的とし

ている。 

 支援の対象となるのは、開催の規模が比較的小さく、従って、集客のための広告・宣伝に多額

の支出をすることが困難なイベントである。 

 

２．那須烏山市での「鯉のぼりまつり」支援のための大型路上広告効果測定実験 

 

（１）実験の経緯 

 前述したような性格を有するイベントとして、2013 年 5 月 3 日（日）に那須烏山市で開催さ

れる『第 6 回鯉のぼりまつり』を選定した。 

那須烏山市は栃木県の東部に位置し、宇都宮市街地の北東、約 30ｋｍの距離にあって、西部は

高根沢町、北部はさくら市、那珂川町、南部は市貝町、茂木町、東部は茨城県常陸大宮市に接し

ている。平成 17 年（2005 年）10 月１日に那須郡南那須町と同郡烏山町が合併し、那須烏山市と

なったもので、総面積は 174．42ｋ㎡（県全体の 2．7％）、平成 25 年（2013 年）9 月 1 日の時

点で、人口約 29000 人、世帯数 10600 世帯になる。１） 

注１）那須烏山市役所ＨＰ（http://www.city.nasukarasuyama.lg.jp/6,0,13.html） 

 『鯉のぼりまつり』は、那須烏山市市役所商工観光課と同市まちづくり研究会が主導する地域

産業振興を目的とするイベントであり、市内の地域資源の一つである特産品の和紙を題材とし、
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地域の子供たちが和紙を素材にして作成した鯉のぼりを、会場となる市内清水川せせらぎ公園に

展示すると同時に、県立烏山高等学校ブラスバンド部や地元音楽愛好家グループの演奏、イベン

トの立ち上げから協力関係にある足利工業大学、国際医療福祉大学、白鷗大学の学生サークルの

各種パフォーマンス等、様々なプログラムが催行される。 

 宇都宮共和大学は、元副学長大久保忠且教授（現名誉教授）が、那須烏山市まちづくり研究会

の会長を務め、長年、同研究会の運営に寄与されてきたが、在籍学生の減尐傾向もあって、近年

では、上記 3大学のような在籍学生を動員した協力体制はとっていなかった。宇都宮市内の中心

市街地に位置するというシティライフ学部（宇都宮シティキャンパス）の立地を活用して、那須

烏山市の産業振興に何らかの協力ができないかという問題意識が生じたのには、こうした背景が

あった。 

（２）「鯉のぼりまつり」大型路上広告の規模と構造、掲示作業の手順 

 図―１は、「鯉のぼりまつり」のための大型路上広告の原図である。6 枚のパーツから構成され

ており、この原図をもとにシティライフ学部に装備されている大判プリンターを活用して、短辺

112 ㎝（実測値 111.8 ㎝）長辺 178 ㎝の印刷物を 6 枚印刷し、これらを 3 枚ずつ白色の布テープ

で張り合わせて短辺 178 ㎝長辺 336 ㎝の大型ユニットを 2 枚作製した。この作業に当たっては、

ＥＸゼミナール（マーケティング論）に所属するシティライフ学部２年生４名を含む学生７名の

協力を得て、およそ３時間を要した。【図―２】 

 作成の手順は、第１に、３枚のパーツの裏表を布テープで張り合わせ、大型ユニットを作成す

る。 

 第２に、大型ユニットの上辺に布テープで５か所のループを作成する。ループは布テープ（白

色幅 50 ㎜×長さ 25ｍ）を 16 ㎝に切り、さらに 10 ㎝に切った布テープを先の 16 ㎝の布テープ

の中心線に沿って接着面同士を張り合わせてから、大型ユニットの上端を残った接着面で挟み込

んでループを作成する。【図―３】 

 

図―３ ループの作成と大型パーツユニット上端への装着 

①2 種類の布テープを中心線そって貼りあわせる。     ②大型パーツの上端を残りの接着

面で挟み揉んでループを作る 
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実際のループの形状（支柱を挿入した状態） 

 

 第 3 に、大型ユニットの上端に装着した 5 つのループに支柱となる園芸用ポール（スチール製。

直径 11 ㎜×長さ 182 ㎝、重さ約 125ｇ）を通す。【図―４】 

 

図―４ 支柱となる園芸用ポールの挿入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型ユニットに支柱を挿入した状態 

 

 

第 4 に、直径３㎜のナイロンループで２重のループを作って支柱となる園芸用ポールの両端に

固定し、簡易カラビナ（商品名フラットミニ２）２個を装着する。【図―５】 

第６回 

大型ユニット 

園芸用ポール 
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図―５ 園芸用ポールの先端に簡易カラビナを固定する。 

 

 

第５に、大型路上広告の設置場所である、２階メディアセンターと３階図書館の部分の電動ブ

ラインドの下端にも、ナイロンロープで同様の２重のループを取り付け、先の簡易カラビナを介

して、電動ブラインドの下端に大型ユニットを接続する。【図―６】 

基本ユニットを簡易カラビナを介して掲示する理由は、掲示作業の簡便化と作業時間の短縮、

新旧の大型路上広告を交換したり、掲示位置を変化させて、より効果的な広告・宣伝が出来るよ

うにするためであって、単一のイベントの為に短い期間に限って掲示する場合であれば、電動ブ

ラインドの下端と基本ユニット上端の支柱とは、ナイロンロープで固定しても、問題はないであ

ろう。 

 

図―6 大型ユニットと電動ブラインド下端の接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の作業を２回、繰り返すことによって、大型路上広告の掲示が完了する。図―７は完成し

た那須烏山市鯉のぼりまつりのための大型路上広告の、実際の掲示風景である。 

第６回 

大型ユニット 

電動ブラインド 

ナイロンロープのループ 

簡易カラビナ 



Ⅱ-2 主な活動成果の報告 （3）宇都宮共和大学 内藤 英二  141 

（３）大型路上広告の製作費用 

 

 鯉のぼりまつりの大型路上広告は、地域産業支援のための最初の試みである。既に述べたよう

に、その規模は、短辺 178 ㎝、長辺 336 ㎝の大型ユニット 2 枚分、左右に 2 分割されているが、

全体の大きさは縦横の長さがそれぞれ 336㎝になる。今後の作成作業の便宜上、このパーツ 6枚、

大型ユニット 2 枚の組み合わせを基本ユニットとしている。 

 基本ユニットは、２階・３階の吹き抜け部分の窓の大きさ、縦横約８メートルの４分の１に相

当し、このことから、吹抜け部分の窓には、基本ユニット４枚、大型ユニット８枚、パーツ２４

枚が掲示可能なことになる。 

 そこで、基本ユニット１枚分を製作するに当たって要した費用を、計算してみると概算で 6,500

円程度になる。費用積算の詳細は以下の表―1 のとおりであるが、計算根拠の中には、インクの

使用量から換算した費用とナイロン・ロープの費用は含まれていない。同様の規模のカラー印刷

物の大型出力費用をインターネット上で見積もりをとってみたところ、パーツ 1 枚の印刷単価は

消費税込で 6865 円であった。２） 

 大量取引による割引があることを考慮に入れても、業者に同様の規模の大判印刷を依頼した場

合、単純計算ではパーツ 6 枚分で上記見積金額の 6 倍以上の費用が必要になるといえるのであっ

て、規模の小さなイベントの支援策としての大型路上広告による広告宣伝費削減の効果が期待で

きる。 

注２）大判サイズ専門 大型出力屋.com HP(http://www.ogata-print.com)  

 

表―1 那須烏山市第 6 回鯉のぼりまつり支援大型路上広告製作費用試算表 

 

費用項目  単価 使用量 費用金額  積算根拠 

①マット紙 440 円 10.8m 4868 円  1118 ㎜幅×25ｍマット紙 11000 円※１） 

      1ｍ当り単価 11000 円÷25ｍ＝440 円 

      基本ユニット当たりマット紙使用量 

                       1.8（実測 1.78）メートル×6 枚＝10.8ｍ 

②布テープ 16 円 27.7ｍ 443 円  50 ㎜幅×25ｍ布テープ 400 円※２）  

      1ｍ当り単価 400 円÷25ｍ＝16 円 

                       基本ユニット当たり布テープ使用量 27.7ｍ 

                       1.8ｍ×７か所×２＝25.2ｍ（パーツ貼り合せ） 

       0.22m×5 か所×２＝2.2ｍ（ループ作成） 

③大型ユニット 105 円 2 本 205 円 

支柱用園芸ポール 

 

④簡易カラビナ※３）245 円 4 個 980 円 

 

⑤合計金額   6486 円 
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※1）エプソン『ＭＣ厚手マット紙ロール』型番ＭＣＳＰ４４Ｒ４、仕様約 1118 ㎜幅 25ｍの標

準価格。エプソンＨＰ（http://epson.jpproducts/supply/shomouhin/paper/ooban_paper.htm） 

※2）積水化学工業カラー布テープＮｏ．600Ｖ白 1 セット（5 巻入り）の価格 1945 円から 389

円を算出、計算を簡略化するために 400 円に単価を設定してある。 

※3）簡易カラビナはスポーツ用品店のキャンプ用品、登山用品売り場で購入が可能である。 

 

 

（４）大型路上広告の効果 

 

 大型路上広告の効果測定実験の期間段階では、大通りの通行人数を 1 ヶ月約 7 万人と仮定して、

一つのイベントの広告を 2 か月間掲示し、通行者の 7 割がその広告を記憶に残すとした場合、10

万人に対する訴求が可能である、という試算がある。３） 

 

注３）宇都宮共和大学名誉教授大久保忠旦先生の試算による。 

   1 時間当たりの位置方向への通行者数       60 人 

   バス乗客を含む 4 方向への 1 時間当たりの通行者数      240 人 

   昼間の 10 時間の通行者数（1 日当たり通行者数）    2400 人 

   1 か月当り通行者数         7200 人 

   このうちの 7 割の通行者が広告を記憶したと仮定した場合の 1 か月当りの人数  5 万人 

 

 那須烏山市の場合、「鯉のぼりまつり」のための大型路上広告は、2013 年 4 月 26 日（金）午

後 5 時 30 分に掲示し、6 日後の 5 月 2 日（木）午後 3 時 30 分に撤収した。 

 5 月 3 日のイベント当日には、会場である那須烏山市清水川せせらぎ公園において、参加者 450

人中 100 人にアンケート調査を実施し【図―８】、その結果、表―２の通り、3 名の参加者から『路

上広告を見たことがある』との回答を得た。路上広告に関するその他の回答結果は、見たことが

ない 60 人、不明（無回答）３７名であった。 

 

表－２ 2013 年 5 月 3 日(金)那須烏山市鯉のぼりまつり大型路上広告効果測定実験結果 

(単純集計） 

回収票数 １００枚【人】 

 

質問１ 路上広告を見たことがありますか？ 

 １．ある   ３人   70 代男性 住所・無回答 

50 代女性 那須烏山市内在住 

                      50 代女性 宇都宮市内在住 

 ２．ない   ６０人 

 不明【無回答】  ３７人 

 



Ⅱ-2 主な活動成果の報告 （3）宇都宮共和大学 内藤 英二  143 

質問２ 鯉のぼりまつりに来たのは何回目ですか？ 

 １．初めて   46 人 

 ２．2 回目   28 人 

 ３．3 回目   8 人 

 ４．4 回以上   8 人 

 ５．ほぼ毎年   10 人 

    不明【無回答】   0 人 

 

回答者属性 

 

Ａ.性別 １．男性   28 人 

 ２．女性   69 人 

 不明【無回答】   3 人 

 

Ｂ.年齢 １．14 歳以下   3 人 

 ２．15－19   40 人 

 ３．20 代   14 人 

 ４．30 代   8 人 

 ５．40 代   6 人 

 ６．50 代   6 人 

 ７．60 代   6 人 

 ８．70 代   12 人 

 ９．80 歳以上   2 人 

 不明【無回答】   3 人 

 

Ｃ.住所 １．宇都宮市内（烏山市外） 6 人 

 ２．宇都宮市外（烏山市内） 87 人 

 不明【無回答】   7 人 

 

調査協力：那須烏山市まちづくり研究会 

調査実施：宇都宮共和大学 シティライフ学部内藤ゼミ（マーケティング論） 

調査日程：2013 年 5 月 9 日 
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図―１ 鯉のぼりまつり大型路上広告原図（２０１３年） 

 

 

 

図－２ 大型路上広告の作成風景       図―７ 鯉のぼりまつり大型路上広告の実際の 

掲示風景 
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図―８鯉のぼりまつり同日の大型路上広告効果測定実験の掲示 

 

 

３．２０１４年第７回鯉のぼりまつりにおける大型路上広告 

 

 内藤ゼミナールによる 2 回目の大型路上広告効果測定実験は、２０１４年５月１７日（土）・

１８日（日）の二日間にわたって実施された第７回鯉のぼりまつりにおいて実施された。このイ

ベントは八溝そば街道そばまつりと合同での開催となり、会場も大桶運動公園と前回よりも大規

模なものとなった。 

 

（１）大型路上広告の概要 

 

 第７回鯉のぼりまつり支援のための大型路上広告は、長辺約 181ｃｍ、短辺訳 112ｃｍのパー

ツを 12 枚で構成されており、掲示の期間は２０１４年５月１２日（月）午後５時（掲示）、から

５月１９日（月）午前中（撤収）にいたる８日間であった【図―９、図―１０】 

 

図―９ 第７回鯉のぼりまつり支援    図―１０ 第７回鯉のぼりまつり支援大型路上広告 

大型路上広告原図             の実際の掲示風景 
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前年の掲示期間がイベント開催前日までの６日間であったのに対し、今回の掲示期間は２日間

のイベント開催期間を含んでいるため、実質的なの掲示期間は１６日（金）までの５日間である

ことに注意を要する。掲示作業の経験を蓄積する過程において、使用するパーツの面積をコピー

機の許容範囲に設定し、前年よりも面積としては２倍に相当する１２枚のパーツを活用すること

が可能となったか、実質的な掲示期間は前回よりも１日短縮されることになって、広告効果測定

実験として十分な資料が得られるかどうかが懸念されるところであった。 

 

（２）大型路上広告の効果測定結果 

 

 ２０１４年の広告効果測定は、国際医療福祉大学中田健吾先生のご厚意により、同ゼミナール

４年生２名の卒業研究の一環として実施された現地アンケート調査の設問の一部、そばまつり、

鯉のぼりまつりの開催認知媒体に関する設問の選択肢の一つとして「⑤大型路上広告を見て」を

設定していただいた。卒業論文作成のための資料収集という貴重な紙面に、敢えて異質の選択肢

を含めることに同意してくださった中田先生と菅野さん、高根沢さんに対し、この場をお借りし

て謝辞を述べさせていただきたい。 

 平成２６年６月１９日（木）開催の鯉のぼりまつり反省会にて提示された国際医療福祉大学中

田ゼミナール「第７回鯉のぼりまつり来場者データ」によると、アンケート回収数は１６８、居

住地域別の内訳では那須烏山市内在住５４、市外在住１１４、日付別では５月１７日が８６、１

８日は８２の回答票が得られた。 

 現地アンケート調査の設問中、イベント開催を認知する契機となった媒体に関する質問は、①

ポスター、②那須烏山市広報、③同市ホームページ、④下野新聞、⑤（大型）路上広告、⑥知人・

友人からの口コミ、⑦その他の７項目からなり、⑤（大型）路上広告を見てイベントの開催を知

ったと回答したのは那須烏山市内と市外併せて１０人であって、回答者総数１６８人に占める割

合は、５．９５％と前回２０１３年の３％と比較して、ほぼ２倍の水準となった。 

  

４．市内循環バスラッピング計画 

 

 「市内循環バスラッピング計画」は那須烏山市まちづくり研究会の中でも中心的な役割を担っ

てきた「ワークショップグループ」と「宇都宮共和大学シティライフ学部マーケティング論履修

学生による製品開発ユニットＵＫＵ５３」との共同研究の成果である。 

 

（１）ラッピングバスの開発 

 

１）販売促進の一手段としての宇都宮共和大学・宇都宮短期大学ランピングバスの開発 

 

 実際の共和大ロゴパロディーの開発は、ＵＫＵ５３が発足した２０１３年より１年前の２０１

２年春学期に溯る。 

 この時点では「販売促進」のワークアウト課題として、１４名の履修学生が改良を重ねて４８
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の共和大ロゴパロディーを製作した。 

 ２０１２年秋学期には、同じく販売促進のワークアウト課題として、これらのロゴパロディー

を利用して、宇都宮共和大学もしくはシティライフ学部の存在を広く宇都宮市民や栃木県民に知

ってもらうための路線バスへのラッピング・デザインの製作という課題が、履修学生２６名に対

して与えられ、１７名の学生がデザイン案を製作、提出した。【図―１１】 

 ラッピングバス・デザインのワークシートはパワーポイントで製作され、切り抜いて立体的な

ペーパーモデルとして比較検討できるようになっており、「マーケティング論Ⅱ」の授業では、１

７のペーパーモデルを教室に展示し、履修学生全員が全体のデザインとキャッチコピーの２点に

ついて、３回の投票を実施し、優秀なアイデアを選出するという作業を行った。【図―１２】 

 

図―１１ ラッピングバス・デザインの     図―１２ マーケティング論でのラッピングバス 

ワークシートの実例              ・アイデアの投票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）共和大学フル・ラッピングバスの運行実現 

 

 共和大学ラッピングバス・デザインの課題は、あくまでもシミュレーションとして実施された

ものであったが、アイデア選出等の授業風景が大学紹介ＤＶＤの撮影対象となるなどの影響もあ

ってか、大学法人内で２０１３年の春から俄かに具体的化に向けての調整作業が実施された。 

 その結果として学生による３回の投票で、２回にわたって上位３位入賞を果たした、大空に虹

と雲と風船を配置したデザイン案１点と「輝ける未来へ」というキャッチコピーを基本とし、そ

の他のアイデアをも随所にとりいれた、栃木県内の大学としては初めてのフルラッピングバスが、

関東自動車の路線バスとして、２０１３年７月より、ＪＲ宇都宮駅・新鹿沼間で一日５往復する

こととなった。宇都宮共和大学都２学部と宇都宮短期大学２学科の名称を記載したフルラッピン

グバスは、現在も運行中である。【図―１３】 
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図―１３ 宇都宮共和大学・宇都宮短期大学フルラッピングバスとそのデザイン原案 

 

 

（２）那須烏山市まちづくり研究会への参加 

 

１）研究会からＵＫＵ５３への研究参加依頼 

 

 『マーケティング論Ⅰ・Ⅱ』の指導教員である内藤は、宇都宮市役所をはじめとする複数

の自治体のまちづくり推進活動に外部の専門委員あるいは学識経験者として参加しており、

那須烏市商工観光課が事務局を担当している、「那須烏山市まちづくり研究会」もそうした団

体の一つである。 

 同市のまちづくり研究会は約 2 か月に１回のペースで市内でのワークショップを開催して

おり、内藤も研究会の委員長である宇都宮共和大学の大久保忠旦名誉教授とともにほぼ、毎

回、ワークショップに出席している。 

 ２０１３年秋に市内で開催されたワークショップの席上、参加者の女性から、「那須烏山市

が運営している４系統の市内循環バスは、車体の色合いが地味すぎて、例えば、初めて那須

烏山市を訪れた観光客がＪＲ烏山線の烏山駅を降りて、駅前に停車している市内循環バスを

見ても、このままでは乗る気にはならないのではないか」という意見が出された。 

 この意見を受けて、内藤からシティライフ学部の『マーケティング論』の授業で、昨年は

課題として大学のラッピングデザインの作成を取り上げ、実際に運行しているという説明が

なされた。 

 ワークショップでは、翌年の３月に予定されている「那須烏山市まちづくり研究会成果報

告会」の研究テーマを、市内循環バスのラッピングデザインに決定し、その共同研究の主体

として、シティライフ学部マーケティング論履修学生、即ち「ＵＫＵ５３」を指定し、市内

循環バスのラッピングデザインを依頼した。 

 内藤は、２０１３年秋学期に開講されていた「マーケティング論」の授業の一環として５

９名の履修学生に対して、那須烏山市の市内循環バスへのラッピングデザインの作成という

ワークアウト課題を課し、２０１３年末までに２７のアイデアが提出された。【図―１４】 
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２）まちづくり活動報告会 

 

 ＵＫＵ５３による２７のデザイン案は、立体的なペーパーモデルとして製作され、２０１

３年３月１日に那須烏山商工会館で開催された「那須烏山市まちづくり研究会活動報告会」

に提出された。 

 ラッピングバスの立体デザインペーパーモデルの作成と、成果報告会当日のポスターによ

る研究趣旨説明は、ＵＫＵの主要メンバーでもある内藤ゼミナールのゼミ生６名が担当した。

【図―１５】 この研究成果報告は好評を得て、研究会終了後、２７のラッピングバス・デ

ザインペーパーモデルは、約２週間にわたって、那須烏山市役所玄関に展示された。 

 

図―１４ 那須烏山市市内循環バスラッピングデザインの実例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―１５ 那須烏山市まちづくり研究会活動報告会でのＵＫＵ５３による研究報告の様子 
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３）那須烏山市長への提案 

 

 那須烏山市まちづくり研究会は、市役所、商工会、地域住民等から構成され、宇都宮共和大学、

足利工業大学、国際医療福祉大学、白鷗大学、県立烏山高校等の学生生徒も参加して、市の地域

振興に関わる各種の研究活動を実践している。 

１期３年を活動期間の基本として、２０１５年発足９年目を迎える組織である。 

 協力体制をとる各教育機関は、研究会の方針として、あくまで学生・生徒の教育の一環として

研究活動に参加しており、委託研究費などを委細、設定も受領もしていない。 

 こうした研究会の性格上、その活動内容は、各自の研究活動成果から導きだされ那須烏山市の

まちづくりに有効と思われる施策やアイデアの提案に留まり、例えば研究会によって開発された

アイデアが、何らかの形で市長、あるいは市役所の担当部署に提案されるということは、特にな

かった。 

 今回の市内循環バスラッピング計画は、構想の段階から、一部の関係者の間で、費用対効果の

見込めない計画に基づいて市の財産である市内循環バスにラッピングの費用を支出することは難

しい、との意見があった。 

 こうした意見に対して内藤ゼミでは、９年という長期にわたり、行政、地域住民、大学・高校

等の教育機関等が協力して研究活動を実施し、その間、それらの研究活動の成果が市政において

検討された事例が極めて尐ないのは何故か、という疑問が生じていた。 

 同時に、後述するように、那須烏山市には関係のない６０人近い学生が品に循環バスのラッピ

ングバスのデザインを考える過程において、学生たちは市と周辺の地域資源について多くのこと

を発見し、また再認識することが可能となり、ラッピングバス計画の実現は、このような費用以

外の、住民の意識の面での効果に期待が出来る、という意見が、内藤ゼミばかりでなくまちづく

り研究会の内部にも発生していた。 

こうした動きを受けて、那須烏山市商工観光課の真摯な対応と努力の結果、２０１４年７月１

７日には、市内循環バスラッピング計画のアイデアは、まちづくり研究会からの提案書という形

で、大谷範雄那須烏山市長に提出された。 

 提案書には、まちづくり研究会と共同で研究活動をし、実際に市内循環バスのラッピングデザ

インを担当した「マーケティング論」履修学生と、研究活動報告会に参加したゼミ生の意見も盛

り込まれていた。 

 研究活動報告と同様に、提案書では市内循環バスのラッピングデザインをコンテスト形式で、

市内の幼稚園、小中学校、高等学校の園児、児童、生徒を対象に実施することをうたっている。

これは前述したように、約６０人の学生が２７のデザイン案を考える過程で、例えば、那須烏山

市の「花」である辛夷（こぶし）の花言葉は「友情、歓迎、信頼」である、那須烏市には豊かな

自然と近代化遺産、農産物やその他の物産品がある、等の多くの知識、地域資源に関する情報を

得たことに起因している。 

 こうした活動をコンテスト形式で、市全域を挙げて実施することが出来れば、特に若年層の住

民による、那須烏山市の地域資源に対する再発見、再認識の効果は大きなものになるに違いない、

というのが、マーケティング論やゼミの授業を通じて学生たちが到達した仮説であった。 
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 さらに、市内循環バスに自分自身のデザインが採用された場合、特に年尐の応募者は、バスや

自分の住んでいる那須烏山市がもっと好きになるに違いない、という「ふる里」に対する愛着を

喚起する効果についても、研究活動成果を取りまとめる過程で、ゼミ生の間で何回が議論された

ところであった。 

 また、提案書では、ラッピングバスデザインコンテストを実施する上で想定されるスケジ

ュールと計画を実施するための費用概算を次のように示し、計画の実現可能性を強調してい

る。【表―３、表―４】 

 

表―３ 那須烏山市内循環バスラッピング計画―計画期間とスケジュール 

 

１）計画期間  

 2014 年 9 月から 2015 年 3 月までの 6 か月 

２）スケジュール 

2014 年 9 月＝市内循環バスラッピングデザインコンテスト準備 

       ①市内幼稚園児、小学校児童、中学校生徒（約 2500 名）烏山高校生、 

一般【大人】の 5 部門を対象として実施。 

       ②ポスター・応募用紙作成。応募用紙は市内各所に配置すると共に、市 

        役所ＨＰ上にファイルを公開し、ダウンロードできるようにする。 

2014 年 10 月＝コンテスト 1 次選考実施 

～11 月    ①応募作品の分類作業と第 1 次選考 

②応募作品の中から幼稚園、小学校、中学校、高校、一般の 5 部門ごと 

 に 10 点ずつ、計 50 点の作品を選出。 

 2014 年 12 月＝コンテスト 2 次選考実施 

①1 次選考通過作品 50 点のペーパークラフトモデルを作成。 

②①を一般公開展示し、優秀作品５点を来場者の投票で決定する。 

 2015 年  1 月＝業者へのバスラッピング作業発注 

 ～3 月      ①専門業者へのバスラッピング作業発注に際しては、ボディに 15 件分の 

広告掲載スペースを確保し、市内外の企業に広く協賛を呼びかけ広告 

費を募り、製作費用の一部を捻出する。 

2015 年  4 月＝ラッピングバス市内運行開始。 

 

 

表―４ 那須烏山市内循環バスラッピング計画費用（概算） 

 

Ａ．ラッピングバス製作委託費     300 万円※   190 万円 

 ①製作費      ＠60 万円×4 台＝240 万円     ＠40 万円×4 台＝160 万円 

 ②登録料等諸経費  ＠15 万円×4 台＝60 万円      ＠15 万円×2 台＝30 万円 

Ｂ．デザインコンテスト費用   10 万円             10 万円 
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 ①賞品購入代金  ＠10000 円×5 部門＝50000 円 

 ②参加賞記念品購入代金 ＠1000 円×7 人×5 部門＝35000 円 

 ③賞状等消耗品  ＠100 円×50 人＝5000 円 

 ④その他雑費      １0000 円 

  ペーパークラフトモデル作成材料費・インク等消耗品購入代金 

Ｃ．人件費（含むアルバイト料）     60 万円              60 万円 

時給 800 円×5 時間×25 日×6 か月×１人 

Ｄ．支出合計（＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ）    370 万円             260 万円 

Ｅ．広告協賛金収入          120 万円             120 万円 

  ＠20000 円×15 件×4 台 

Ｆ．費用概算（＝Ｄ－Ｅ）    250 万円             140 万円 

 

※ラッピングバス製作委託費の積算根拠 

 宇都宮共和大学ラッピングバス製作委託費内訳（概算） 

 基本料金   90 万円  車体スペースの年間使用料金 

 広告使用許可登録手数料 15 万円 

 ラッピング撤去手数料  15 万円   

 製作費    40 万円  製作委託費合計から基本料金等差引 

 製作委託費合計  160 万円 

 

 市内循環バスは路線バスより小型の為、1 台当たりの製作費を割高に 60 万円と設定。 

 登録料等諸経費も 15 万円を 4 台分で計算。 

 実際の製作費は、専門家がバスの広告スペースを実測しないと確定しないが、仮に 1 台あたり

40 万円で済み、また、登録手数料も一括処理の為に 2 台分の料金でよいと仮定した場合Ａ．ラッ

ピングバス製作委託費は 190 万円、Ｆ．費用概算は 140 万円になる。 

 

 こうした内容を盛り込んだ提案書の提出と説明を受けて、大谷市長は、提案に対する前向きな

対応を表明された。 

 以下は提案書提出の場に参加していた内藤のメモと記憶による再現であって、大谷市長の当時

の正式な見解ではないが、市長はラッピング計画に費用対効果があるという意見であり、その理

由としては市内循環バスのラッピングデザインコンテストの実施等により、特に若年層の住民に

よる地域資源の再発見や再認識、ふるさとに対する愛着の高まりなどを実現できれば、市外への

人口の流出抑止等、多くの面で効果が期待されるということなどが挙げられた。 

 循環バスをはじめとする市内公共交通システムは再編成の時期に来ており、４系統の循環バス

のすべてにラッピングを施すということにはなりそうにないが、市をあげてのラッピングデザイ

ンコンテストを通じての地域資源の再発見、再認識という計画の基本構想は、尐しずつではある

が具体化の様相を見せ始めてきている。 
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（５）白鷗大学  

 

主な活動成果の報告  

 

山田 徳彦  

 

はじめに  

本研究会に参加したのが遅かったということもあって (2013 年４月より )、基本的な

理解を深めつつ、早急に方向性を確立することを重視している。早くから那須烏山市

のまちづくりに取り組み、活動の土台を作り上げた諸先生方や関係者に心から敬意を

表したい。彼らの着実な取り組みは社会関係資本をもたらし、それがなかったら、ま

ちづくりへの基本的な方向性を描けなかったからだ。  

 

2013 年度の活動  

・2013 年４月 和紙鯉のぼり作成  

・2013 年５月 鯉のぼりまつりへの参加  

・2013 年９月 市内の見学  

・2013 年 11 月 近代化遺産一斉公開・関連イベントへの参加  

・2013 年 12 月  

 2014 年１月  成果発表会を念頭においた基本的な勉強・資料の作成  

 2014 年２月  

・2014 年３月 成果報告会への参加  

 

2013 年度は、基本的な理解を深めつつ、次年度以降の方向性を確立することを重視

した。それは、成果報告会にむけた資料を作成するプロセスで固められた。2013 年度

に行った発表の資料は以下のとおりである。  
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2014 年度の活動  

2014 年度は、2013 年度に得られた知見をベースに、LINE による情報共有、スマ

ートフォンの有効利用、COBORIN(Complement system to build up the own regional 

intelligence)の作成に力を入れてきた。これらの有効性は那須烏山市のみに限られる

ものではないが、間接的に大きな影響があるものと期待される。  

 

・2014 年５月 17･18 日 鯉のぼりまつり・そばまつりへの参加  

2014 年９月に横浜、9 月～11 月にかけて県内の道の駅を視察した。これらは

那須烏山市とは直接のつながりはないけれども、地域活性化・まちづくりに大

きなヒントを得られたものと思われる。  

・2014 年 11 月 16 日 近代化遺産一斉公開・関連イベントへの参加  

 

以下、2014 年 12 月以降の活動予定を整理しておく。  

・2014 年 12 月、2015 年１月にフィールドワークを行う  

・那須烏山市まちづくり研究会に参加するメンバーを３つに分ける  

①那須烏山市にある潜在的な可能性を持つ資源の発見･･･どういったものを活用

できるか？  

②有効なコミュニティビジネスのあり方･･･どういったコミュニティビジネスの

あり方が望ましいか？  

③地域活性化に有効なメディア・通信システムのあり方  

 現時点（本稿執筆時点）での、それぞれの概要を以下に整理しておきたい。  
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①潜在的な可能性を持つ資源の発見  

「情報を提供する側が良いと思っても、それが受信する側に受け容れてもらえなけ

れば、地域に根付くことはない」「実体をともなっていなければ、誠実に求めに応じ続

けることは難しい」といった基本認識に基づいて、以下の項目について勉強する。  

 

１．那須烏山市とそれを取り巻く環境への基本的な理解  

・地域の情勢（地勢、気候、人口、産業等）  

・地域のあゆみ  

・地域の社会的特徴と直面する問題  

 

２．社会の潮流  

・日本全体の状況  

 

３．那須烏山市に存在する資源  

・那須烏山市に、どのような資源が存在するか  

・特に潜在的可能性があるものと、そう判断する理由  

 

４．どうやってそれらの資源を生かすか  

 

５．課題と展望  

 

 

②コミュニティビジネスについて  

 持続可能な発展、長期的な視点に立つまちづくり･･･そうしたことを実現するには、

「役所にコントロールされた市民の自発的な活動」が一番効果的で、それを具現化す

る可能性は、コミュニティビジネスが最も高いように思われる。このような認識から、

コミュニティビジネスそのものへの理解を深める  

 

１．コミュニティビジネスとは何か  

・コミュニティビジネスの展開、数と概要  

・コミュニティビジネスの定義・分類  

・コミュニティビジネスのメリットとデメリット  

 

２．栃木県内のコミュニティビジネス  

・どのようなものがあるか  

・特に関心をもったものの内容と理由  

・もっとも関心がひかれたものが直面する問題  

・それから得られるヒント  

 

③地域活性化に有効なメディア・通信システムのあり方  

 スマートフォンやタブレット PC など、昨今の技術革新によりインターネットや各

種メディアはより有効に使えるようになった。これらを地域活性化やまちづくりに生
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かすことはできないだろうか。３つの中でも特に若い学生の自由な発想が求められる

分野であるように思われる。  

 

１．スマートフォン・タブレット PC の普及とインターネットの有効性  

・携帯電話・スマートフォン・タブレット PC の展開  

・HP 等・SNS・動画サイトの使われ方と特徴  

 

２．地域活性化にインターネットを有効に使っている例  

・実際の例と分類  

・最も望ましいと判断される事例とそれから得られるヒント  

 

３．メディアと地域活性化  

・メディアを使って地域活性化に取り組む自治体について  

・栃木県の伝統工芸品とメディア  

・最も魅力を感じた動画とそれから得られるヒント  

 

 ３つの領域は、重なりあう部分が存在するものと推測される。  

 

 

①潜在的な可能性を持つ資源の発見  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

               有効な領域  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②コミュニティビジネス    ③メディア・通信システムのあり方  
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 その部分を軸に知恵を出し合うことで、効果的で実効性の高い提案が生み出される

ものと思われる。今のところ、まだ予定であるけれども、「体験」「健康」「グリーンツ

ーリズム」等が有力な候補となるように思われる。  
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（６）栃木県立烏山高等学校 

 

主な活動成果の報告 

 

藤井 啓太 

 

１ 平成２５年度の活動 

（１）国際医療福祉大学との高大連携 

■国際医療福祉大学との高大連携として、およそ月１回のペースで活動してきた。国際医療福祉

大学医療福祉学部専任講師の中田健吾先生のご指導のもと、中田先生のゼミの学生たちと「まち

づくり研究会」の生徒４名が烏山高校に集まり、烏山のまちの活性化のために、高校生として何

ができるかをテーマに話し合ってきた。高校生が大学生と話し合い、時にアドバイスをもらい、

自分の意見を発表した。本年度の最終的な目標は、今年３月１日に那須烏山市が主催して行われ

た「まちづくり研究会成果報告会」で、自分たちが考えてきたまちの活性化のためのアイデアを

発表することであった。昨年９月に活動を始めて以来、中田先生と学生たちには計６回、烏山高

校に来校していただいた。 

 １２月の第４回から、３月の那須烏山市主催の「まちづくり研究会成果報告会」での発表に向

けての企画書作成が始まった。高校生と大学生混合のチームが３つ作られ「烏山高校の生徒が、

那須烏山市と烏山高校に誇りを持てるために必要なことは何か」というテーマで話し合い、第５

回の１月の会合で、企画書を発表。この企画書をもとに、３月の成果報告会に向けての発表資料

の作成へと進んでいった。そして２月の第６回の会合で、生徒各自が作成したパワーポイントで

の発表資料を提出し、中田先生と大学生の指導とアドバイスを受け、発表に向けての資料を完成

させた。 

 この高大連携の活動は、高校生にとって、大学生と一緒に話すということ、大学の先生の講義

を受けるということ、自分の意見を人前で発表することなど、普段の授業では経験できない貴重

な経験の連続であった。あらかじめ答えがない課題を自分たちで設定して、解決策を自分たちで

調べ、考え、模索していくという作業は、大学でのゼミナールに似た、とても有意義な活動だっ

た。 

   

大学生と高校生との話し合い          中田先生による講義  
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（２）烏山和紙会館訪問  

■まちの活性化のために、自分たち高校生が何ができるか。それを考えるには、この烏山には、

人も含めてどのような資源があるかを知ることから始めなくてはならない。そこで、国際医療福

祉大学との高大連携と並行して、地域の方のご協力をいただき、６か月の活動期間の間に３か所、

見学を実施した。烏山和紙会館はその最初で、１０月３１日（木）に訪問させていただいた。 

 和紙会館は、大正１２年に開業した旧烏山病院の建物を継承したもの。大正時代後期から昭和

の初めにかけて流行したドイツ建築の影響が残り、市の近代化遺産ともいうべき価値あるもの。

ほとんどの建物が昔からの木造建築の中で、烏山病院一つだけ西洋風の近代的建築物が立ってい

るその様子は、当時の人々に西洋への憧れの気持ちを抱かせたに違いない。その和紙会館で烏山

和紙を展示・販売している、紙すき職人の福田長弘さんにお話を伺った。 

 烏山和紙は奈良時代に始まり、１３００年の歴史があるという。現在でも栃木県内の多くの学

校で、卒業証書の紙として使われている。戦前には「紙屋百軒」といわれた一大産地であったが、

現在は福田長弘さんの福田製紙所１件のみとなった。福田さんは、この烏山和紙の魅力を全国に

ＰＲし、烏山和紙の名前をブランドとして全国に広めたいと語っていた。商業化を軌道に乗せて、

烏山和紙の魅力に惹かれて人が集まり、１人でも多くの人が烏山で和紙産業に携わることが、烏

山の活性化につながる。新しく始めた、烏山和紙を使った照明インテリアの製作もそうした思い

の一環。伝統を守るという職人としての使命感と、和紙王国・烏山を復活させたいという、福田

さんの郷土愛に触れることができた訪問だった。 

  

（３）那珂川町の養蚕農家訪問 

■この養蚕農家訪問のきっかけは、「国産絹糸守れるか」という１２月１４日（土）の朝日新聞

朝刊の記事だった。国内の養蚕業は文字通り絶滅寸前。安い中国産、ブラジル産の絹糸に押され、

今や国産絹糸のシェアは１％未満。その絶滅寸前の養蚕業をかろうじて支えている養蚕農家が、

地元の那珂川町にあるという記事だった。 

 養蚕業は、日本の近代化を支えたかつての花形産業である。明治時代以降の日本の近代化は、

生糸なくしてあり得ないほどだった。生糸は、他に大した産業のない明治日本の貴重な外貨獲得

源であり、この生糸を売ったお金で日本は軍艦を買い、列強の仲間入りを果たしたといってよい。

その養蚕業が絶滅寸前という記事に、強い衝撃を受けた。 

 早速、ＪＡなす南に問い合わせをし、新聞記事に出ていた養蚕農家の藤田さんを紹介していた

だいた。藤田さんはＪＡなす南の養蚕部会副部会長をしている方で、この話を快く承諾していた

だいた。ちなみに養蚕部会長の福島泰夫さんは現在の那珂川町長である。 

 １２月２５日（水）、藤田さん宅を訪ね、１時間３０分ほどお話を伺った。 

 栃木県の繭生産量は全国第３位（平成２３年）で、那珂川町の生産量は小山市に次ぐ県内第２

位。現在那珂川町には４件ほどの養蚕農家があり、那須烏山市にも３件ほどが残っている。しか

しここでも後継者問題は深刻だ。藤田さんは６０歳を超えるが、それでも那珂川町の養蚕農家で

一番若いという。藤田さんは「あと１０年ほどで、国産繭はなくなる」という。養蚕業を守るた

めに財団法人大日本蚕糸会という組織があり、新しく養蚕業を始めようとしている人に対し、多

くの補助金を支出し、何とか国内の養蚕業を守ろうとしているらしい。しかしなぜ、後継者が出
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ないのか。理由は２つあるという。１つは労働の大変さ。藤田さんも朝４時に起きて、ピーク時

には夜中の１２時近くまで、ひたすら作業をするという。２つ目の理由は収入の尐なさだ。藤田

さんは１０年ほど前から高島屋と取引をしている。その高島屋で売られている１００万円の高級

呉服に使われる国産生糸。着物１着で約繭６キロが使われ、農家とは１キロ２５００円で取引さ

れるので、生産農家に支払われる代金は僅か１万５０００円ほどだという。国産繭の生産量が激

減したのは平成元年あたりからで、ちょうど農産物の輸入自由化が始まった時期と重なる。それ

以降、安い海外産に押され、それとともに藤田さんの収入も激減したそうだ。 

 さらにお話を伺い驚いたのが、この那珂川町で生産された繭が、全国的にも一番の品質が良い

ものとして高く評価されているということ。その那珂川町産の国産繭の灯が今まさに消えようと

している。何とかこの国産繭を守る方法はないものか。それには「生産農家の収入を保障するた

めに農家への支払い額を引き上げるか、あるいは企業が養蚕農家を社員として抱え、守っていく

しかない」。それが藤田さんのお話であった。 

 この地域には目立った産業がないという私たちの認識が、実は間違いであり、烏山和紙と同様、

日本全国に向けて誇るべき、守るべき資源がこの地域にあるという、新しい発見をすることがで

きた訪問だった。 

                       

養蚕農家の藤田さんと 

（４）温泉トラフグ養殖施設の見学 

■「温泉トラフグ」はテレビや新聞などのメディアでしばしば取り上げられており、生徒たちの

間で知名度も高い。この養殖を手掛けている株式会社「夢創造」の第３プラントに、１月１７日

（火）にお邪魔した。この訪問は１月１９日（日）の下野新聞で紹介された。 

 第３プラントは那須烏山市の大桶にあり、もともとスイミングスクールだった温水プールを再

利用したものである。では、そもそもなぜ、海なし県の栃木でトラフグの養殖を始めたのか。そ

こには社長の野口勝明さんの、地元への深い愛着があった。 

 野口さんは東京の大学を卒業後、そのまま東京で就職した。しかしその後、故郷の那珂川町の

尐子高齢化が進む寂しい現状にショックを受け、若者が地域に戻るには、何より雇用が必要だと

考え、この事業を始めたという。那珂川町には温泉がある。この温泉と、高級魚のトラフグ、他

者にはまねできない完全閉鎖式循環養殖の技術という、バラバラであるこの３つを１つに組み合

わせて、見事に商業化に成功させたのが、野口さんの凄さだ。 

 事業を軌道に乗せ、地元で若者の雇用を生み出して、地域の活性化につなげたいというのが、
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野口さんの思い。地元の県立馬頭高校水産科を卒業した生徒を、これまで飼育員として数名採用

するなど、野口さんはその思いを見事に実現させている。夢を夢で終わらせることなく、実現の

ために何が必要かを緻密に考え、実現させるために１つ１つ解決策を練り、行動に移していく。

そんな野口さんの行動力に驚かされた訪問だった。 

   

 社長の野口さんと           トラフグの説明を受ける生徒たち 

 

（５）那須烏山市「まちづくり研究会成果報告会」 

■３月１日（土）、那須烏山市が主催する「那須烏山市まちづくり研究会成果報告会」に初めて

参加し、高校生４人が発表した。「烏山高校生に、烏山高校と地元に誇りを持たせるために何が

できるか」をテーマに、国際医療福祉大学の中田先生と学生たちの指導を受けながら、高校生が

考えたアイデアをそれぞれ発表した。下に掲載したのは、その時高校生たちが発表したテーマで

ある。高校生の発表は出席者からも好評であり、発表の様子は下野新聞にも掲載された。 

 ・山あげ祭りに、新たに「よさこい」を披露する新しいチーム創設 

 ・烏山高校の生徒だけが参加するのではなくこれから高校生になる小、中学生や地域住民の方々

にも参加してもらい体育祭の開催 

 ・烏山のまちの魅力を知るためのウォークラリーの開催 

 ・烏山線の展示・写真撮影と烏山線沿線の自然豊か風景を見ながら歩く、線路ウォーキングの  

開催 

   

午前の全体発表の様子              午後のポスターセッションの様子 
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２ 平成２６年度の活動 

（１）足利工業大学との共同研究 

■今年度は足利工業大学工学部の福島二朗准教授のご指導をいただき、福島先生のゼミの学生と

ともに行う研究活動が活動の中心となった。先生と学生にはおよそ月１回のペースで烏山高校ま

で来ていただき、烏山高校のまちづくり研究会の生徒のうち３名が、共同研究活動を行った。活

動のテーマは福島先生が研究活動中に入手した『烏寶線唱歌』の解明である。この唱歌は昭和５

年に集録されたものであるが、果たして鉄道唱歌として世に本当に出回ったものなのかどうかも

良く分からないなど謎が多い。そこで歌詞に歌われた固有名詞を全てピックアップし、現地調査

と文献調査の両方から、唱歌が作られた昭和５年当時のこの地域の様子と唱歌そのもの実態につ

いて解明しようというのが、この共同研究の目的である。 

 現地調査は８月２０日（水）から２２日（金）にかけて、福島先生のご指導の下、烏山高校ま

ちづくり研究会の生徒３名と足利工業大学の学生３名が参加して３日間行った。３日間で、愛宕

神社（那須烏山市金井）、太平寺（那須烏山市滝）、龍門の滝（那須烏山市滝）、森田発電所跡

（那須烏山市森田）、十二口横穴墓群（那須烏山市南大和久）、安楽寺（那須烏山市田野倉）、

法康寺（那須烏山市鴻野山）などさまざまな史跡を回り、森田発電所跡では測量会社の方の協力

をいただき、実際に建物の測量を行った。連日、最高気温が３４度近くになり、外での活動が中

心となるこのフィールドワークは、時期としては決していいものではなかったが、福島先生の温

かい人柄や探求心、熱心な研究姿勢に接し、生徒たちにとって学校では学べない貴重な経験をす

ることができた、とても有意義な３日間だった。 

   

福島先生による講義                    森田発電所跡での測量作業 

 

 この『烏寶線唱歌』の調査活動は１２月６日に「とちぎ産業創造プラザ」で行われた、「第１

１回学生＆企業研究発表会」（主催：大学コンソーシアムとちぎ）で、足利工業大学の学生によ

って発表された。この唱歌については未解明の部分がまだまだ多く残されており、今後も福島先

生のご指導のもとでこの研究活動を続けていく予定である。 

 

（２）那須烏山市まちづくり研究会の研究班としての活動 

 烏山高校まちづくり研究会は、那須烏山市まちづくり研究会の研究班にもなっている。そこで

平成２６年度には那須烏山市商工観光課の依頼を受けて、３つのまちづくりイベントにもボラン
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ティアとして参加した。 

 １つは５月に大桶運動公園で行われた「第７回鯉のぼりまつり」である。「八溝そばまつり」

と合同開催となったこのイベントで、烏山高校から４人の生徒が参加し、イベント会場の準備や

片付け、和紙制作体験の来客者へのサポート、飲食テント美化活動を行った。 

 ２つ目は１１月の「近代化遺産全国一斉公開２０１４in なすからすやま」への参加である。午

前中のバスツアーでは、先述の福島先生と学生とともにバスに乗車してツアーサポートとして活

動し、午後の洞窟コンサートでは、女子生徒２名が司会を担当した。バスツアーでは福島先生の

解説で那須疏水、晩翠橋、境橋（那須烏山市宮原）を回った。 

 那須疏水は、明治初期に国家主導で行われた一大開発プロジェクトを今に伝える歴史的な建造

物であり、三島通庸、西郷従道、青木周蔵など当時を代表する大物政治家たちが開発に携わって

いる。晩翠橋も栃木県令の三島通庸が取り組んだ道路改修工事によって作られたものが始まりで、

その後１９２９年に始まる世界恐慌での失業者対策として、当時２０代から３０代の若い内務省

官僚たちの手により現在の橋へと架け替えられた。「鋼ブレースト・リブ・バランスドアーチ」

という晩翠橋の構造は、他に埼玉県秩父市にあるものだけであり、那須疏水とともに近代日本の

様子を伝える貴重な歴史的遺産である。境橋は、関東大震災後の帝都復興局に勤め、当時の橋梁

設計第一人者の成瀬勝武が設計したものであり、近代に作られたＲＣ（鉄筋コンクリート）バル

コニーがあるアーチは全国でも数例しかない価値ある建造物である。このツアーで生徒たちは、

歴史的価値を持った貴重な建造物が身近にも存在し、これらが地域の誇りとして守るべき地域資

源であることに気づくことができた。 

 ３つ目が同じく１１月に行われた「なかがわ元気フェスタ２０１４」への参加である。これは

那珂川町企画財政課からボランティアの要請を受け参加したもので、生徒たちは会場の準備・後

片付けのほか、出店する飲食店の営業のサポートに従事した。 

 

鯉のぼりまつり        「近代化遺産全国一斉公開２０１４in な 

                すからすやま」スタッフと  

 

（３）烏山高校まちづくり研究会独自の活動 

■烏山高校まちづくり研究会では、那須烏山市まちづくり研究会研究班としての活動のほかに、

独自でいくつかの活動をしている。その１つが６月に実施した「中山かぼちゃ」生産農家訪問で
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ある。 

 那須烏山市には「中山かぼちゃ」という特産品がある。終戦直後にかぼちゃの品種が多い北海

道から那須町へという人の移動があり、さらに昭和３０年代に那須町から烏山の中山地区に人が

移動し、それとともにかぼちゃの苗も運ばれ、この烏山で自家消費用として栽培されたのが始ま

りである。その後昭和５０年代に特産品として育てようという動きが始まったそうだが、実はこ

の「中山かぼちゃ」はひとつひとつ人工授粉をしなければならない上、病気や直射日光にも弱く、

２０年間栽培を手がけている農家の方でさえ、分からないことも多い栽培が難しいものだそうだ。

平成１６年に「ＮＥＷ中山かぼちゃ」が普及を始め、今では県外の大手スーパーの店頭にも並ぶ

ほど、那須烏山の特産品としての地位を得たが、現在の中山かぼちゃ部会の部会員はわずか１２

件。しかも平均年齢は７０才を越える上、栽培が難しく技術継承が容易でないため、今後も特産

品として存続できるだろうかという問題を抱えている。烏山高校まちづくり研究会は、ＪＡなす

南営農部の方々にお世話になり、中山かぼちゃ部会部会長の大森正一さんの自宅を訪ね、これま

での苦労や「中山かぼちゃ」と地元烏山への想いを伺った。高齢化によって「中山かぼちゃ」だ

けでなく地域そのものが活力を失いつつあるような現状を憂い、大森さんが若い人の活躍に大き

な期待を寄せていることを知り、生徒たちにもよい刺激となった訪問となった。 

   

「中山かぼちゃ」を使ったアイスクリーム   中山かぼちゃ部会長の大森さん、ＪＡ 

なす南の高野さんと 

 

■烏山製茶工場訪問 

 烏山を含む八溝地域は、いくつかの作物栽培の北限にもなっている。有名なものはみかんだ。

国見地区のみかん園は烏山を代表する観光地にもなっている。烏山は紅茶栽培の北限でもある。

北限であるため栽培が難しく、しかも輸入物の紅茶に近いものがよい紅茶というイメージがあり、

昔からこの地でのおいしい紅茶の栽培は無理だと考えられてきた。しかし烏山製茶工場（那須烏

山市大桶）の清水敬一さんと息子の和行さんはそうした既成概念に疑問を感じ、やぶきた茶の茶

葉を紅茶にする独自の和紅茶づくりに試行錯誤で取り組んできた。様々な紅茶の茶葉をブレンド

した「那須野紅茶」は遠方からのリピーターから注文が入るなど、紅茶愛飲家たちに支持されて

いる。６月、この烏山製茶工場を訪ね、清水さん一家に紅茶づくりへの想いを伺った。 

 清水さんの紅茶づくりは「かけられる手間は全てかける」という徹底的にこだわった紅茶づく

りが特徴だ。無農薬栽培の茶葉を使い、茶葉を仕上げる行程はほとんどが手作業。１番茶の収穫
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も手つみだ。手つみにすることで茶葉の大きさが均等になり、発酵も均等になって整った味に仕

上がるそうだ。このように知る人ぞ知る、品質は第１級の紅茶だが、家族経営の小さな会社のた

め、広告にお金をかけることができず、どのように知名度を上げてブランドとして育てていくか

が課題だそうだ。現在、清水さんは近隣の耕作放棄地を活用して新たな茶園を開拓している。高

齢化で耕作放棄地が増えている状況の中で、尐しでもこの耕作放棄地を有効に活用して、地域の

活性化につながればとのことだった。 

  

清水さん一家と                    茶葉づくりの説明を聞く生徒たち 

 

■ＪＡなす南洋野菜部会訪問 

 「中山かぼちゃ」に並ぶ地域の特産品として「からすだいこん」がある。今回もまたＪＡなす

南営農部の方の紹介で、７月に洋野菜部会部会長の越雲宏さんにお話を伺った。 

 洋野菜部会が誕生したのは２０１０年。当初１５人で栽培を始めたが、２年目には２６人にな

り、順調に拡大している。部会では「からすだいこん」を始め、なすやハーブ類など、日本では

あまり栽培されていない珍しい西洋野菜を約１００種類栽培している。その多くが東京の高級ホ

テルや料亭向けに出荷されており、私たちがこれらの西洋野菜を口にできる機会が限られ、知名

度は決して高くはないが、越雲さんによると、全国の中で烏山ほど西洋野菜を大規模に出荷して

いるところはないそうだ。平成２５年度（平成２５年３月～平成２６年２月）の販売金額は前年

比１４２％増。栽培を手がける農家の所得向上にもつながっている。しかし課題もある。１つは

出荷する野菜の規格をさらに細かく決め、信頼されるブランﾄﾞづくりをさらに進めていくこと。

もう１つが出荷が途絶える真夏の栽培方法の確立だ。西洋野菜の栽培をさらに安定的に拡大させ

ることで、耕作放棄地の増加と農業後継者の不足に歯止めをかけ、何より若い人たちが農業を継

ぎ、この那須烏山で暮らしていけるよう生活の基盤を提供することができる。越雲さんは、烏山

を全国一の西洋野菜の栽培王国にすることを目標に、これからも農業を通じて烏山を盛り上げて

いきたいとのことだった。 
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洋野菜部会長の越雲さんとＪＡなす南の森さん      からすだいこん 

 

 

３ これまでの活動を振り返って 

■烏山高校まちづくり研究会が活動を始めて２年。活動を通して、生徒たちが強く感じたのは次

の２点だと感じている。 

 １つは、地域が活力を失いつつあるような現状を憂い、この地域を元気にしようとそれぞれの

立場で頑張っている方たちが、実はたくさんいるという発見だ。もちろん、「中山かぼちゃ」「か

らすだいこん」「那須野紅茶」「温泉トラフグ」、日本でも最高品質の繭など、誇るべき地域資

源が自分たちが住むこの地域にもあることを知ったことも大きな収穫だ。しかしそれ以上に、こ

れらの生産活動に携わる方々が、いかに丁寧にそれぞれの仕事に励み、同時に自分たちの仕事が

地域の活性化につながることを期待して、誇りと使命感を持って活動しているか。その想いの強

さに触れることができたことが、生徒たちにとって貴重な経験になったと思う。 

 もう１つが、地域の方々がいかに自分たち高校生を含む若者に大きな期待を寄せているかだ。

インタビューをお願いした方々は、とても温かい眼差しで高校生たちに接し、分かりやすく丁寧

に説明してくれた。また生産農家の方への取り次ぎは、ＪＡなす南営農部の方々が喜んで引き受

けてくださり、休日にも関わらず生徒たちのインタビューにも同行してくださった。足利工業大

学と夏休みに実施した現地調査では、那須烏山市役所の商工観光課の方々を始め、訪問した先々

でいろいろな方が親切に対応してくださった。地域の方々は、若者こそ地域の将来を担う一番の

財産だと考えており、自分たちもそうした想いを無視できないと感じたはずだ。 

 生徒たちはこれまでの活動を通して、地域というものに今まで以上に関心を持つようになり、

地域のために自分たちに何ができるか、また何を為すべきかを考えるきっかけを得ることができ

たと思う。国際医療福祉大学の中田健吾先生、足利工業大学の福島二朗先生、ＪＡなす南営農部

の方々を始め、これまでの活動にご協力をいただいた皆様に心からお礼申し上げる。 

 


